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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どんよりとした曇くもり空のせいか、辺りは日の出頃ごろにもかかわらず夕暮れ時のように薄うす暗ぐらかった。今にも雨が降ってきそうな雲行きだ。

　緩ゆるやかに波打つ音がする川の水面みなもに強風による白波が立っており、日中ならば賑にぎやかなはずの川かわ端ばたの通りも人ひと影かげがなく町は未いまだ寝ね静しずまっている。汀みぎわの石いし垣がきに打ち寄せる波と風の音が響ひびく。

　川に沿って少し行った所に蘆ろ荻てきの群集した荒あれ地がある。端はしの方では、繁はん茂もした枝葉を持つ大きな柳やなぎの木が風に揺ゆられてザワザワと音を立てていた。

　その柳の陰かげに黒い人影があった。木の幹に添そっているそれは、闇やみ夜よに溶とけ込むような黒い装しよう束ぞくに身を包んでいた。

　まるで獲え物ものを狙ねらう獣けもののように息と気配を潜ひそめているその人物は、人ひと気けの全くない通りに目を注いでいる。

　そのうち、黒鞘さやの太刀たちを一本だけ落とし差しにしている牢ろう人にんの供を連れて、深ふか編あみ笠がさを被かぶった身なりの良い男が近づいてきた。羽は織おり袴はかま姿すがただが刀を帯びていないので武士ではなさそうだ。

　荒れ地に入るため牢人が蘆荻を分け、その後ろを深編み笠の男が危なげなく続いて距きよ離りを縮めた。

　柳の前まで足を運んだ男は面おも長ながで鼻が高く、とがり顎あごで蛇へびのような細い目をしている。細い双そう眸ぼうと何気ない動きが他者を見下しており、陰いん湿しつで酷こく薄はくな印象を与あたえる。

　その風ふう貌ぼうを目にした黒装束の人物は、くつくつと嗤わらいを漏もらした。

「これはこれは、まさか貴き殿でんがこのような場所においでになるとは」

　妙みように畏かしこまって蛇目の男に言葉を紡つむいだのは、身なり通りの身分の者が忍しのんでこの場にいるからだ。

「ふん、事が事だけに半はん端ぱ者には任せられぬと主あるじが仰おおせなのでな。して、うまくやったのだろうな」

「それはもう、ご希望通りに」

　偉えらそうに鼻を鳴らした男の態度など気にせず、黒装束の人物は懐ふところから何かを取り出した。

　握にぎられていた手を微かすかに開くと、そこから重力に従ってそれが──女性用の帯飾かざりが垂れ下がった。

　色合いこそ沈しずんだ赤で落ち着いているように感じるが、花を基調とした飾りは目め利ききの者でなくても一目で高価な物だと分かる品であった。単なる町民では手に取ることすら叶かなわない上質なそれを身につけられる人物は、必然と限られてくる。

「ほぉ」

　深編み笠の男は感かん嘆たんの声を漏らすと、帯飾りに手を伸のばして攫さらうようにして己おのれの手に収めた。

　赤は赤でも、暮れ時の空に近い色合いをするそれが意味するのは高貴な姫ひめの名。さる職人に特別に拵こしらえさせたという一点物なので、所有者が誰だれであったかを示すには十分すぎる物だ。

　これを贈おくった人物──所有者の父親の手に渡わたった時、一体どれだけ取り乱してくれるかを想像するだけで嗤いが込み上げてくる。

　上じよう機き嫌げんになった男は、褒ほめる言葉は口にしなかったが口元にうすい嗤いを浮うかべた。

「ご満足頂けたようで何よりです」

「うぬを信用したわけではないが、例の件については口くち添ぞえくらいならしてやろう。決定を下すのは私ではないがな」

「十分でございます。私めの願いより、貴殿方の大義を一番にお考えください」

「言われずとも。だが娘むすめの引き渡しに関しては周りの動きを見てからになる。使いを送るまでは生かしておくように」

「御ぎよ意いにございます。では、私はこれで──」

　黒装束の人物がそう言って恭うやうやしく頭を下げた直後、冷えた風が吹ふいて辺りに物悲しい音が広がった。

　その不意を突つかれたような現象に、男と牢人は思わず目を瞑つむってしまった。時間にして一いつ拍ぱくにも満たない時間であったが、黒装束の男が消えるには十分な間だ。

　荒れ地に好んで近づいてくる者はいないが、陽ひも顔を半分以上出しているので少しずつ行商人や棒ぼ手て振ふりが姿を現す頃ころだ。

　この場に留とどまる理由はないので、人目に付く前に早々にここから立ち去るべきである。

　男はザワザワと揺れる柳が視界に入るのを鬱うつ陶とうしく思いながら、先に消えた黒装束の人物を思い返して舌打ちを一つした。

「胡う散さん臭くさい言こと葉ば遣づかいをしおって。まったく、気味の悪い西の狗いぬが……」

　そう悪態をつくも、男はあの人物が己に危害を加えるつもりはなかったのだと思った。

　何故なぜなら、本当に敵であれば視界を風に奪うばわれたあの一いつ瞬しゆんで首と胴どうが離はなれていてもおかしくなかったからだ。

　とりあえず、護衛として連れてきたはずなのに役に立たなかった隣となりの牢人をどう始末するかを考えつつ、男もまた荒れ地を後にしたのだった。

　その手にある、沈んだ赤──茜あかね色いろの帯飾りを強く握りしめながら。
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　藤ふじの花が咲さく美しい地を治める鬼おに一族の名家、藤ふじ見み家。

　その藤見の血を引く一人の青年に魂たましいが入り込んでしまっている俺、藤見恭きようは半泣きで広間に集まった面々の話を聞いていた。

「（今すぐここから逃にげ出したい……！）」

　もちろん、そんな俺の希望が通るはずもなく隆たか哉やさんに腕うでを引かれるまま隣に座らされてしまった。

　場を取りまとめているのは藤見家長男の正まさ人ひとさんだ。頭領の義よし正まさ様が不在なので、次期頭領である彼に藤見を率いたり決定を下したりする権利がある。

　その正人さんを始め、次男の隆哉さんや藤見の重臣らしき男の人達が顔を連ねているのだ。俺の場ば違ちがい感、半端ない。藤見に住んでいない昴すばるくんの方が俺より場に馴な染じんでいるくらいだ。

　そんな緊きん張ちよう感かん漂ただよう中、上座近くに腰こしを落ち着けている正人さんに頭を下げているのは、藤見と南みなみ鬼おにの里境付近を調査するよう正人さんに命じられていた人だ。

　藤見に仕えてくれている武士のようだが、名前は知らない。城に住んでいるのは藤見と篠しの崎ざきの本家の者だけど、両家共に分家が多く臣下として藤見の地で暮らしている。なので、その筋の人達なのだろうとは予想している。

　まあ、その辺の話は後日ゆっくり陽よう太たにでも聞くとして。

　とにかく今は里境に現れた謎なぞの武装兵団について、武士さんから正人さんへの報告を聞こうではないか。

「やはり南なん条じようの兵が東に攻せめてきたのか？」

「いえ、体格からして南鬼であることは間ま違ちがいないと思いますが、兵が南条の者であるとは言い切れません」

「何故そう思う」

「南条の兵であれば旗はた指さし物ものに家か紋もんが描えがかれているはずです。しかし、あの兵達は武装しているだけで家名に通じる物は何も所持していないようでして……」

　旗指物というのは、戦国時代の兵士なんかが鎧よろいの背中にさしている小旗のことだ。あれを見れば何処どこの軍か一いち目もく瞭りよう然ぜんだし目印になるので戦いくさではよく利用されるらしい。

　それが無いということは、南条の兵ではないとか何とか。

　ぶっちゃけ旗を隠かくしているだけなんじゃないの？　という疑問が浮かぶけれど、他族を攻める時に旗を掲かかげないのは鬼の誇ほこりに反するらしい。

　じゃあ暗殺とか闇やみ討うちとかも駄だ目めなのかな？　とポンポン疑問が浮かぶが口を挟はさむ隙すきもなければ、俺の微び妙みような表情を察してフォローしてくれる存在もない。

　ちょっと俺の常識にはない話なので、交かわされている話の半分も理解できていないのが正直なところだ。

　それに、いつも説明してくれる陽太がいないので正人さんに無理難題を振ふられそうで気が気じゃなかった。

　陽太が不在である理由は、正人さんの指示により兄の要かなめさんと二人でここから一番近い南鬼の町へ向かったからだ。

　そこで昴くんが襲おそわれ、茜あかね姫ひめが攫われた。その調査のため二人が一足先に動いているのだけど、こちらはこちらで里境の兵の問題がかなり深刻だった。

　話し合われるのは兵をどうするかについてばかり。昴くんには辛つらいかもしれないけれど、二の次にされてしまうのは仕方がない状じよう況きようだと感じた。

　ここで藤見が防戦できなければ、藤見の地だけでなく東ひがし鬼おにの全すべての地が危機に面することになるのだから。

　周りを見回しても余よ裕ゆうのある人など誰もいない。普ふ段だん温おん厚こうそうで柔やわらかい空気をまとっている聖ひじりさんさえ、真しん剣けんな表情で正人さん達と議論を交わしている。

「聖、藤見の兵はすぐに動かせるのか」

「常じよう駐ちゆう兵は既すでに態勢を整えさせております。徴ちよう集しゆうに応じる者も少なくありませんので、交戦となっても一方的な戦いにはなりません」

「そうか。だが南鬼との戦ならば、鬼き道どう術じゆつの扱あつかいに長たけた者が要かなめになる。準備は怠おこたるな」

「承知にございます。物理的な戦法や力比べは避さけるよう、すでに指示を出しました」

「だが油断して術に頼たよりきるのも得策とは言えない。裏の裏をかくなら──」

　今の話を要約すると、南鬼は身体からだが大きく力が強い種族のようだ。それ故ゆえに肉にく弾だん戦を好み、鬼道術の印を組むための細かな動作が苦手らしい。

　陽太や俺の師し匠しようである裡り念ねんさんが術を使うために指を組み合わせて印を素す早ばやく結ぶ姿を何度も見ているが、確かにあれは難しい。簡単な術ならともかく、不器用だと一族レベルで評価されている南鬼には難易度の高い術の印は無理だろう。

　俺？　俺は昔からあやとりが超ちよう得意なので結構余裕です。キョウ様の身体の感覚も手伝ってくれるから陽太に負けず劣おとらずのスピードだ。あ、師匠の動きは人外なので自分とは比べません。手元だけが高速で動いて残像まで見えちゃうから。

　おっと、話が逸それたな。

　そんな不器用さんな南鬼を相手にする藤見の鬼達は、オールラウンダータイプだ。キョウ様も刀だけでなく、体術を駆く使ししたり鬼道術を使ったりもする。

　陽太だって得意とする弓以外にも素早い身のこなしで相手を翻ほん弄ろうする戦い方をするし、見た目は可愛かわいいけど効果がエグい鬼道術を独自で開発する。末っ子の俺達がこうなのだから、親兄弟も似たり寄ったりなのだろう。

　いざ戦いになると、南鬼より藤見の方が有利かもしれないと思った俺は、チラリと昴くんに視線をやった。

　昴くんは少し顔色を青くして膝ひざの上で拳こぶしを強く握にぎり、唇くちびるを引き結んで話を聞いていた。

　完全に作戦が筒つつ抜ぬけなのに誰だれも気にしていないのは、南鬼が相手なら藤見以外でも同じような作戦になるからだと思う。

　それに、暫しばらく待てば南鬼の町へ調査に向かっていた陽太達から何かしら報告が入るので、昴くんはそちらへ向かうはずだ。全ての作戦が筒抜けになるわけではない。

「（俺はどっちに配属されるのかな？）」

　里境に集まった南鬼との交戦と、犯人不明の誘ゆう拐かい事件。二択たくが絶望的すぎる。うう、この場をダッシュで逃げ出して部屋の押し入れ辺りに身を潜ひそめていたいんだけど駄目かな。

　そんなことを情けない顔で考えていると、正人さんの目が昴くんへ注がれた。視線に気付いた昴くんも正人さんを見返す。

「南条殿どのには酷こくな話をしているかもしれないが、我らも里境を守る一族としての務めがあります。分かって頂きたい」

「それは重々承知しております。ですが場に同席させてもらっているのに、お役に立てず……」

「我々は、役に立つか立たないかを期待してなどおりません。我ら側にも無言で軍議を聞いているだけの者もおりますし」

　おいおい誰だよ、この一大事にだんまり決め込んでる奴やつは。時代劇なんかじゃ武士やら重臣やらは我先にと重役を得ようと声を上げているイメージなんだけど。

　現に、正人さんと聖さんが中心となって話している合間に隆哉さんや他ほかの藤見の家臣達が疑問を口にしたり、意見を言ったりしている。

　それを無言でやり過ごそうとするなんて、とんだチキン野や郎ろうが居たものだ──って、皆みんなの視線が俺に集中してるんですけど。え、無言で軍議を聞いてるだけの役立たずって俺のこと？

「（いやいや、俺も少しくらい意見を……言ってないな。ここまで完全に無言だったわ）」

　正人さんの言葉通りだと自覚した俺は、乾かわいた笑いを返そうにも多くの人の視線が集まっているので顔の筋肉を動かすのも許されないような気がした。

　どうやら何も意見せず黙だまっていたことで、いつの間にか役立たず認にん定ていされていたようだ。体の持ち主であるキョウ様がどんな風に話し合いに参加していたかなんて分からないけれど、彼の名めい誉よを守るために何か言い訳をしないと……っ！

「恭の場合は軍議が久々だから黙っているんじゃねーか？　それか、何か妙みよう案あんがあって口を挟む機会を窺うかがっているとか」

「なるほど。では何をそんなに思案していたのか聞かせてもらおうか」

　隆哉さんの言葉に、正人さんが納なつ得とくするように頷うなずいた。さすが弟思いで有名な隆哉さん。針の筵むしろになっていた俺に発言権を与あたえてくれるなんて素す晴ばらしい……わけねぇだろ！　話し合いを適当に聞いていた俺にとっては最悪のパスなんですけどぉ!?

　口元が引き攣つるのは耐たえたが、俺のフォローができたと満足げな顔をしている隆哉さんへの殺意が増した。たぶん俺が改造人間なら、隆哉さんの顔面へ向けたロケットパンチが飛び出しているところだろう。ボッコボコにしてやりたい。

　……まぁ、それはいつか機会が巡めぐってきたら叶かなえるとして。とりあえず正人さんの質問に答えなくては。

　長時間俺がだんまりを通していた理由を話さなくてはならないのだけど、「何も考えていませんでした」とは言えない雰ふん囲い気きだ。

　なので、比ひ較かく的てき真面目まじめに話に耳を傾かたむけていた最初の頃ころに何を考えていたかを答えよう。

「里境の防衛と茜姫の件、どちらに身を置くべきか考えておりました」

「意外だな。好戦的な恭のことだから迷わず戦いくさ場ばへ向かうことを選ぶと思っていたのだが」

　騒さわがしくはないけれど、少し動どう揺ようが走るようにして場がどよめいた。他の家臣達も正人さんの言葉通りの認にん識しきだったらしく、俺の返答が意外だったようだ。満まん場じよう一いつ致ちで藤見恭＝戦場の方程式って……。ちょっとキョウ様、どういうことなの。

　まるで戦となれば嬉き々きとして身を投じると思われているキョウ様の評価に驚おどろきながらも、何とか困こん惑わくを顔に出すことなく、こっそり静かに深呼吸を何度か繰くり返す。

「力で全てが解決できるとは思えません。争わずに済む方法があるなら、そちらを検討しても宜よろしいのではないでしょうか」

「無論、我らも争いたいとは思っていない。だが万が一にも戦となるなら、お前には先せん陣じんを任せたいと考えていた」

　うえぇぇ、いーやーだー!!　先陣って一番前の軍隊だか部隊だかを率いて戦うってことだよね？　ちょ、危険すぎるっ。確かに身を守る術を身につけて自分も戦えるようになる必要があると考えているけれど、まだ戦場に出るまでの覚かく悟ごは決まっていない。

　戦なんてことは現代育ちの俺には夢のような話だ。その感覚のまま正人さんに冗じよう談だんかと半笑いで聞こうとしたが、眼めが本気だった。ヤバイ、本気で回かい避ひしないと冗談抜きで戦場へ放ほうり出される。

　身に突つき刺ささる多数の視線の圧力により、緊きん張ちようして喉のどがカラカラだ。

　紡つむぐ言葉を間ま違ちがえれば、即そく戦場へポイッと投げ出されてしまうことにビクビクしながらも慎しん重ちように口を開いた。

「昴殿と共に、茜姫の消息を追いたいと思います」

　先陣を任されることを光栄だ何だと言い繕つくろうことも脳のう裏りを過よぎったが、それを口にしてしまえば了りよう承しようしたと思われる可能性がある。

　だから俺は先陣の件には触ふれず、自分の希望を正人さんへ伝えた。

　もちろん、消息不明の茜姫を捜さがすことは簡単ではないだろう。でも右も左も分からない場所──しかも戦場という危険な場所へ向かうよりずっと安全だ。それに陽太もそっちの調査に駆かり出されているようだし、これ以上離はなれていると俺の心臓が持ちそうにない。

　東とう条じようで花はな姫ひめ様に無礼な行いをした昴くんにガチ切れした俺だが、藤見までの道中ではそれなりに打ち解けたと思う。だからこのまま昴くんと茜姫に関かかわらず終じまいなのもどうだろうか。

　そんなことを考えながら、こちらを探さぐるような正人さんの視線から目を逸らさずに告げる。

「兄上も茜姫の失しつ踪そうと里境の南みなみ鬼おには無関係ではないお考えでしょう。争わず解決することへ繫つながるのであれば、先陣でいつ火ひ蓋ぶたがきられるか分からない状態で待つより、昴殿と茜姫を救って差し上げたいのです」

　と決め顔で言い切った俺、プライスレス。

　いや、本音は先陣なんて任されたくないからなんだけどね。昴くん達を助けてあげたいのは本当だけど、何か案があるわけではないので深く突っ込まれたら困る。

　その前に、ここは昴くんにパスしてみるか。俺ではこれ以上の受け答えができそうにないし。

「他族からの侵しん略りやくに対する藤見の備えは疑いません。ですが、里境の南鬼について昴殿の話を聞くのも重要でしょう」

「ああ、南条殿は南鬼が私兵だと確信しているようだったな。その理由も含ふくめ、話を伺うかがっても？」

　俺達が思い返したのは、茜姫が攫さらわれたと言って駆け込んできた時に昴くんの口から矢や継つぎ早に出ていた話のことだ。

　里境の南鬼の兵は南条の者ではないと言い、茜姫の件にも色々と思い当たる部分がある様子だった。ただ、昴くんは興奮と混乱で正常な判断ができるとは思えなかった。だから先に里境の防衛を優先して、今の話し合いの場に繫がるのだが。

　俺からの話のパスにより、ようやく自分に発言権が移ったと理解した昴くんは息を整えて俯うつむき気味だった顔を上げた。

「南条には僕を含め三人の子が居るが全員母親が違ちがっているんだ。正室は僕の兄である旭あさひの母で、僕と茜の母は側室だ」
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「それは誰だれもが知っている話だな。確か、南条家は奥方同士の仲が良好だと噂うわさされていたと思うが」

「世間にはそう伝えられているが事実はそうではない。厳密に言えば仲が良いのは兄上と茜の母君達で、僕の母は二人と不仲だ」

　昴くん本人は隆哉さんの問い掛かけに淡たん々たんと答えているつもりのようだが、その声こわ音いろと表情の苦々しさから他者に易やす々やすと話して良い話題ではないのだと伝わってくる。

　跡あと継つぎや妻の立ち位置について奥様同士で睨にらみ合いがあるってことかな。日本の時代劇でもよく母親の違う兄弟の間で問題が起こっていたり、陰いん謀ぼうが渦うず巻まいているシーンがあった。俺にとっては他人ひと事ごとでしかないのだが、昴くんには現実として付いて回っている話なのだろう。

「（それにしては昴くんと茜姫は仲が良さそうだったけれど）」

　ふと脳裏に浮うかんだのは、昴くんの妹の茜姫だ。

　昴くんの姿を見るなり、笑え顔がおで突とつ進しんしていた茜姫の喜びようから険悪さは全く感じられなかった。むしろ仲良し兄きよう妹だいに見えたので微笑ほほえましいとさえ思えたくらいだ。

　見た目に反して結構ズバズバと物事を発言する性格や、お姫様らしくない言動に難がある気もするが、可愛かわいい妹とか超ちよう羨うらやましい。

　あー、いや別に藤見兄弟が優やさしくないってわけではないが、愛が歪ゆがんでいるというか何というか。ぶっちゃけ愛情の重さの釣つり合いが取れてないんだよね。あと男の兄弟はもう必要ありません。女の子を所しよ望もうします！

　……まぁ、そんな私欲だらけの俺の希望は置いておいて。

　現代日本では一夫一妻制が普ふ通つうなので、この世界のような一夫多妻制について色々思うところがあるのが正直な感想だ。

　とは言っても、昔の日本も身分の高い人は多くの子孫を残そうとして同じような制度のもと、婚こん姻いんを結んでいたので全すべてを否定するわけではない。

「（俺自身は奥さん一人を大事にしたいから側室云うん々ぬんの話は関係ないし）」

　と、昴くんの話を聞きながら思う。

　複数の女性を同じだけ愛するなんて俺には無理だし、一方と過ごしているその間に残りの一方が寂さびしい思いをしていると考えるだけで胸がモヤモヤする。もし自分が好きな人に同じようなことをされたらと想像すると、愛の深さによっては嫉しつ妬とで頭がおかしくなるかもしれない。

　そう考えると昴くんのお母さん達が険悪になるのは理解できるような気がした。だからと言って、茜姫を巻き込むことには賛同できないが。

「ふむ、南条殿どのはご自分の母君が茜姫の件に関わっていると思われるのですか。理由をお聞かせ頂けますかな」

「僕は幼い頃から南鬼を率いるだけの力と知識を持つよう母上から厳しく言われてきた。歳としの離れた兄がいるので父上の執しつ務むを手伝う機会に恵めぐまれなかったが、東条との同盟の話を聞いて好運だと思った。でもそれは実は──」

「実は？」

　顎あごに手を当てた正人さんが、言葉を詰つまらせた昴くんを探るような目で見ている。

　隆哉さんや聖さんや他ほかの藤見の家臣達も同じだ。彼らの促うながすような視線を受けた昴くんは、ごくりと喉を鳴らしたあと少し低くした声でハッキリと告げた。

「同盟の話を僕に教えてくれたのは、伯父おじ上うえ──僕の母上の兄だった。だから僕は自分が東条へ出向いて同盟を結ぶことができれば、父上に認めてもらえると思ったんだ」

　ぎゅっと膝ひざの上で昴くんが拳こぶしを作ったのが分かった。

　また俯いてしまったので表情はよく見えないが、幼さの残る面おも持もちを悲ひ愴そうに歪めているのだと思う。それもそうだ。昴くんは今、信しん頼らいしてきた人を疑わなくてはならない状じよう況きように陥おちいっている。

　お母さんや伯父さんと、妹の茜姫。どちらか一方を昴くんは選べないはずだ。何故なぜなら、どちらも大切な家族だから。

　でも、もはやそんなことを言ってはいられない。

　昴くんのお母さんや伯父さん達が何を企たくらんでいるのかは断定できないけれど、茜姫の身に危険が迫せまっているとなると必然的に選せん択たくされるものは限られてくる。

　否いな、苦しみながらも昴くんが出した答えは、藤見に救いを求めて飛び込んできた時から決まっていたのだろう。

　昴くんの望みは最初から、巻き込まれた茜姫を助け出すことだ。

　それを正人さん達も理解しているからこそ、あえて目の前で昴くんに茜姫を選ばせた。

「……なるほど。しかしそれだけでは疑わしいだけで、確実だとは言えませんが。里境に集まっている兵の件はどう説明なさるおつもりでしょう」

「母上は南鬼の中で南条に次ぐ地位を持つ名家の出身だ。一声掛ければ、南条の顔色を気にせず集まる者も少なくはない」

「だからあの南鬼達は南条の軍ではないと？　それはまた、南の地は上下の在り方が混乱しているようですね」

　正人さんの言葉は受け取り方によっては盛大な皮肉にも聞こえるが、純じゆん粋すいに俺も同じことを思った。

　同じ一族同士での小こ競ぜり合いならまだしも、長おさの命令や許可なしに他の鬼一族との里境に兵が集まるなんて、一歩間ま違ちがえば戦争の意思があると受け取られても文句は言えない。

　統すべ従えるべき者が無視されているなんて、それは長と呼べる者なのだろうか。

　それに特に目的もなく単に集まっただけだと言われたとしても、問題が起こってからでは遅おそすぎるので、此方こちらとしても迎むかえ撃うつ準備は必要だ。

　正直にぶっちゃけてしまえば、藤見が南みなみ鬼おにの問題に首を突つっ込む必要は皆かい無むである。だからこのまま昴くんを放ほうり出して里境付近の南鬼を見張っていれば良い気もするが……それは根本的な解決にはならない。

　一度あの南鬼の兵達を退けたとしても、二度目がないとは限らないのだ。それなら関連性のありそうな昴くんのお家いえ騒そう動どう（？）を解決するのもありだ。

　ただ、一族を跨またいでの問題となると……という、無限ループに入ってきた。

「お願いします。茜を助けるため、僕に藤見の力を貸してください」

　そんな藤見の面々の渋しぶる空気を感じた昴くんは、掠かすれた声でそう言って項うな垂だれた。微かすかに震ふるえるその姿は、心細さで震える仔こ兎うさぎのように見えた。

　南鬼を統べる南条の次男、つまり王子様の昴くんが床ゆかに額をつけて頼たのみ込んでいるのだ。

　今までの偉えらそうな態度が噓うそのように、最後は敬語になった昴くんを追い出すほど俺達は鬼き畜ちくにはなりきれなかった。

　いや、本当は両りよう腕うでを大きく交差させて嫌いやだと首を振ふりたいのだけど、こんな風に切せつ羽ぱ詰つまった表情でじきじきに頼まれては否とは言えなかった。

　何せ藤見だけの問題では済まないのだ。早急に東条の長に報告する必要があるし、藤見がどこまで関かかわるかも重要だ。

　これは慎しん重ちように事を運ばなくてはならない。それは正人さんや隆哉さんも同じ心境らしく、昴くんの懇こん願がんを仕方なく承しよう諾だくしたのだった──。
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　時刻は朝五ツ（午前八時）頃であろうか。朝日を映じた障子がコトコトと音を立てて揺ゆれているのを、茜姫はぼんやりと眺ながめていた。

　目が覚めてすぐなので頭の回転が鈍にぶいようだが、自分が昨晩寝ね入いった宿とは別の場所にいることは何となく分かった。理由は、上質でふかふかした布ふ団とんで寝ていたはずなのに、その感かん触しよくが皆無だったからだ。どうやら安っぽいせんべい布団の上に寝かされているらしい。

　茜は横になったまま目を閉じた。眠ねむいわけではなかったが、障子に映じた朝日が眩まぶしくて目を開けていられなかったのだ。

　それに、順を追っていけば何故自分がこうなっているか答えが出ると思ったからである。思い返すのは目を覚ます前の行動だ。

「（確か藤見の地でお兄様と会って、一いつ緒しよにお家うちに帰ることにしたはず……）」

　兄の南条昴と共に休きゆう憩けいを取ったのは、藤見との里境に一番近い南鬼の町だ。そこの甘かん味み茶屋で食事をした後、茜にしては珍めずらしく食べ過ぎで苦しんだ。

　普ふ段だんは団子を五十串くし食べようがうどんを三十杯ぱい食べようが、食べようと思えば思うだけ入る胃をしている彼女なのだが、昨日だけは妙みようだった。たかが甘味茶屋の品書き全制せい覇はくらいで寝込むことになるなんて。

「（一服盛られたのかしら。でも誰だれが何のために？）」

　あの場で茜に薬を盛れた者は限られている。同行していた護衛の武士二人に、甘味茶屋の主人や従業員。あれだけ大量に注文したのだから機会はいくらでもあったと思われる。しかし分からないのは、こうして茜姫を狙ねらっていることだ。

　跡あと継つぎである一番上の兄や、一族の血を引く男おとこ鬼おになら分かる。だが茜姫は跡継ぎ問題には全く関係しない女おんな鬼おにで、しかも地位の低い側室の子。利用価値はそれほど高くない。家族仲は良いが、人ひと質じちにして南鬼を脅おびやかそうとするのであれば茜は容よう赦しやなく切り捨てられるだろう。

　ある程度以上の名家の女鬼として生まれたからには、己おのれがどのように生きていかねばならないかは昔から理解していた。

　自分の意志は二の次で名家の男鬼に嫁とついだり、政まつりごとの道具として扱あつかわれるのが性さが。子細は不明だが今は囚とらわれの身。少し横道に逸それただけに過ぎない。

　そんなことを淡たん々たんと考えながら思い浮うかべたのは、つい昨晩まで共に居た兄のことだ。つっけんどんな態度を取ることが多いが、根は優やさしい。心配性しようの兄は今いま頃ごろ騒さわぎ立てているだろうな、と慌あわてふためく姿を思い浮かべながら茜姫は小さく笑った。

　その時、部屋へ近づいてくる複数の足音に気付いた。

　閉じていた目をうっすらと開くと、茜が横になっている場所から少し離はなれた障子に影かげが映った。間を置かずして中に入ってきたのは、お世辞にも身なりが良いとは言えない三人の男達だった。

　くたびれた衣類は泥どろや煤すすで汚よごれており、不ふ揃ぞろいな髪かみを適当にまとめて髭ひげを好きなように伸のばした男は山や海で自由に生きる荒あらくれ者のようだ。

「（私の身と引き替かえに金品を脅おどし取ろうと企んだのかしら）」

　単なる賊ぞくに誘ゆう拐かいされただけなのかもしれないと、茜の中で一気に危険度や危機感が格下げとなった。

　脱だつ走そうの機会や、兄達が助けに来てくれる可能性も上がったと思い直した茜は再び目を閉じて寝たふりをした。

　茜は個室に閉じ込められるわけではなく、何故か荒くれ者共が集まっている大おお間まの端はしで監かん視しされるかのように身を置かれている。

　だから、特に広いわけではない部屋で男達が話した内容が耳に届く。この時も狸たぬき寝ね入いりに見事に騙だまされた男達は茜がまだ眠っていると思ったらしく、部屋の隅すみの茜にチラチラと目をやりながら言葉を交かわしていた。

「まったく、陽ひも昇のぼったってのに未いまだにぐーすか寝やがって」

「起きて騒がれるよりはマシだろ。あいつのせいで手が出せないから、凄すごむ以外に黙だまらせようがねぇ」

「おい、いつまでこの姫ひめさんを預かっておくんだよ」

「源げん蔵ぞうの話だと数日は身を潜ひそめておくらしいぜ。何でも、依い頼らい主がそう言ってきたんだとか」

　会話の内容から察するに、部屋に入ってきた男達は下したっ端ぱのようだ。容易たやすく開く口に少し呆あきれながらも枕まくらをそばだてて男達の話に聞き入った。同時に、話の中で出てきた「源蔵」という名前を忘れないよう深く記き憶おくに刻み込む。

　──しかし順調だと思われた茜の身に、突とつ如じよとして異変は起こった。

「う、うぅ～……」

「「「！」」」

　今まで寝たふりを決め込んで盗ぬすみ聞きに徹てつしていた茜が、急にうめき声を上げ始めたのだ。

　静かに眠っていると思い込んでいただけに、男達は慌てて茜が横になっている布団の近くまで駆かけ寄った。身体からだに触ふれないのは、茜の周りに何者かが張った結界があるからだ。先ほど男の内の一人が言った『あいつ』とは、『何者か』と同一人物のことである。

　結界の効果は二つだ。外側から茜に触れたり危害を加えたりできないということと、茜が結界の外に出ないようにすること。かなり優ゆう秀しゆうな術者が仕し掛かけた結界だけに、男達では太刀たち打ちできないのが現状であった。

　しかしそれが今まさに、裏目に出ている。

　大切な人質の茜に飢うえた狼おおかみ達が群れないよう牽けん制せいする意味も込められているため、男達は少し距きよ離りをあけて様子を窺うかがうしかできない。強面こわもての男達が困り顔でオロオロする姿はある意味滑こつ稽けいであった。

　だが、そうこうしている間に布団の上で左右に何度か転がる茜は、己の腹部に手をあてて絞しぼり出すような声を出した。

「お腹なかが……っ」

「腹が痛いてぇのか！　くそっ、一体どうすりゃぁいいんだ！　が、我が慢まんはできねぇのか？」

「もう無理、我慢なんてできない……。お願い、このままだとお腹がぁっ」

「こ、こりゃやばいぞ、早く医者にでも診みせた方が良いんじゃねぇか？」

「でも勝手なことをして大だい丈じよう夫ぶなのかよ。医者ったってここから運び出せねぇし、部外者を連れてくるなんて以もつての外ほかだ」

「死なれちゃ元も子もねぇだろ！　とりあえず医者を呼ぶだけ呼んで──」

「ああああああああっ！」

　部屋から出て行こうと、一人の男が背を向けた瞬しゆん間かん、ついに限界がきた茜が最後の力を振り絞って、ガバーッと上半身だけ起き上がった。

　さながらホラーめいた茜の行動と表情は、男達にごくりと生なま唾つばを飲み込ませた。そして、鬼き気き迫せまる様子で茜が口にしたのは──。

「お腹が……空すきました」

「「「……」」」

　そこまで口にして、ガクッと全身の力を抜ぬいた茜を見ている荒くれ者共の目は毛虫を見るようなそれであった。季節は秋でもないのに、茜姫と彼らの間に寒々しい木こ枯がらしの風が吹ふいたのは言うまでもない。

　だが男達は知らない。茜の恐きよう怖ふ（食欲）は底なしなのだと──。
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　藤見から一時間ほど離れた南鬼一族の町を、赤茶色の髪を深ふか編あみ笠がさで隠かくした二人の男鬼が目を光らせながら見回っていた。

　一人は恭の従者である篠崎陽太だ。もう一人は陽太を数年分成長させて雰ふん囲い気きを柔やわらかくした、篠崎家次男の要だった。

　二人は藤見家頭領である義正の代理を務める正人の命令により、茜姫が攫さらわれたという宿や町を調べに来ていたのだ。

　元来篠崎家の者は個々に主人とする藤見の男鬼の側そばに仕えているのだが、こうして篠崎同士で動いたり単体で命令を受けたりすることもある。恭や隆哉に陽太や要がべったりなので常に共に過ごすように思われているが、長ちよう兄けい主従や三男主従は個人で動くことの方が多いくらいだ。

「あそこが茜姫が攫われたという宿のようだな」

　クイッと笠の縁ふちを上げて目を光らせた要が促うながしたのは、表通りに面している一いつ軒けんの旅籠はたご屋やだ。

　そこには分かりやすく人だかりができていた。通りすがりの行商人や棒ぼ手て売ふり、牢ろう人にん風の武士、近所の住人らしい女や子供などが集まって人ひと垣がきを作り上げている。

　要と陽太は人垣の中を覗のぞいて様子を窺うことにした。そこには宿屋の使用人らしき二人の男が涙なみだながらに周りに何かを語っている。どうやら夜や襲しゆうを受けた時に縛しばり上げられた者達のようだ。

「客はおろか、ご主人もおいら達も寝ね静しずまった頃ころに襲おそわれたんでぇ」

「本っっ当におっかねぇ連中でさぁ！　あっという間に拘こう束そくされちまって……」

「でも抵てい抗こうしたら、おいら達も首を折られてたと思うんだぁ」

「死んじまったあいつには悪いけど、金目のモンが盗まれただけで命は助かったからなあ」

　うんうん、と頷うなずき合う二人は亡なくなった同どう僚りようの冥めい福ふくを祈いのるように両手を合わせて南な無む南無と唱える。周りもつられるようにして手を合わせている人が複数いた。

　そんな二人の話を聞いた要と陽太は程ほどなくして人だかりから離れた。宿屋から少し進んだ所にある路地に身を隠し、静かな声こわ音いろで会話をする。

「もっと人攫いだ何だと騒がれていると思ったが、他ほかに関心が向けられているな」

「はい。確かに一人亡くなっているようなのでその人物を偲しのぶのは分かりますが」

　それにしても、命の次に金の話とは。茜姫が攫われたことより、店の売り上げや金品が盗まれたことの方が問題視されているようだ。命の重さを口に出せるなら攫われた娘むすめのことを気に掛かけてもおかしくないのに。

　あれだけ南条昴が大おお慌あわてで藤見へ駆け込んできたのだ。茜姫がいないと分かった時点で宿屋の主人達に所在を尋たずねていないとは考えられない。

　ふむ、と顎あごに手をやって一いつ拍ぱくほど間を置いたあと、要は自分と同じような思案顔をしている陽太に目を向けた。

「何か妙みようだな。陽太、手分けをして少し聞き込みをしてみよう」

「分かりました」

　きっと、陽太もその提案をしようと思っていたのだろう。すぐに頷くと、再び宿屋の方へ進み出した。それを見送った要は陽太とは反対の、行商人の行き交う通りや市場へ続く方へと足を向けた。







　市場に並んだ店先に並べられた風車がカラカラと音を立てて回る。それを眺ながめていた子供達が面おも白しろ可笑おかしく眺めて笑い、自分は何色の風車が好みか口にする。

　要はそんな子供達を視界の端はしに映しながら前を通過し、多くの店が並ぶ市場にざっと目を通した。

　藤見にも市が立つ日があるので、この風景が珍めずらしいわけではない。要はこの日常的な風景に合わない「違い和わ感かん」を探すべく目を凝こらしたのだ。

　朝の市で品物を求めるのは大たい抵てい、家事をする主婦や料理屋の買い付けを担になった者だ。魚や野菜をはじめ、新しん鮮せんなものから旬しゆんのものが並ぶ。そこに、要の求める違和感はあった。

　目に付くのは、酒さか瓶びん片手に上じよう機き嫌げんで市場をぶらつく大おお柄がらな男達だ。上機嫌らしく時折下手へたくそな鼻歌を交えながら、店を冷やかして回っている。

　当初は朝まで飲み屋で一晩明かした地元の者だと思ったが、それにしては行く宛あてがなさそうな足取りだったのだ。

　飲み屋を追い出されたなら、酒の抜けきっていない身体を休めるために自宅に向かうのが普ふ通つうだろう。だが男達はそんな素そ振ぶりを見せない。

　理由として考えられるのは、単に酔よいを冷ますための時間つぶしか、戻もどるに戻れない事情があるのか。それとも──この町の者でないため、休む場所がないか。

　未いまだその考えは結論に至っていないが、暫しばし観察する必要がありそうだと思って要は息を殺して彼らの動向を静かに注視していた。

　──そんな時である。

　男達と同じく大柄な三人の男が荷車を引きながら市場で合流したのは。

　酔っ払ぱらいと素面しらふという違ちがいはあるが、町の住民にしては体格が立派すぎるのでどちらも余所よそ者ものであることが一目で分かった。加えて彼らが知人同士だと判断できたのは、あまりに大きな声で話をしだしたからだ。

　道の真ん中を陣じん取どっているため住民達が物言いたげな視線を寄よ越こしてくるが、誰だれも迷めい惑わくだと口に出すことはできない。

「朝っぱらから酔い覚ましのお散歩とは良いご身分だな」

「おー？　何で見張り番のお前らがここに居るんだ」

「食材が少ねぇから調達しに来たんだよ。ったく、近場に市がねぇと面めん倒どうで仕方ない」

「買い出しなら別の奴やつらがさっき帰ったところだろ。すれ違わなかったのか？」

　酔っ払いの男は見た目は赤ら顔で足取りも頼たよりないものであったが、思考と言葉はしっかりしている。首を傾かしげた男の話に覚えがあったのか、荷車を引いている三人の内の一人が当時のことを思い出すような顔で返答した。

「あいつらが持ち帰ってたのは殆ほとんどが酒だったじゃねーか。あんな量じゃつまみにもなりゃしねぇぞ」

「ははは、違いねぇ。今夜もあの屋や敷しきで飲み明かすって話になったから、酒にばかり気が回ったんだろうな」

「おいおい、儲もうけた金を全部使っちまう気か？」

「懐ふところが温かいことなんて滅めつ多たにねぇから嬉うれしいんだろ。使える時に使って楽しんでおかねーとな！　それに、どうせ酒盛りに乗じて賭と場ばの真ま似ね事ごとも始まるさ」

　と酔っ払いの男はニヤニヤと笑った。

　よほど賭かけ事に自信があるのだろうか。酒盛りが始まった時のことを想像する男の緩ゆるんだ顔から、楽しみで仕方がないという空気が感じられた。

　そんな男の様子に苦言を漏もらすのは荷車を引いた三人だ。互たがいの顔を見合わせたあと、納なつ得とくできないという表情で会話を続けた。

「お前らは食って飲んで騒さわいでるだけで良いが、俺達は世話をしなきゃならねーんだぞ」

「そりゃあ、腕うでの立たない下したっ端ぱだから面倒な役が回ってくるのは当然だ。悔くやしけりゃ早くこの腐くさりきった仕事に慣れて手て柄がらを立てるんだな」

「……チッ。楽して金儲けできると思ったのに旨うまくいかねぇ」

「俺達のような荒あらくれ者にも上下関係はあるんだよ。悔しいなら上に這はいあがるか、抜ぬけてまともな職につくことだな。ははは！」

　再度大きな口を開けて笑った男達は、それ以上の会話は不要とばかりに歩みを再開させた。

　遠巻きに彼らを窺うかがっていた住民達も同じように仕事や買い物へ向かうため動きだす。その表情はどこかしら安あん堵どしているように思えた。

「ちくしょう、馬ば鹿かにしやがって……！」

「まぁまぁ、落ち着けよ。食って掛かっても新入りの俺達じゃ返り討うちに遭あうだけだ。今は大人しくしていようぜ」

「なぁに、世話役でも他の奴らが酒を大量に買って帰ったから一いつ杯ぱいくらい分け前があるさ」

　酔っ払い達の言葉に腹を立てた一人が地団太を踏ふむが、残りの二人が怒いかりを落ち着かせるため彼の肩かたを叩たたいて慰なぐさめている。

　どうやら仲間内でも明確な上下関係があり、この三人は新入りで下っ端という位置づけらしい。だから一晩中飲み明かして遊び放題の酔っ払い達と、面倒な役が回ってくる荷車の男達という差ができているのだ。

　実力があれば話は変わってくるだろうが、三人の様子からは下っ端らしい自信のなさが見て取れる。故ゆえに逆らっても自分達が痛い目に遭うだけだと思い直したようで、怒りの相を浮うかべていた男も冷静さを取り戻した。

「そ、そうだな。熱くなって悪かった。──よし、気を取り直して買い物を続けるか！」

　そんな男達から目を離はなさないよう注意しつつ、要は懐から取り出した小さな笛を短く吹ふいた。

　しかし常人の耳にその音ねは届かず、行き交かう人の中には気付いた者は一人も存在しなかった。

　それもそのはずだ。要が吹いた笛の音は篠崎にしか聞こえない篠崎だけの音。吹く長さや音階の違いで使い分けるそれは、主あるじである藤見にも解せない。

　篠崎の中でも、この笛は吹ける者が限られている。

　現に篠崎の四兄弟の中で笛を扱あつかえるのは要だけであり、陽太や他ほかの兄弟達は音を聞き分けるのみ。単調な合図だけなら長兄や三男も吹けるが、今のところ全すべての音を扱えるのは父の聖と二番目の息子むすこの要だけであった。

　こればかりは天性の才が必要なので、笛が吹けずとも篠崎の兄弟は僻ひがむことなどしない。

　その代わりに誰にも負けない特技を伸のばすことに徹てつするからだ。陽太の場合は、他に右に出る者がいないほどの弓の腕だ。もちろん他の兄弟達も飛び抜けて秀ひいでている才能がある。

「兄上」

　笛を吹いてから間もなく、通りの反対方向を調べていた陽太が要のすぐ後ろに立った。音もなく現れ、囁ささやきに近い声量で要を呼んだのは状じよう況きようを理解できているからだ。

　要は呼び掛かけに返事をせず、視線だけで陽太に男達の存在を示した。熟練の強つわ者ものであれば気配や視線を感じ取れたかもしれないが、この男達の力量では篠崎の二人に気付くはずがない。

　案の定、監かん視しや尾び行こうをされているとは露つゆ程ほどにも思っていない三人は吞のん気きに市を見て回って次から次へと食材を買って荷車に積み込んでいた。

　そして、十分すぎるほどの食材が荷車へ乗せられた頃ころ。

「なぁ、流石さすがにこのくらいで足りるんじゃね？」

「そうだな。五日……は無理でも、三日は十分に食い繫つなげるだろ」

　完全に気を緩めている男達が買い物を終え、ゆっくりと市の通りを歩くだけとなった。時折店を冷やかしているので追つい尾びするのは簡単だ。

　客を装よそおって店先に並ぶ商品を手に取りつつも、男達の会話を聞き漏らさないよう集中する。

　荷車は結構な重量となっており、引くため力む必要がある上に食材の山が崩くずれないよう気を付けてもいるので、男達は周りの目に勘かん付づいていない。

「それにしても、あの大喰ぐらい娘むすめが蓄たくわえてた食料を楽々たいらげたのには驚おどろいたな」

「あー……確かに。あの細くて小せぇ身体からだのどこに入ってるんだろうな。あの食い気を見てるとこっちが腹はら一いつ杯ぱいになってくらぁ」

　加えて、要の捜さがし人に通じる重要な言葉も残してくれる。この言葉──大喰らい娘に該がい当とうする者が要の中にあったのだ。

　ちょうど良いことに、男達が市を抜けた場所で小休きゆう憩けいを取り始めたので陽太と話をする機会にも恵めぐまれた。男達は町の外へと続く道へ差し掛かる前に体力を回復するつもりのようだ。

「陽太、俺はこのまま男達を追う。奴らが言っていた『大喰らい娘』とは茜姫のことだ」

「何故なぜ『大喰らい娘』という言葉だけで茜姫につながるのですか？　小こ柄がらな方でしたので、そうは思えませんが……」

　要の言葉の意味が理解できなかった陽太は、不思議そうな表情で首を傾げた。

　確かに茜姫は小柄で「大喰らい」とは無む縁えんそうな見た目をしている美少女だ。しかし要は茜姫が藤見に滞たい在ざいしている間の接待役を担になっていた隆哉に付いていたので、そう言われる理由を知っていた。

「陽太は藤見滞たい在ざい中の茜姫と行動を共にしていないからそう思うだけだ」

「えっと、何か問題でも？」

「茜姫に藤見の城下を案内した隆哉様の財さい布ふが、たった一いつ軒けんの甘かん味み茶屋で食事しただけで空にされたんだ。品書きの端はしから端までの注文分を難なくぺろりと……」

「は？　お一人でですか？」

「ああ。隆哉様も俺も茶ぐらいしか飲んでいない」

　一いつ瞬しゆん陽太の脳のう裏りに隆哉の財布の中身が乏とぼしかったのではないかという考えも浮かんだが、従者である陽太に任せきりの恭と違い、多趣しゆ味みな隆哉は金品管理を自分で行っているはずだ。

　必要なものに必要な額を必要なだけ使う人だが、今まで特に金に困ったという話を耳にした覚えはない。だから茜姫を案内した時も財布は潤うるおっていたはずだ。

　それが、たった一軒の甘味茶屋で空とは。
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「な、なるほど。確かに藤見へ戻もどった時に隆哉様が酷ひどく落ち込んでいるように見えましたが、原因は茜姫だったのですね」

「ああ、それだけ茜姫が食欲旺おう盛せいだったからな。さすがの隆哉様も財布を手にしたまま真っ青な顔色で『足りないかもしれない』と半泣きだった」

「では要兄上もお支し払はらいになったのですか？」

「まさか」

「ですよね」

　不足分は売り子でも皿洗いでもして稼かせいで払はらえ、と口にせずとも赤茶色の髪かみの彼らの間で共通の考えが走る。

　この場に恭が居て会話を聞いていれば「篠崎兄弟、情け容よう赦しやねぇ」と震ふるえていただろうが、ここには居ない。この兄弟の会話を聞かなかったのは幸か不幸か……。

　とにかく「大喰らい娘」の他にも酔よっ払ぱらいの男達との会話から得ていた情報もあり、要は彼らをこのまま尾行し続けるべきだと判断していた。

　要の強い意志を感じ取った陽太も、それ以上の異論を唱えることはない。

「追尾の件、了りよう解かいしました。ご一いつ緒しよしなくても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「下手へたに人数が増えるより一人の方が動きやすい。陽太は町での聞き込みを続けて欲しいのだが、何か新たに分かったことはあるか」

「はい。旅籠はたご屋やの主人に話を聞けたのですが、やはり思っていた通りでした」

「……続けろ」

「南条様が藤見に戻るため旅籠屋を出たあと、茜姫の護衛をしていた武士が現れたそうです」

「茜姫は攫さらわれていないとか、既すでに救出した後だとか尤もつともらしいことを言ったのだろう。主人に面が割れているから信しん憑ぴよう性せいもある」

「仰おつしやる通りです。しかも名家のご息女なので公おおやけにはして欲しくないと金銭を握にぎらせて約束させたようです」

「随ずい分ぶんときな臭くさい話だな。一度南条様にも話を伺うかがいたいところだが、それはまた合流した時にしよう」

「ええ、恐おそらく正人様や父上がその辺りのことは質問なさると思います」

　要と陽太が会話を切り上げると、十分な休憩を取った男達が荷車を動かそうとしているのが二人の目に入った。一人が前から車を引き、二人が後ろから押す形で移動するようだ。

　町から南へ向かう道を進めば南条の地へ近づくことになるのだが、どうやら三人は別の道を通って町から西の方へ向かうつもりらしい。

　酔っ払い達が口にした「あの屋や敷しき」とやらがその方向にあると思いながら、要は深ふか編あみ笠がさで更さらに顔を隠かくしながら男達に続いた。

「陽太は引き続き詳くわしいことが分からないか調査し、隆哉様や恭様達を迎むかえる準備を頼たのむ」

「はい。要兄上も、お気を付けて」

　囁きのような小声の指示に同じ声量で答え、陽太もまた町の外へ進む要と背中合わせになって再び町の中へ歩みを進めた。

　これが、藤見の地にて恭の半泣きに拍はく車しやが掛かっていた頃の話である──。
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　昴くんが俺や正人さんだけでなく藤見の家臣達にも頭を下げてから、正人さんの指示により大きく分けて茜姫を救出する側と里境の兵を抑おさえる側の二班が作られることとなった。

　俺は自分から昴くんを手伝いたいと志願したため、救出班に配属されている。この班であれば先に要さんと南みなみ鬼おにの町で茜姫誘ゆう拐かい事件の調査をしている陽太とも合流できるし、血ち腥なまぐさいことに発展しそうな戦いくさ場ばへ身を投じる危険性がぐっと下がる。

　班の主要人物は、俺の他には隆哉さんと昴くんだ。そこに先行で調査をしている要さんと陽太が加わり、後に藤見の武士が必要に応じて増える。

　あまり大人数で南鬼の地へ入り込むのは侵しん略りやくとも取られる。はじめは少人数での行動が必ひつ須すのため、まだ武士達は同行していない。

　俺としては救出班の配属は万ばん々ばん歳ざいであるが、よくよく考えてみると東鬼以外の鬼が住む地に行くなど危険なことには変わりない。

　言わば、全く前知識のない状態で日本から外国へ行くようなものだ。うわ、そう思うと滅め茶ちや苦く茶ちや不安になってきた。

「（うう、一刻も早く陽太に会いたい！）」

　──なんて弱音を心の中で吐はきまくっている俺だが、今は茜姫が攫われた宿のある町に馬で向かっている最中だった。

　町は藤見の地からあまり時間の掛からない場所にあるのだが、会議が終わってから優に一刻（約二時間）過ぎての到とう着ちやくだった。

　それだけ時間が掛かってしまったのには理由がある。

　本当はすぐにでも出発したかったのだが、昴くんの怪け我がを治ち療りようするため時間を要したのだ。

　藤見で医師としても働いている聖さんによって包帯や布を巻いたり固定したりを繰くり返し、何とか歩けるようにしてもらったが無理はできないらしい。

　現代で言うところのテーピング技術や骨折の固定方法に似たものだが、流石さすがに怪我の程度によっては限界がある。

　事実、昴くんは足の骨に罅ひびが入っている状態だ。本人は単なる捻ねん挫ざだと言い張っているようだが、凄すご腕うで医師である聖さんは絶対安静が必要だと診しん断だんした。

　確かに最初はここまで酷くはなかったようだが、怪我の処置をしないまま藤見へ戻ったことと会議中の正座が原因で更に悪化してしまったそうだ。

　それを無む理り矢や理り歩けるようにして茜姫の救出班に入った。まぁ、大事な妹が攫われたのに怪我を理由に寝ねて過ごすなんて俺でも無理だ。

　お母さん同士の仲が悪いからって、昴くんと茜姫も不仲なわけではない。むしろ仲良し兄きよう妹だいなので心配で仕方がないだろう。

　だから罅が入っていようとも構わず、再び茜姫が攫われた町へ戻ってきたわけだが──何で俺が昴くんと馬の相乗りをしなきゃダメなんでしょうかね？

　キョウ様の感覚のおかげで乗馬は楽勝だけど、男ヤローとの相乗りに俺のテンションが急降下なんですけど。

「くっ……恭、速度はそのままで揺ゆれを少なくしてくれ」

　ほら乗せてもらってるくせに文句も言う！　お馬さんって実際に乗ってみると目で見る以上に揺れるし、それを俺に少なくするよう要望するのは無む茶ちや振ぶりだよ？

　しかも相乗り相手が男。可愛かわいい女の子なら大だい歓かん迎げいだけど男はダメだ。今すぐにでも昴くんを振ふり落としてしまいたいんだけど、いいかな？　駄だ目め？

「昴殿どの、お辛つらいでしょうがもうすぐ到着するので少し我が慢まんして下さい」

「ううっ、本当にすぐか？　あと百ほど数えれば着くか？　三十までなら何とか我慢できるが」

　そんな、お風ふ呂ろに浸つかる時のカウントじゃないんだから、もう少し頑がん張ばろうよ。いや、怪我をしている足が痛むのは分かるけど……。

　無茶でも心持ち揺れを少なくするよう努力しつつ、後ろに乗っている昴くんを見ると額に汗あせを滲にじませていた。

「（やっぱり藤見の城で休んでた方が良かったんじゃないかなぁ）」

　その苦痛の表情を目にすると、そう思わずにはいられない。

　願わくは、昴くんの限界がくる前に町へ辿たどり着いてくれますように、と心の中で祈いのった。







　百のカウントをかなり超こえて暫しばらくすると、ようやく目的地である町へ到着した。

　町の中を馬に乗って移動するのは悪目立ちするため、下りて手た綱づなを引くか廏うまやに預けるのが暗あん黙もくのルールとなっている。

　幸いにも町の入り口近くに馬を預かってくれる場所があるので、俺達はそこへ各おの々おのの馬を任せた。

　そうして再び町の入り口へ立つと、深編み笠がさを被かぶっている男が近づいてきた。

「恭様、隆哉様、南条様、お待ちしておりました」

　その声には聞き覚えがあった。それもそのはず、声の主は陽太だったのだから。

　俺達の視線が自分に集まったのを確かく認にんした陽太は被っていた笠をとり、いつもより声量を落として口を開いた。

「ここでは人目に付きやすいので、別の場所へ移動致いたしましょう」

「それは構わないが……陽太だけか？　要はどうした」

「不ふ審しんな者を数名追つい跡せきしております。連れん絡らくがあるまでお待ち頂くことになりますので、腰こしを落ち着ける場所を用意致しました」

　と隆哉さんの質問に答える陽太に、移動するよう視線で促うながされる。

　それは先さき程ほど昴くんから聞いたのとは別の方向だ。身体からだを休める場所なら宿を取ったのかと思ったが、どうやら違ちがうようだ。

　確かに人の往来がある道みち端ばたで長々とする話でもないし、いつ要さんが戻もどるか不明なので食事処どころで長時間居座れるはずもない。

　報告待ちになってしまうなら、俺達は少しでも他ほかの情報を集めたり体調を整えたりしてすぐに動けるよう備えておくべきだ。

　それに、昴くんの足の具合も心配だ。表情には出さないが時々足を気にしているような仕草をするので、万が一に備えて陽太に診みてもらおう。医術の心得がある陽太が一いつ緒しよだから、聖さんも昴くんの同行を了りよう承しようしてくれたのだと思うから。

　チラッと昴くんの怪我をした方の足に目をやると、体重が掛かからないようにしている気がした。無意識の内に足への負担を軽減させているようだ。

「陽太、昴殿の足を診てくれないか？」

「僕は大だい丈じよう夫ぶだ。藤見の城で痛まないよう固定をしてくれたから──」

「おいおい、道中あれだけ痛そうにしておいてよく言うぜ」

　首を振った昴くんの言葉を遮さえぎるようにして援えん護ご射しや撃げきに入ってくれたのは、意外なことに隆哉さんだった。表情と声こわ音いろからは呆あきれた様子が伝わってくる。それに、昴くんに対して敬語を使わなくなっている。

　何か心境の変化があったのかな？　と首を傾かしげる俺を他所よそに、彼らは睨にらみ合って言葉を続けた。いやいや、今はそんな風に視線をバチバチさせている場合じゃないからね。

「だいたい、こんな道端で無む駄だな時間を過ごすくらいなら先に進んだ方が良いに決まっている」

「今は我慢できても、痛みで動けなくなったら元も子もないだろ。迷めい惑わくするのはこっちなんだ」

「まあまあ、二人とも言い争いはそこまでにしてください。では素す早ばやく移動し、腰を落ち着けてから治療するのはどうでしょう」

「むっ」

「……ふん」

「それで決まりのようですね。陽太、案内を頼たのめるか？」

「はい。ここから然さ程ほど離はなれておりませんので、すぐに着きます」

　俺の意見に二人も賛同だったのか、それ以上時間を無駄にすることなく先行する陽太に大人しくついて行った。

　──間もなく案内されたのは、宿でも民宿でもない一いつ般ぱん的な長屋だった。通りに面した宿と違い、薄うす暗ぐらい脇わき道みちの先にあるそこは妙みように静まり返っている。住民が不在なのか、常つね日ひ頃ごろから人ひと気けがないのかは不明だ。

「即そく席せきにしては随ずい分ぶんと準備が良いじゃないか」

「もともとは名のある家の愛人や子供が隠かくれ住んでいたそうです。ここ二、三年の間に行方ゆくえを晦くらませてしまったと聞きましたが、数日寝ね泊とまりするくらいなら問題ないでしょう」

　感心する隆哉さんの言葉に、しれっとした表情で陽太が答えた。

　俺としては前の住人が行方不明とか限りなく黒に近い物ぶつ騒そうな話題にガクブルなのだけど、二人は世間話のような空気で話している。

　言わば、いわく付きの住居ってことでしょ？　それを当然のようにチョイスする陽太も陽太だし、平然としている隆哉さんも隆哉さんだ。

　幽ゆう霊れいとか祟たたりとかが気になる俺は長屋の中に一歩も踏ふみ入れたくないんだけど、昴君はどうなのだろうか。

　できれば駄だ々だを捏こねて欲しいと心の中で切望しつつ、さっきから一言も口を利きかない昴くんへ視線をやった。

「そ、そんな場所に無断で入って平気なのぴゃ!?」

　良かった、昴くんは俺の仲間だ。偉えらそうな口調なのは変わらないが完全に声が裏返っている。しかもすぐ後ろにいると思っていたのに、いつの間にか距きよ離りをとって三メートルくらい後ろでぷるぷる震ふるえているではないか。小動物かよ。

「南条様、そのように怯おびえなくとも大丈夫ですよ」

「怯えてなどない！　これは武む者しや震ぶるいだ！」

「一体何に武者震いをなさるのですか。人目に付きにくいと言っても近きん隣りんまで無人なわけではありませんので、早く中に入って下さい」

「うっ、ぐぐぐ……」

　呆れたような表情で長屋の引き戸に手をかける陽太に、昴くんはそれ以上の抵てい抗こうを封ふうじられる。だが俺には昴くんの気持ちが痛いほど分かる。だって俺も幽霊長屋（？）に入りたくないもん。まぁ、立場の弱い俺達の我わが儘ままなんて一いつ蹴しゆうされちゃうんだけどね……。

　──ガラリと陽太によって開かれた引き戸の先は、意外なことに小こ綺ぎ麗れいな空間だった。

　入ってすぐに竈へつついや水みず甕がめがある炊すい事じ場ばが目につく。左を見れば囲い炉ろ裏りが中央にある六畳じようほどの部屋があり、奥にも幾いくつか部屋が確認できた。

　埃ほこりや蜘く蛛もの巣だらけの室内を予想していたのだけど、名家の愛人や子の隠れ家だっただけあって置かれている棚たなや簞たん笥すなどの家具は良質なもののように感じる。風呂やトイレが付いているかどうかは分からないが、間取り的には３ＬＤＫくらいだろうか。長屋＝小こ狭ぜまい空間だと認にん識しきしていた俺の常識を覆くつがえす家だ。愛人の隠れ家なだけあって内部を改装したということか。

　幾いく分ぶんか室内の空気が湿しめっぽい気がするが、目立った汚よごれは特に見当たらない。恐おそらく、持ち主が定期的に掃そう除じをしているのだろう。いくら前の住民が行方不明だからと言っても、みすみす朽くちさせるには勿もつ体たいない物件だ。俺達のように一時的に利用する者に貸すのに利用できれば、小こ遣づかい稼かせぎにはなる。

　そんな風に室内の状態が良いことに気を良くしたのか、昴くんは意い気き揚よう々ようと部屋に上がり込んで囲炉裏を囲むようにして配置されている藁わら座ざ布ぶ団とんの一つに座っている。幽霊屋や敷しき風の内装ではなかったことに安心したのだろう。

　そのあまりの変わり様に少し呆れつつも、陽太と互たがいの顔を見合わせて苦く笑しようを漏もらしてから昴くんに続いた。

「それで、要が追っているなら確かだと思えば良いんだな？」

　普ふ段だんの陽気さとは違い、随分と落ち着いた声で隆哉さんが口を開く。

「宿の者に話を聞いたところ、茜姫を攫さらったのは六人ほどの男達だったそうです。狙ねらいが人攫いなのに宿から金品を巻き上げていった点から考えると、六人の内の数人は単なる雇やとわれ盗とう賊ぞくでしょう」

「言い切れるだけの確証があるのか」

「金品を集める男達を咎とがめる者がいたと聞き出せました。店たな者ものの一人を殺あやめたのがその男なのですが、首の骨が一いち撃げきで折れていたので手て際ぎわの良さから相当の手て練だれだと判断を」

「へぇ。女子供ならまだしも、男の首をね。確かに懸け念ねんすべきではあるが、決定的な理由ではないな。他にも何かあるのか？」

「ええ、市場で見た男達が『あの娘むすめは大喰ぐらいで困る』と言っているのを聞いて、要兄上が茜姫である可能性が高いと──」

「「それは間ま違ちがいないな」」

　声を揃そろえてそう答えた隆哉さんと昴くんに、俺と陽太は互いにパチパチと目を瞬またたかせた。

　俺は大喰らいという単語に茜姫が結びつかないのだけど、二人は違っているようだ。おもむろに胸むな元もとから取り出した財さい布ふを半泣きで撫なでている。布を三つ折りにして紐ひもでからげたそれの中は膨ふくれておらず、むしろスカスカに見える。茜姫にカモられた仲間的な何かだろうか。

「隆哉様も南条様も兄上と同じ反応なのですね」

「女性が食べる量など男とは比べものにならないのではありませんか？」

「じゃあ次はお前が茜姫を連れ歩けよ、恭。俺に泣きついてきてもびた一文も出さないからな」

　フンッと荒あら々あらしく鼻を鳴らした隆哉さんは自分の財布を大事そうに抱だきかかえた。視界の端はしに映る昴くんも、うんうんと頷うなずいている。

　まぁ、可愛かわいい女の子と二人でお出かけできるのは男として非常に喜ばしいことではあるが、あいにく俺は必要時以外は金を持ち歩かない派だ。正確には陽太が財布の管理をしてくれていると言った方が正しい。

　理由は、物価の知識や金銭感覚について理解できていないから。ぶっちゃけると、はじめてのおつかいを企き画かくして欲しい。誰だれか物もの陰かげから俺が買い物をするのを見守ってくれないだろうか。

　……いや、そんな俺の金銭事情はどうでも良いか。

　それよりも気にすべきは、たった一人で行動している要さんだ。彼に何かあったら大変だと思うのだが、主あるじである隆哉さんや弟の陽太が妙に落ち着いていることも気になる。

「なぁ陽太。要さんが不ふ審しんな人物を追つい跡せきしていると言ったが一人で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「隠おん密みつは要兄上が最も得意とされておりますので、むしろお一人の方が成功率があがります」

「へ、へぇ。隠密が得意とか、何だか忍にん者じやっぽいな」

「そうですね。藤見で忍しのびを雇わない以上、忍より優すぐれた働きをする者が必要ですから」

　えっ、それって要さんが忍者代行できちゃうって話？　むしろ要さんに限らず忍者代行できる人が複数藤見に仕えてるって新事実？

　もしかして知らず知らずの間に天てん井じよう裏うらから監かん視しされてたってこと？　何それ超ちよう怖こわい。お風ふ呂ろ場ばで大熱唱してたのも聞かれてたかもしれない。

　昨日も季節を丸っと無視して、ひな祭りの歌詞を爆ばく弾だん的なアレに替かえたものを歌ったんだけど筒つつ抜ぬけだったの？　やばい、恥はずかしさで死ねる。

　と、羞しゆう恥ち心しんに耐たえ切れず片手で自分の目元を覆おおった。耳が赤くなっていませんように！

「それに要兄上は式しきや影かげ獣ものを使えますので、追跡はお手のものでしょう。連れん絡らくもそれで寄よ越こして下さると思います」

　しかし、陽太の次の言葉を耳にして気分が全く違うものへ変わった。しき？　が何かはイマイチよく分からないけれど、か、影獣だと？

　要さんも影獣を飼ってるの？　ユキちゃんや藤見一家の狐きつね以外の影獣に出会うのは初めてだから楽しみだ。

　個人的にウサギとか可愛い生き物であってほしい。白い仔こ猫ねこのユキちゃんと同じ、白い仔ウサギちゃんとのツーショットとか想像するだけで鼻血が出そうだ。ぐへへ！

　そんな風に、要さんの影獣がウサギちゃんだと決めつけて妄もう想そうに耽ふけっていると。

「はっ、随分と自分の兄を褒ほめちぎるんだな。仲が良くて羨うらやましいことだ」

　何故なぜか機き嫌げんを悪くした昴くんが刺とげ々とげしい言葉を発していた。

　俺には陽太が要さんからの連絡方法を詳くわしく教えてくれただけのような気がするのだけど、どうやら昴くんには兄自じ慢まんに聞こえたようだ。

　昴くんから漂ただよう不機嫌な空気を感じて、わりと沸ふつ点てんの低い陽太がどう返すか少し心配になる。

「そうですね。どの兄上方とも親しいですが要兄上は特に良くして頂いております。自慢の兄です」

「むむっ。僕の兄上だって影獣を従えているし、背が高くて頭が良くて落ち着いていて優やさしくて格好良いのだぞ!!」

「それはそれは、是ぜ非ひ一度ご尊顔を拝したいものです」
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「そうだろう、そうだろう！　その名の通り輝かがやかんばかりの容姿をされた方だからな」

　……えっと、何だこの兄上自慢合戦は。まぁ二人とも笑え顔がおなので喧けん嘩かに発展しそうな雰ふん囲い気きはないのは良かったけれど、これいつまで続くの？

　陽太と要さんが仲良し兄弟なのは知っていたが、昴くんもお兄さんのことが大好きみたいだな。ちょっと複雑な家族構成だから仲が悪いのかと思ったんだけど、そうでもないみたい。うんうん、家族を大切にするのは素す晴ばらしいことだと思うよ。

　でも俺は絶対にこの言い争いに口を挟はさまない。何が何でも参戦しない。参戦しちゃいけない。

　何故なら、この兄上自慢合戦を聞きながらチラッチラと視線を送ってくる人が居るからだ。顔に穴が空きそうなほど見つめられてるんですけどぉ。

「こらこら落ち着け二人とも。弟が兄を慕したうのは当然じゃないか。なぁ、恭もそう思うよな！」

　その期待を込めて爛らん々らんと輝かされている目が果てしなくウザイです、隆哉さん。そうやってあからさまな誘ゆう導どうをするからキョウ様に嫌きらわれてるんじゃないの？

　チラ見や誘導尋じん問もんがなければ俺も少し空気を読んで兄上達（隆哉さんとは言わない）を褒めたかもしれないのに。わざわざ自分で機会を潰つぶすとは……。

「敬愛に値あたいする方であれば、弟に限らず自然と多くの方に慕われるのだと思います」

「だよな！　恭も俺のことを尊敬して慕ってるもんな！」

　うわぁ、隆哉さんのポジティブ思考を受け止めきれなくてドン引いちゃう。一言も俺が隆哉さんをどう思っているか伝えていないのに、勝手に褒めたと脳内変へん換かんされちゃってるよ。

　これにはさすがの昴くんも陽太も反応するのが難しいらしく、何か可か哀わい想そうなものを見るような目で隆哉さんを無言で眺ながめていた。ちょっと最年長の隆哉さん、空気読んで黙だまって下さい。

「あー……陽太、ここを待機所にするということは寝ね泊とまりもするのか？」

「は、はい。宿での滞たい在ざいでは茜姫を攫った者達に勘かん付づかれてしまうかもしれませんので」

　仕方なく、次の年長者である俺が話題を変えるべく陽太に質問をした。

　まだ長屋の全すべてを見回っていないが、人数分の部屋があるとは思えない。雑談するだけならまだしも、宿しゆく泊はくとなると問題が出て来るのではなかろうか。

　俺や陽太や隆哉さんはともかく、昴くんは南鬼の王子様だ。長屋で一夜を明かしたことなんて未経験なのでは、と思う。

「もしかすると報告まで時間が掛かかる可能性もあるので、夜はここでお休みくださいね。見張り番はオレがします。夕ゆう餉げの後にでも奥の部屋に人数分の布団は用意を……」

「まさかこの面々で雑ざ魚こ寝ねになるのか？　特に親しくもない者と同室とは嘆なげかわしいことだ」

　案の定、陽太の話に嫌いやそうな顔をして不満を漏もらす昴くん。

　そんな予想していた通りの昴くんの反応に俺が苦笑していると、文句を言われた陽太が何かを思い出したようにポンと手を叩たたいた。

「あっ、そういえば長屋を借りる時に大家が妙みようなことを言っていました。何でも、夜が更ふけると何処どこからともなく女の啜すすり泣くような声が聞こえるとか聞こえないとか」

「「……っ」」

「戸を叩く音がしたことや、闇やみ夜よに浮うかぶ奇き妙みような光なども目もく撃げきされたことがあるそうです」

　完全に棒読みで最後に「怖こわいですね」と付け加えた陽太の話に、ビクッと肩かたを揺ゆらして反応したのは幽ゆう霊れいが苦手な小心者の二人──俺と昴くんだ。

　わがままぷーの昴くんを怖がらせる作戦だとは思うが、できればもっと他ほかの話が良かった。確かに昴くんに効果は抜ばつ群ぐんのようだけど、もれなく俺にも抜群である。

　これは確実に寝ね付つけなくなるパターンだと思いながら、俺は今すぐ藤見へ帰りたくなった。

　──だがそこに、思わぬ人物が俺の味方として名乗りを上げた。

「おー、怖い怖い。怖いから恭の隣となりで寝たいんだけどいいか？」

「もちろんです兄上。敬愛する兄上の隣で眠ねむれるなんて幸せです」

「そうか？　同じ部屋で寝るなんて十年ぶりくらいだよなぁ」

　その味方とは、俺が誰よりも敬愛し、陽太と同じくらい頼たよりにしている隆哉さんだった。陽太に続いて台詞せりふが完全に棒読みだが気にしない。

　キョウ様は隆哉さんがウザイみたいだけど、俺は結構好きだな！　幽霊が襲おそってきた時にすごく頼りになると思うんだ。主に生いけ贄にえ的な意味で！　隆哉さん格好良いー!!

　と脳内で隆哉さんに賛辞を送っていた俺だが、俺達の会話を聞いて異論を唱える者がいた。

「待て待て待て、反対だ！　二人が並んで眠るなら必然的に僕が端はしになるじゃないかっ」

「ですが南条様は雑魚寝がお嫌なのでは？　もう一部屋ありますので、そちらに寝しん具ぐを用意させて頂きますが」

「いやいやいや、よく考えると交流を深めるのも悪くないと思ったんだ。だから雑魚寝で構わない。だから真ん中の布ふ団とんを使わせてもらう」

「それは却きやつ下かだな。真ん中に昴殿が陣じん取どってしまうと俺が恭の隣になれないじゃないか」

「それこそ却下だ。端は寒いから風邪かぜを引くかもしれないだろう？　温かいところで眠らなくては体調を崩くずしてしまうではないか」

「いいや、これだけは譲ゆずれない！　こんな機会滅めつ多たに来ないんだぞっ!?　逃のがしてたまるか！」

　先さき程ほどまで雑魚寝に不満顔だった昴くんの変わり身の早さに、俺と陽太は呆あきれ顔だ。

　大人げなく応戦する隆哉さんも傍はた目めからすると恥ずかしいことこの上ないのだが、俺は心の中でこっそり応おう援えんしておく。

　ともあれ、互たがいの主張を叫さけぶ二人に譲り合いの精神という言葉は通用しなさそうだ。

　ぶっちゃけ俺は自分の保身のために「では俺が真ん中に」と立候補したいのだけど、そうは言い出せない雰囲気だ。さすがにこの布団を取り合う二人の戦いに参加する元気はない。陽太も幽霊の話題で火に油を注いだくせに、だんまりを決め込むつもりのようだ。

「（早く要さんから報告がこないかなぁ……）」

　この場を収める方法を考えるのを放ほう棄きした俺は、誰だれも近づく気配のない長屋の引き戸の方を眺めながら、この場に居ぬ要さんを恋こいしく思うのだった。要さんなら確実にこの場を収めてくれると思うから。

　やれやれと肩を竦すくめる俺の耳に、隣で陽太が小さな溜ため息いきを吐ついたのが聞こえた──。
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　近くの樹上に梟ふくろうがいるらしく、夜や陰いんの中から鳴き声が聞こえてくる。月はあるが高く伸のびた木々が光を遮さえぎり、辺りの闇やみを一層濃こくしていた。

　その森を越こえた先に、恭達が目的としている盗とう賊ぞく達の根城である古ふる屋や敷しきはあった。

　恐おそらくそれなりの地位の者が住んでいたものと思われる。だが所有者が随ずい分ぶんと昔に手放したらしく、今となってはかつての面おも影かげはない。

　立派だったであろう築つい地じ塀べいも今はボロボロとあちらこちらが崩れている。

　そんな屋敷の塀の内側には鬱うつ蒼そうと葉を茂しげらせた欅けやきがあった。その葉は叢むらの中に、藤見家に仕えている赤毛の青年──篠崎要は身をひそめていた。

　町の市場で見つけた男達を追つい跡せきした末に辿たどり着いたのが、この古屋敷だ。男達が中に入っていく姿を目もく認にんした要は、息をするのにも気を配って辺りの気配を探さぐる。

　要の位置からは屋敷の母おも屋やの玄げん関かんが見え、右手側には中長屋があるのが確かく認にんできた。光が洩もれているのは母屋の方だ。時折笑い声が聞こえてくるので、そちらに大半が集まっているのだろう。町で見かけた酔よっ払ぱらい連中といい、気楽に構えているようだ。

　陽太との調査で盗賊の中に腕うでの立つ者がいると踏ふんでいたのだが、今のところそれらしき者の気配は感じられない。自分と同じか上回る者が居るなら一人での調査に限界があると思っていた。

　しかし屋敷の中には市場の男達と似たり寄ったりな力量の者ばかりだ。場合によっては屋敷の場所だけ調べてトンボ返りになる可能性も危き惧ぐしていたのだが、状じよう況きようは要に味方している。

「（これなら屋敷の内部も探れそうだな）」

　衣きぬ擦ずれの音すら立てず懐ふところから取り出したのは、親指と同じような長さと大きさをした数枚の和紙だった。紙には何やら黒と朱しゆの文字や模様が描かかれている。

　それを宙に舞まうようにして投げ捨てたかと思うと、両の掌てのひらを胸の前で合わせ、慣れた手つきで鬼き道どう術じゆつを使うために次々と印を組んでいく。

　そして舞っていた紙が地面に落ちた瞬しゆん間かん、それは小動物──鼠ねずみの形と成って要の足あし下もとに並んだ。この場に主あるじである隆哉が居れば、一列に整列しているあたりが何とも要の術らしいと口にしただろう。

　この鼠達は要が鬼道術で作り出した式と呼ばれる物である。姿形は術者によって自由自在で、式の能力も多種多様だ。

「（さて、まずは茜姫の安否の確認が最優先か）」

　つぶらな瞳ひとみで指示を待つ式達に、屋敷を指差して敷しき地ち内を探たん索さくするよう心の中で命じる。声に出さなくとも主の命令を理解した式は蜘く蛛もの子を散らすようにして一いつ斉せいにその場から走り去った。

　それを見送った要は気を緩ゆるめることなく、再び印を組みながら目を閉じて瞼まぶたの裏に屋敷内へ侵しん入にゆうする式達の視点を映した。

　茜姫を捜さがすことと屋敷の構造を知ることを目的としているようで、小さな身体からだが室内だけでなく天てん井じよう裏うらや床ゆか下したを駆かけ抜ぬけている。

「（ん？　これは……）」

　式による茜姫捜そう索さくを開始して暫しばらくした頃ころ。

　要が式達の視点をいくつか切り替かえながら屋敷の様子を覗のぞいていると、意外な場所で目的の人物の姿を発見することとなった。

　誘ゆう拐かいしたのだから、人目につかない個室に隠かくしたり牢ろう屋やなど拘こう束そくできる場所に繫つないだりしているのだと思っていた。しかし茜姫は盗賊達が多く集まっている母屋の大間にいたのだ。それも特に怯おびえた様子もなく、落ち着いた表情で大間の隅すみに座していた。

　否いな、落ち着いていると言うのは少し語ご弊へいがある。要が式の視点を介かいして見る茜姫は、あまりにいつも通りすぎだったのだ。むしろ茜姫を囲むようにしている男達の方が不安や焦あせりといった表情を浮かべているではないか。

　一体何が起こっているのか、と首を傾かしげた要は天井裏から大間を窺うかがう式に彼らの頭上へ移動するよう指示を出した。

　古屋敷なので建物内のあらゆる箇か所しよが傷いたんで朽くちている。なので要に命令された式は薄うす暗ぐらくて埃ほこりっぽい中を進んで、要に狙ねらい通りの視界を提供できる位置から室内を見下ろした。

　部屋の隅に一組の寝具が敷しかれ、その上に茜姫は座しているようだ。

　一瞬、要の脳のう裏りに男達が茜姫に暴行を働いたのではないかと焦りと怒いかりが沸わき起こったが、すぐにその可能性は低いと分かった。

　何故なぜなら、男達が一定の距きよ離りから茜姫へ近づけないことに気付いたからだ。鼠の視点からでははっきりと分からないが、恐らく結界が張られているのだろう。それに加えて、対たい峙じする双そう方ほうの間にある──膳ぜんを見て大体のことが要には理解できた。

　茜姫の前に置かれた膳の上には、蜆しじみの味噌みそ汁しるに茄な子すの古ふる漬づけと里さと芋いもと牛ご蒡ぼうの煮に付つけが入った小こ鉢ばちが載のっている。そして、それとは別の膳にはお櫃ひつがひとつ。

　もぐもぐと口を動かしている茜姫の手には大人の男でも使わないような丼どんぶりがあり、そこから忙せわしなく箸はしで白米を口へ運んでいる。

　その様子を見ている男達の身体が、わなわなと震ふるえているのは見み間ま違ちがいではなさそうだ。

　大間には上じよう機き嫌げんで酒を呷あおっている他ほかの男達もいるが、次から次へと白米や小鉢の具をたいらげていくのに注目しているのは少数だ。要の記き憶おくに残っている顔ぶれなので、市場に買い物に来ていた男達だとすぐに思い出した。

　やはり彼らが「大喰ぐらい娘むすめ」と称しようしたのは茜姫で間違いなかったらしい。この様子からして食料を喰らいつくすのは初めてではないようだ。

　そんな風に注視していると、丼どんぶり鉢ばちどころかお櫃を空にした茜姫が男達に向かって挙手をした。

「おかわりをお願いします」

「ふざけんなっ、一体どれだけ食えば気がすむんだ！　腹八分目で我が慢まんしとけよ!!」

「え～……八分目どころか全然食べ足りませんわ」

　空になったお櫃を持って物足りなそうな顔をする茜姫に、前まえ掛かけをした男が目玉をひん剝むいて突つっ込んだ。

　男は茜姫が朝起きて空腹を訴うつたえた時に、その場に居た三人の盗賊の内の一人だ。今でこそ盗ぬすみを働く輩やからに身を落としているが、昔は料理人を目指して真面目まじめに働いていたことがある。

　盗賊になってからも食事の準備を担当していたので、未いまだその腕は衰おとろえていない。しかも彼の味付けが好みに合ったという理由もあり、茜姫の食が進むのである。

　里芋一つで飯を丼三杯ばい食べることができる茜姫は、男の料理に舌した鼓つづみを打ちながらもくもくと箸を動かしていた。だが圧あつ倒とう的に量が足りない。

「このお料理、とても美味おいしゅうございますわ。もっと貴方あなたの手料理を味わいたいと思ったのですが……。すごく残念です」

「そ、そうか？　仕方ねぇなぁ。どうしてもって言うなら雑ぞう炊すいくらいなら追加で作ってやろうじゃないか」

「ご冗じよう談だんはおよしになって下さい。雑炊は私にとって水と同じです。水ではお腹なかはいっぱいになりません」

「何なのお前！　雑炊に謝って！　もっと食べ物に感謝して口にしろよ!!」

　茜姫に褒ほめられて一瞬強面こわもての表情を崩くずした元料理人の男だが、思わぬ雑炊への否定に切れ気味に叫さけび返した。

　しかし茜姫はその罵ば倒とうを受けても、怯ひるむどころかおかわりを取り消さないという強い決意を込めた眼まな差ざしで男を見返している。そして、程ほどなくして根負けしたのは男の方だった。

「くっ……分かった分かった！　追加で何か腹に溜たまるような物を作ってくるから待ってろ」

「まぁまぁ、ご親切にどうもありがとうございます。食後に甘かん味みを用意して下さいますと嬉うれしいですわ」

「お前本当に遠えん慮りよないよな！　甘味なんか用意できねぇよ！」

「では町まで買いに行って下さいな。お待ちしております」

「どうしようお前ら。俺は女は殴なぐらねぇ主義だが、この姫ひめさんだけは殴って良い気がしてきた」

「おっ、落ち着け。いくら手を上げようとしても結界があるから手は出せねぇだろ？」

「そうだぜ。それに料理人のお前が怪け我がしちゃ俺達も困るんだ。あと三日ほどは次の指示がくるまで待機だって話だから、仲良くやろうぜ」

　どうどう、と馬を落ち着かせるような仕草で茜姫に突っかかっていた男を宥なだめる他の者達。

　その会話を聞いて、やはり茜姫の周りには危害が加えられないよう結界が張られているのだと分かった。術者は近くにいないようだが、その性能は非常に良質なものだと感じる。

　宿で店たな者ものの首を折った者か、大間の中央で騒さわいでいる盗とう賊ぞく達を雇やとった者の仕し業わざなのかもしれないと要は思案する。同時に、あの結界がある間は絶対に茜姫が安全だとも理解した。

「（三日後、茜姫は移動させられるということか）」

　男の内の一人が零こぼした話を拾いながら、要は顎あごに手をやった。とても有益な情報ではあるが、本当に三日間もこんな古い屋や敷しきで時間を持て余しているのだろうか、と疑問も湧わいてくる。

　本来ならば追手から逃のがれるようにして遠方へ向かうのだが、それが三日も同じ場所に留とどまるとは。木を隠すには森の中、という風に追手の目を晦くらませる作戦だとも思えなくもないが、何か他の理由がありそうだと要は思った。

　ともあれ、隠れ家が分かった以上は一度報告に戻もどった方が良いだろう。もちろんその間に盗賊らに何か動きがあるかもしれないので、要は自分の影かげを見つめて監かん視し役を呼び出した。

　懐ふところから取り出した手て拭ぬぐいを自分の腕うでに巻きつけ、影から出てきたそれが自分を傷つけず降り立てるようにする。

　左腕に感じた確かな重みは、己おのれの主である隆哉が土地神の血を引く狐きつねと影かげ獣ものの契けい約やくをした時に合わせるようにして手に入れた動物。

　それは鋭するどい爪つめと嘴くちばしを持ち、常に獲え物ものを求めて獰どう猛もうな眼めをギラギラと光らせている。字じ面づらは違ちがっているが、自分が仕える主と同じ「タカ」の読みを持つ空の王者と視線を合わせ、要は微笑ほほえんだ。

　一度その身を優やさしく撫なでたあと、屋敷を一望できる木から監視を命じて夜の闇やみへ相棒を放つ。黒に限りなく近い茶色の身体なら闇に紛まぎれるのも容易たやすいだろう。

　式に施ほどこしたように影獣の視界を介して古ふる屋や敷しきの様子を監視できるし、万が一にも盗賊達が移動しても影獣が追つい跡せきすれば要にその位置情報が伝わる。隠おん密みつに長たけた要の能力も引き継ついでいる影獣なら、見つかる可能性も低かった。

　隆哉達と茜姫奪だつ還かんの作戦を立てるためにも戻る必要があると結論付けた要は、屋敷中に探たん索さくに向かわせたすべての式に消しよう滅めつするよう指示を出す。

　元はただの和紙でできた偽にせの動物なので、要の命令ひとつでその身を滅ほろぼして灰となることなど容易いことだ。もちろん、式が集めた情報は要の中に吸収されるのだが。

「（屋敷の構造は記憶できたから、隆哉様達と合流してから見取り図を描かくか）」

　と脳裏に今し方得た情報を展開させつつ、欅けやきの下から移動する前に再度辺りの気配を探さぐる。

　せっかくここまで尾び行こうがうまくいったのだ。単独で行動したから少ない情報しか手に入らなかった、失敗したなどと言い訳をしたくない。

　誰だれにも気付かれず隆哉のもとへ戻れてこそ、今集めた情報も自信を持って報告できる。だから去り際ぎわの自分に感付かれるわけにはいかないと、要は更さらに集中力を高めた。

　そんな気持ちに応こたえてか否いなかは定さだかではないが、大間から聞こえてくる盗賊達の笑い声や夜の森の静けさも変わりなかった。

「（──よし、戻ろう）」

　単なる誘ゆう拐かい騒そう動どうで済まされないであろう事件に、藤見と篠崎が巻き込まれたことを嘆なげきつつ、身を隠かくしていた欅から飛び去った。

　微かすかな足音と、僅わずかばかりの月明かりを頼たよりにして走り抜ぬける要の姿は、夜や走そう獣じゆうのように浮うかび上がっていた──。
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　要が監視用の影獣を残して去ってから暫しばらくした頃ころ、盗賊の隠れ家である古屋敷へ一人の男が足を踏ふみ入れた。

　青みがかった黒くろ髪かみを風に揺ゆらし、音もなく敷しき地ち内へ降り立ったのは忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ西にし鬼おにの忍──紫雨しぐれだった。口元を布で隠しているので表情は窺うかがえないが、鋭い眼は大おお騒さわぎをしている母おも屋やの方を見て細められている。

　もしここに恭や陽太が居れば、何故なぜここ──南鬼の地に西鬼である紫雨がいるのかと疑問に思うことだろう。

　だが恭達ほど紫雨と面識のある者は古屋敷にはいない。だから紫雨の危あやうさや奇き妙みようさが警けい戒かいされるより先に、荒あらくれ者やならず者上がりである盗賊達は自信に溢あふれた態度を取るのだ。

　この時もまた、紫雨の危険性を危き惧ぐする者は盗賊達の中にはいなかった。

　先程まで要が式に覗のぞかせていた、茜姫と盗賊達がいる大間に足を進める。室内に入ると、中央で騒ぐ男達の姿が目に付いた。

　そこでは盗賊達が酒やつまみで宴えん会かいを始めており、茜姫と共に旅籠はたご屋やから奪うばってきた金品を対象にして賭と博ばくが始まっていた。人数は旅籠屋を襲おそった六名よりかなり増えている。理由は屋敷の警備をする用心棒として盗賊内の誰かが呼び寄せたからだ。

　用心棒──と言えば聞こえは良いが、単なる盗賊仲間である。

　大口をあけて品性の欠片かけらもない声で笑う盗賊達は、たった一日で何年分もの稼かせぎが手に入って小こ躍おどりをしたくなるほど上じよう機き嫌げんだった。

　誘ゆう拐かいの実行犯は六名だが、この場に居ない源蔵が分け前を放ほう棄きしたため屋敷で待機していた用心棒役の盗賊達にも金品が行き渡わたったのだ。それを賭かけて増やすも減らすも彼ら次し第だいだ。

　そんな風に盛り上がりが最高潮に達しようとしている部屋の片かた隅すみに、水色の小こ袖そでを纏まとった端たん麗れいな容姿の少女──茜姫は居た。

　要が式の目を通して確かく認にんした時に側そばにいた男達はいなくなっており、今は一人大人しくしているようだ。

　攫さらわれた娘むすめが部屋の隅に居座っているのは少し妙みような光景かもしれない。

　もともと紫雨は南鬼の姫の誘拐が成功したあと、屋敷の奥にある一室に監かん禁きんしておくつもりだった。だが女に飢うえた盗賊達が「観賞用だ」「極ごく上じようの戦利品だ」と馬ば鹿かなことを言いながら離はなれることを拒こばんだのだ。

　攫ってきてすぐのことだが、気絶したまま静かに横たわる美少女を見て盗賊達が嫌いやな笑えみを浮かべていた。だから仕方なくこの部屋の隅に茜姫の身を守る結界を張って、盗賊が手出しできないようにしたのだった。

　それでも暫くは、何とかして手を出してやろうと結界の周りをうろつく男達が後を絶たなかったわけだが。

「（まったく、脳まで筋肉でできている馬鹿ばかりだ）」

　現代で言うところの『脳筋』という評価を盗賊達に下しながら紫雨は溜ため息いきを一つ吐ついた。

　南鬼は何事も力ちから業わざで片付けるので、鬼き道どう術じゆつを好まない。物理的に勝敗を決するのが何より簡単で理解しやすいと殆ほとんどの南鬼が口を揃そろえるだろう。故ゆえに、鬼道術への理解もない。もし戦せん闘とうとなれば、数と力でゴリ押しするだけの彼らに嫌気がさす。

　そんなことを考えながら、紫雨は一人手持ち無ぶ沙さ汰たにせんべい布ぶ団とんの上で暇ひまそうにしている茜姫へ近づいた。

　足音もなく目の前に現れた紫雨に、茜姫は大きな目をさらに見開いた。見慣れない男──しかも忍の登場に驚おどろいた茜姫は何度か瞬まばたきを繰くり返した。

　何か言葉を待っているようにも見えるが、あいにく紫雨から口を開くことはない。そうした無言の時間に終しゆう止し符ふを打ったのは、やはり茜姫だった。

「こんばんは、忍殿どの。今日は良いお天気でしたわね」

「……くっ」

　怯おびえるでもなく、問うわけでもなく。とりあえず当たり障さわりのない挨あい拶さつと話題を口にした茜姫に紫雨は喉のどの奥から笑いを漏もらした。

　年とし頃ごろの娘であれば心細くて泣き腫はらしていてもおかしくない状じよう況きようで、平然と世間話を提供するとは。根こん性じようが図太いのか、肝きもが据すわっているのか、単に空気が読めないだけか。

　どれにしても泣き喚わめく子供の相手をしなくて済みそうだと思って、紫雨は口布の下に笑みを深めた。

「暇を持て余しているようだな、南の一ノ姫ひめ。自分の置かれている立場が分かっていないのか？」

「まぁ、私だって色々と考えましたのよ。ただ助けを待つだけのか弱い乙女おとめではございません」

「確かにそのようだ。ではどのような考察をしたのか尋たずねても？」

「もちろん宜よろしいですわ。まず、これは単なる身みの代しろ金きん目的の誘拐ではなさそうですわね」

「ほう」

「この誘拐の首しゆ謀ぼう者しやは、金品よりももっと手に入れるのが容易でないものを求めているのでしょう。それが何かも私には見当がついております」

　そう言って小さく笑った茜姫の表情は、十四という彼女の年ねん齢れいを忘れさせるほど妖よう艶えんなものだった。

　紫雨は切れ長の目を更に細めて茜姫を見つめた。

「（蝶ちようよ花よと育てられた箱入り娘だと思っていたが、意外に聡さといのかもしれないな）」

　そう認にん識しきを改めながら、紫雨は続く言葉を待った。どうやらまだ彼女の推理は続いているようで、他ほかの者に話を聞かれないよう紫雨の方へ内ない緒しよ話ばなしをするように身を寄せてきた。

　結界から出られないので逃にげ出される心配はない。隙すきを突つかれる心配もないため紫雨はその子供っぽい動作をする茜姫に応じた。

　──が、すぐにそれを後こう悔かいすることになる。

「これは南鬼の姫である私との身分の差を嘆いた盗とう賊ぞくの親分さんが起こした、求きゆう婚こん騒そう動どうです」

「……何故そのような珍ちん妙みような結論に至ったんだ」

「だって、私好みの食事を作る料理人を手配して下さっていますもの。女を落とすには胃い袋ぶくろを摑つかめと昔から言います」

「そうか？　逆なら聞いたことはあるが」

　これまた予想を遥はるかに上回る珍ちん回答に、紫雨にしては珍めずらしく細めていた目を丸くした。

　特に料理人を雇やとった記き憶おくはないし、そんな報告も受けていない。単に盗賊の中にそれなりの腕うで前まえの者が紛まぎれていただけだろうが、そう言っても通じなそうな雰ふん囲い気きだ。

　しかも、たったそれだけの理由で求婚になるとは。この姫にとって一体どれだけ胃袋問題が重要なのかと尋ねたくなる。

　そんな紫雨の思考など知らないまま、目の前の人物を見つめていた彼女がまたもや素すっ頓とん狂きような言葉を紡つむいだ。

「ねぇ忍殿。もしかして貴方あなたが私に横よこ恋れん慕ぼをなさった盗賊の親分さんかしら」

「は？　俺を見て自分に恋こい焦こがれているように思えるとは」

「優ゆう秀しゆうな忍なら私が城から離れるという情報を手に入れていても不思議ではないわ。それに、この不思議な膜まくのような物は貴方が施ほどこして下さったのでしょう？　南鬼にはこのような術が使えませんもの」

　男とは比べものにならないほど細い腕うでを伸のばして触ふれたのは、二人を隔へだてるように存在している結界だ。ペタペタと結界の内側から感かん触しよくを確かめている茜姫の目が、少しだけ楽しそうな光を宿している。

　確かに結界の術者は紫雨であり、目的も茜姫を守るために違ちがいはない。だがこうも違った方向に都合よく勘かん違ちがいされては渋じゆう面めんにならざるを得なかった。

　別に特に親しい関係になる者でもないので、わざわざ訂てい正せいする必要もない。求婚云うん々ぬんの点も軽く聞き流せば良いと思うが、放置しておけば後々面めん倒どうなことになりそうな気もしていた。

　さてどうするか、と未いまだ結界を触さわっている茜姫を眺ながめていた、その時。

「おい兄ちゃん、俺達はその姫さんに用があるんだ。そこを退どいてくれねーか」

「せっかく可愛かわいい年とし頃ごろの娘がいるんだ。酌しやくの一つでもしてもらわなきゃな」

「おいおい、酌だけで済むのかー？　歌や踊おどりも頼たのみたいもんだぜ。ぎゃはははは！」

　大間の中央で騒さわいでいた盗賊数人が紫雨達の方へ近寄って来た。酔よいが回っているらしく、無ぶ精しよう髭ひげの生えた顔を赤く染めてゲラゲラと大声で笑っている。だが眼めは茜姫に注がれており、明らかな欲よく情じようが見て取れた。

　表情には出さなかったが、紫雨は明らかな苛いら立だちを感じていた。

　このように、早々に酒に酔った不ふ貞てい者が手を出そうとしてくるのだ。女っ気のない場所では致いたし方ないと思うが、この人ひと質じちは盗賊なんかが触れて良い存在ではない。

　茜姫と会話していた時に少しばかり絆ほだされた気持ちを引き締しめ、声こわ音いろを低くして男達へ向き直った。そんな紫雨の後ろから、小首を傾かしげた茜姫が成り行きを見守っている。

「断る。人質は丁てい寧ねいに扱あつかってもらわなくては困るのでな」

「いいじゃねぇか、少しくらい遊んでも」

「そうだぜ。まだ小せぇ姫さんだが、これだけ別べつ嬪ぴんなんだ。将来が楽しみだなぁ」

「下がれ。これ以上逆らうようなら貴様ら全員を叩たたきのめす」

　愛用の苦く無ないを懐ふところから取り出し、紫雨は刃やいばをギラつかせて脅おどしをかける。単なる盗賊風ふ情ぜいが幾いくつもの死境を越こえてきた自分に勝まさるはずがないと分かっているからだ。

　しかし盗賊達には紫雨との力の差が測れていないようである。茜姫に血を見せないため命を奪うばわないよう「叩きのめす」という言葉を選んだのが仇あだとなったのか。

　それほど危機感を感じなかった酔っ払ぱらった男達が覚おぼ束つかない足取りで距きよ離りを縮め、ニヤニヤと嫌いやな笑い顔で茜姫へ向かって手を伸ばした。見せしめのために、片かた腕うでを切り落としてやるのも一興か、と先さき程ほどとは違った血ち腥なまぐさいことを紫雨が考え直したことにも気付かず──。

「おいおい、酔っ払いが隅すみっこで集まって何やってんだ」

「勝ち逃げ厳禁だって他の奴やつらが愚ぐ痴ちってたぞ」

　そこで紫雨から漂ただよう殺気を散らすように現れたのは、紫雨が屋や敷しきに戻もどる前に茜姫の相手をしていた男達だった。一人は前まえ掛かけ姿の料理担当の男が雑ぞう炊すいと煮に物ものの入った小こ鉢ばちの載のった膳ぜんを手にしている。

　雑炊云うん々ぬんのやり取りのあと、他の品を付けることで落ち着いていたのであろう。小鉢の大きさに似合わぬ煮物の山積み具合から、茜姫への配はい慮りよが窺うかがえる……ような気がする。

　ともあれ、この第三者の介かい入にゆうは紫雨にとって有り難がたいものだ。

　苦無を構えたままだが、新たな男達が止めに入るなら腕を切る必要はなくなる。馬ば鹿かの相手をするのも時間の無む駄だだし、余計な体力を消費しなくて済むと人知れず息を吐はく。

　だが、男達は紫雨と同じではなかったようだ。酔っ払いの一人が、鬱うつ陶とうしそうに顔を歪ゆがめて料理人の男に言った。

「お姫様が一人じゃ退たい屈くつみたいだから誘さそってたんだよ。この野や郎ろうが邪じや魔ましやがったがな」

「なるほどな。でも無駄だ、止やめとけ止めとけ。姫さんが眠ねむってる時に同じようなことを考えた奴らがいたが、指一本その膜の中に入らなかったぞ」

「あそこにある刀で膜を破ろうとしてたが、返り討うちに遭あってたぜ」

「ははっ、返り討ちぃ？　何を馬鹿なことを言ってるんだ。そんなわけあるかよ」

　鼻を鳴らした盗賊の一人が向かったのは、錆さびた刀や槍やりなどの武器が突つっ込まれている古樽だるだ。その中から適当に選んだ刀を利きき手に持ち、フーッと酒臭くさい息を吐いた。

　結界がどのような性能なのか分かっているので術者である紫雨は特に慌あわてたりはしない。茜姫が抜ぬけ出さないことと、危害を加えないことを念頭に施しているのでどれだけ強く結界に攻こう撃げきを加えようとも問題ないのだ。

　結界を解くには、それ相応の知識と力量がないと不可能である。特に鬼き道どう術じゆつを嫌きらう南みなみ鬼おにでは手も足も出ないだろう。

「あらあら、まぁまぁ」

　幸いにも結界の中にいる茜姫に怯おびえた様子はない。それどころか、今からどんな面おも白しろいことが起こるのかと期待に胸を膨ふくらませているように見えた。

　両手で口元を押さえるような仕草は、ふにゃふにゃと綻ほころんでくる笑えみを隠かくしたものだ。それが男達にどう見えたのかは知らないが、紫雨はそう解かい釈しやくした。

　これは止めに入っても無駄だと判断した紫雨は、武器を構えた男の好きにさせることにした。口で言っても分からないのだ。

　身をもって結界がどういうものか知った方が早いと思い、茜姫を守るように立ちはだかっていた紫雨が男の正面から退いた。

　そんな思おも惑わくに気付かない男は自己流の構えをとって、刀を握にぎる手に力を入れた。
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　薄うすい膜のようなもの──結界の先には、口元に両手をあてて悲鳴を上げないようにしていると男の目に映る美少女。

　その姿を天高く刀を振ふり上げた男がとらえた、その瞬しゆん間かん。

「でやあぁっ！」

　──ガキンッ！

　刀が結界に触れた瞬間に膜が淡あわく光り、金属同士が衝しよう突とつするような衝しよう撃げきと共に錆びた刃をはじいた。

　しかも、はじいた拍ひよう子しに手入れされていなかった刀が折れ、その刃が反はん撃げきするかの如ごとく男の頰ほおや肩かた口ぐちを傷つけながら跳はね返った。奇くしくも刃の着地場所は他ほかの酔っぱらった盗賊達の所である。

　ついでと言っては何だが、その跳ね返りに驚きよう愕がくした料理人の男が手にしていた膳を床ゆかに落として雑炊と煮物を駄目にしていた。それを目もく撃げきした茜姫の表情が絶望的なものになったが、紫雨は見て見ぬふりをする。

　そんなことよりも、刀を振るった男の方だ。

　男は酔って赤みを帯びていたはずの顔色を真っ青なものへ変え、折れた刀が掠かすったことによりできた傷を押さえていた。

「痛っ……！　くそっ、一体何が起こったんだ!?」

「馬鹿野や郎ろう！　てめぇが攻撃なんかするから俺達にまで被ひ害がいが及およんだじゃねぇか!!」

「お前らも止めずに笑っただろうが！　俺だけの責任にするんじぇねぇよっ」

「だからこうやって俺達にも刀が向かってきたんだろ？　もう結界とやらに手を出すな！」

「ちくしょうっ、興きよう醒ざめだぜ……」

　傍そばに突き刺ささった刃を見て蒼そう白はくになった男達が、肩かたの辺りを赤く染めた男に向けてぎゃあぎゃあと文句を言って騒いでいる。

　もちろん刀が折れたのも、男達の方へ折れた刃が向かったのも偶ぐう然ぜんだが訂正する気はない。結界に攻撃すれば、それが跳ね返されると誤解されれば同じような暴挙に出る者は減るだろう。

　その証しよう拠こに、ニヤニヤと嫌な笑いで近づいてきた男達は顔色を真っ青にして集団の方へ戻っていった。

　しかし、たった一度の脅しで諦あきらめるような奴らではないとも思う。少しでも隙すきがあれば、人質に近づいて醜みにくい遊びを始めるに違いない。

　負け犬宜よろしく去って行った男達の背中を暫しばらく眺ながめた紫雨は、そこでようやく苦無を懐にしまって壁かべに背を預けて座った。

　ちなみに床にぶちまけられた雑炊や煮物は、料理人の男達によってすぐ片付けられている。去って行く料理人達──厳密には雑炊と煮物との別れを悲しむ茜姫には、あえて声を掛かけないでおく。

　少ししてから物言いたげな視線を感じたが自分から口を開くことなどせず、大間の中央へ戻って再び騒さわぎ始めた男達に睨にらみをきかせた。

　そんな紫雨の横顔を見つめながら、雑炊や煮物との別れから立ち直った茜姫は問う。

「忍しの殿びどのはわたくしのことを慕したっておいでですの？」

「くくっ、何故なぜまたそうなる。随ずい分ぶんとおめでたい頭をした姫ひめ様だ」

「あら、違ちがいますの？　今の様に絡からまれぬよう、側そばで守って下さるつもりなのでしょう？」

「守っているのではない。逃にげないよう見張っているのだ」

　相変わらず的外れな見解を述べる茜姫に、紫雨も歯に衣きぬを着せぬ言葉を返す。だが不思議とこの会話は紫雨にとって不快ではなかった。

　だから盗とう賊ぞく達へ向けていた視線を、楽しそうな笑顔で紫雨に話しかける茜姫へと注いだ。彼女の頭から雑炊と煮物のことはすっかり消えたようだ。

「うふふ、見た目と違って照れ屋さんですのね。貴方あなたと仲良くなりたいのでお話ししましょう」

「既すでに好きなだけ喋しやべっている気がしているのだが。本当によく口が回る姫様だな。少しは囚とらわれの身らしく大人しくできないのか？」

「私、お喋りが大好きですのよ。暴れ出さないためにもお喋りの相手をしてくださいな」

「……ふ」

　思わず漏もれたのは、いつもの喉のどの奥を鳴らしている笑い声ではなかった。

　そのことに紫雨にしては珍めずらしく気付かないまま、了りよう承しようもしていないのに勝手に話を始めた茜姫の言葉に耳を傾かたむけたのだった──。
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　その日、南鬼の長おさの一族である南条が住む城は慌ただしかった。

　始まりは城で働いている女達が仕事の合間に交かわした、何気ない言葉だ。彼女達の仕事は主に城の掃そう除じや洗せん濯たくで、日課であるそれらが一段落すれば休きゆう憩けいとは名ばかりのお喋りの時間となる。そしてこの日も洗濯物を干し終えた女達が井い戸ど端ばたで立ち話を始めた。

　女三人寄れば姦かしましい。その諺ことわざどおり、近所の笑い話や夫への愚ぐ痴ち、夕ゆう餉げの献こん立だてなど繫つながりのない話題を次から次へと続けていた。

　そんな女達の近くを、小こ綺ぎ麗れいな小こ袖そでを身に纏まとった若々しい娘むすめが二人通った。

「本当、おばさん達は仕事が片付けば自由にできる時間があって幸せよね」

「掃除や洗濯なんて適当に済ませれば良いだけでしょう？　羨うらやましいわ」

　その会話は、わざと大きな声で井戸端の女達に聞こえるようにして交わされた。

　ピタリと騒がしかった女達の話が止やみ、通り過ぎようとしていた娘達の足も止まる。双そう方ほうの視線が交差した瞬間、バチッと火花のようなものが散った。

　城で働く女は大きく分けると二通りある。

　一つはそれなりの家の出身の女で、城に住む地位の高い者の召めし使つかいとして働いている、侍じ女じよや側そば仕づかえといった職を持つ者。

　もう一つは、特に良い家の出身ではなく掃除や洗濯を始めとする雑用を任される雇やとわれ使用人だ。城に仕えている兵士の妻や娘が城下町から日帰りで働きに来ていた。

　この場合、若い娘達が前者で井戸端の女達が後者だ。しかも娘達はつい最近この城へ奉ほう公こうに上がったばかりの新米である。

　確かに身分は娘達の方が上だが、城で働いている年数は女達の方が遥はるかに長い。年配者を敬えとまでは言わないが、出会い頭がしらに嫌いや味みを言われるほど娘達が偉えらいわけでもないと女達は思った。ついでに言えば、この城では余よ程ほどの地位を持つ使用人以外は上下関係が存在しないのだ。

　そんな理由もあって、女達はツンとすまし顔をしている娘達に向かって反論した。

「何言ってるんだい、掃除も洗濯もお前さん達が考えているほど楽じゃないんだよ。こんな風に手が荒あれて痛いったらありゃしない」

「冬になれば、ひび割れた手に冷たい水が染しみて刺すような痛みを感じるんだ」

「文句があるなら仕事を代わっても良いんだよ」

　いつの間にか娘達の近くまで来ていた女達が、自分の荒れた手を見せた。水仕事で荒れた手はカサカサで皮ひ膚ふが割れており、そこから血が滲にじんだような跡あとがある。それをじっくり見たあと、娘達は己おのれの手に目をやった。

　細長い指は先まで手入れが行き届いていて爪つめも健康的な桃もも色いろでつやつやと光っている。繊せん細さいさばかりが目立つ手と、同じ女のものとは思えないほど痛々しい手を比べて娘達は眉まゆを寄せた。

　自分の手が荒れるのを想像したのか、手が荒れている女達の境きよう遇ぐうを悲観したのか、それは定さだかではない。

　だが女達はこれが嫌けん悪おからではなく、仕事の違いと苦労を理解してくれれば良いと期待し、別の話をして場の空気を変えることにした。

　会話が続くよう選ばれたのは、当たり障さわりのない話題だった。

「そう言えば、あんた達は誰だれのお付きとして勤めてるんだい？」

「……私達は茜姫様のお世話係として、城に上がりましたの」

「そりゃあ良い！　歳としも近いから会話も弾はずむだろうねぇ。でもこんな所で油を売っているってことは、姫様はまだお休みなんだね」

「いいえ。ここ数日は母君様のところでお休みだと他ほかのお付きの方々が仰おつしやってましたわ」

　茜姫は側室の子とは言っても長から溺でき愛あいされている愛まな娘むすめなので、不自由なく過ごせる一人部屋が与あたえられている。しかし母親と非常に仲が良く、夜通しお喋りをするために自分の部屋ではなく母親の部屋に居座ることが度たび々たびあった。

　そんな時は母親側の侍女が世話をしてくれるので、姫付きの侍女達の良い羽はね伸のばし期間になっていた。

　つまり、今こうして洗濯場の女達と鉢はち合あわせた娘達も休憩しているのと同じなのだ──が。

「ええ？　あたし達が奥方様達の部屋を掃除した時には見かけなかったよ」

「え？　茜姫様はご自分のお部屋にいらっしゃらなかったけど……」

「じゃあ上の兄君のところかね。でも確か遠方からお客さんが来ていると言っていたような……。下の兄君は出かけているから違うだろうし」

「──失礼します」

　首を傾かしげる女達との会話を切り上げ、心なしか顔色を蒼あおくした二人の娘は早足でその場を去った。

　確かく認にんに向かったのは、茜姫の部屋とその母親の部屋だった。

　連れん泊ぱくすることは珍しくなく、年とし頃ごろの娘にもかかわらず兄や父の部屋で昼ひる寝ねをすることがある自由奔ほん放ぽうな姫だ。とても行動的で、側付きの者達が姿を見ていなくても毎日誰かしら手を焼いているのが日常になっていた。

　故ゆえに、皆みな々みなが互たがいに「誰かが茜姫の面めん倒どうを見ている」と思い込み、今になってようやく気付いたというわけだ。

　──それから暫くすると、徐じよ々じよに城内が騒がしくなりはじめた。

　まず城内の限られた場所を数人の女達が行き来し、次いでそれに老女が一人加わった。この老女は数多くいる使用人を束ねる者だ。歳のせいで少し腰こしが曲がっているが、まだまだ現げん役えきで働けるという本人の希望もあって未いまだ南条で奉公し続けている。

　東条でいうところの小こ萩はぎのような存在なのだが、一つ違ちがう点を挙げるならば常に朗ほがらかな笑えみを絶やさないことだろう。褒ほめる時も咎とがめる時も変わらぬ笑みを浮うかべているため、彼女のことを菩ぼ薩さつのようだと称しようする者も少なくはない。

　しかし今は表情から微笑ほほえみが消えていた。老女を呼びに来た女達を引き連れ、思い当たる場所を片かたっ端ぱしから見て回っていた。捜さがしているのはもちろん茜姫だ。

　今いま頃ごろ、父親である長や母親にも茜姫の行方ゆくえ不明が伝えられているだろう。

　すぐに執しつ務むを放ほうり出して己のもとへ向かってくるはずだと考えた。そんな焦あせりや恐きよう怖ふに似た感情を抑おさえながらも、茜姫ならば何処どこからかひょっこり顔を出し、いつものように明るく楽しげな笑顔を見せてくれるのではないかとも老女は考えていた。

　だが生あい憎にく、囚われの身となっている茜姫がその希望を叶かなえられるはずはない──。







「騒さわがしいわね」

「本当に、一体何でございましょう」

　バタバタという激しい足音の往来や物音を聞きながら、その部屋の主は手にしていた茶器を静かに置きながら側付きの侍女とそう呟つぶやいた。

　結ゆい上げられた栗くり色いろの髪かみは柔やわらかく揺ゆれており、露あらわになっている白いうなじからは何とも言えない色気が漂ただよっているように思えた。

　纏まとっている濃こい紫むらさきの着物は贔ひい屓きにしている反たん物もの屋が是ぜ非ひにと言って献けん上じようしてきた最上品で、嫁よめ入いり時に連れてきた旧知の仲である侍女の見立てで合わされた帯や小物が更さらにその美しさを際きわ立だたせていた。

　何事にも物もの怖おじしない態度や仕草により冷れい淡たんな印象を抱いだかれがちだが、氷の美女と称たたえられる容姿は見る者全すべての視線を独り占じめするほどの妖よう艶えんさがある。

　そんな美しき女おんな鬼おに──南条の長の第一側室で、南条昴の母である美よし乃のは自室に何者かが訪ねてきたことに気付き、顔をそちらへ向けた。

　投げかけられた声こわ音いろは酷ひどく緊きん張ちようしているようだ。

「美乃様、急にお訪ねしてしまい申し訳ありません。少しお話を伺うかがっても宜よろしいでしょうか」

「……お入りなさい」

　自分付きの侍女に目配せをして締しめ切っていた襖ふすまを開くと、使用人頭の老女が青白い顔を出した。足音の一つはこの者だったらしい。

　俯うつむき加か減げんなので表情はよく窺うかがえないが、日ひ頃ごろ目にしている老女の働く姿からは想像できないほどの萎しおれ具合だ。こんな風に弱々しい姿を見るのは初めてだった。

　何だか一気に老ふけ込んだような印象を受けながら、室内へ進み入ってきた老女を眺ながめた。

「貴女あなたの話とは、さっきから城内が騒がしいことに関係しているのかしら」

「お察しの通りでございます。実は茜姫様のお姿が見えず、皆で捜しているところなのです」

「随ずい分ぶんと過保護だこと。お腹なかが空すけばそのうち平然とした顔で現れるでしょうに」

「それが数刻前の話なら騒ぎになっておりません。もしかすると、茜姫様の身に何か起こったのではないかと──」

「だから茜姫がわたくしのもとに居ると？　それはまた面おも白しろいことを」

　茜姫の行方が知れない件に美乃が関かかわっているのではないか、という含ふくみを持たせた問いに美乃は目を細めて口元を己の手で覆おおった。それは驚おどろいたからではなく、失しつ笑しようが漏もれそうになったのを隠かくすためだ。

　なかなかに失礼な質疑をする老女に多少の怒いかりは湧わいたが、そう邪じや推すいされるのも仕方がないと頭の片かた隅すみで思った。

　それは第一側室である美乃と、茜姫の母親である第二側室との関係が原因だった。

　美乃は南条でも古くから南みなみ鬼おにの名家として名を連ねてきた一族の出身で、現頭領の娘むすめだ。父親と南条に仕える家臣達に第一側室として長おさのもとへ嫁とつぐよう選ばれた、政略結けつ婚こんの最たる例とも言える存在であった。

　とは言っても、名家に生を受けたからには政まつりごとの道具として扱あつかわれることは覚かく悟ごができていたし、美乃本人も納なつ得とくをしての輿こし入いれだった。

　歳の差があるせいで長の婚こん姻いん適てき齢れい期きに正室候補として名乗りを上げられなかっただけで、将来は必ずその地位を手に入れられるよう幼い頃ころから教育されてきた。その賜たま物ものであるかのように、美乃は美しく賢かしこい娘に育った。

　輿入れの際、美乃の姿を目にした多くの者達はすぐに長は新しい妻に夢中になり、正室を廃はい妃きにして美乃をその座に据すえるだろうと予想していた。

　だが、現実はそうならなかった。美乃が嫁いで幾いく日にちも経たたぬ内に一人の少女を新たな側室として迎むかえたいと言い出したからだ。

　まるで側室を一人迎えれば、あとは身分など関係なく意のまま何人でも融ゆう通ずうが利きくと言っているようにも取れた。事実、長が寵ちよう愛あいしている者は身分の低い少女だった。

　その少女が、後の茜姫の母親である第二側室である。少女は正室の側そば付つきの下働きとして城で働いていた身分の低い者で、愛らしい容姿をした娘だった。

　正室付きで真面目まじめな仕事ぶりも評価されており、周りの反対は少なかった。騒いだのは美乃を正室にと目もく論ろんでいた者達だけで、思いの外ほか簡単に娘は側室になれた。

　ややつり上がり気味の瞳ひとみで冷たい印象を与あたえる美乃の美び麗れいさとは違い、大きな瞳ひとみを瞬またたかせる表情豊かな明るく愛らしい娘を長は溺でき愛あいしていた。

　長は美乃のもとへあまり足を運ばなくなり、正室や第二側室と毎日笑顔の絶えない日を過ごしている。城で働く者達からも何度同情や蔑さげすみの目で見られたことか。

　──しかしそんな屈くつ辱じよくに塗まみれた日々の中で、美乃は一いち縷るの光を摑つかんだ。それが美乃の身に宿った昴だった。

　子の懐かい妊にんを伝えると、さすがの長も喜んで美乃を労いたわるため毎日部屋を訪おとずれるようになった。

　膨ふくらんできた腹に手をあて、我が子に話しかける長を眺める美乃の表情も柔らかい。この時、南条に嫁いできて初めて美乃は幸せというものを味わうことができたのだ。

　だがそんな幸福な日々も長くは続かなかった。美乃に続き、第二側室の娘も懐妊していることが分かったからだ。

　その日からまた、美乃の屈辱の日々が始まった。

　昴が生まれた時こそ美乃の幸福は一いつ瞬しゆんだけ戻もどったが、第二側室が体調を崩くずしたことで屈辱は続いた。半月後に第二側室が生んだ子が姫ひめだったこともあり、初めての娘に感激した長の寵愛はますますその二人へ注がれた。

　一年も歳としの差がない兄きよう妹だいの扱いは天と地ほどの差があった。甘え盛りの子を厳しく躾しつけたのは、美乃の最後の意地だったのかもしれない。

　不満を訴うつたえることも泣き叫さけんで醜しゆう態たいを晒さらすこともしなかったが、美乃の心の奥底には常に嫉しつ妬とと怒りが渦うず巻まいていた。その気持ちは口にせずとも近しい者達は気付いていた。古くから南条に仕えてきた使用人頭がしらの老女もその中の一人だ。

　そんな経緯いきさつ故ゆえに、今こうして茜姫の行方が不明になったことに関かん与よしていると疑われているらしい。

「残念だけど、茜姫のことは知らないわ。他ほかをあたりなさいな」

「……失礼ながら、お部屋の中を捜させて頂いても宜しいでしょうか」

「なっ、無礼者！　美乃様がお優やさしいからと調子に乗って……！」

　美乃を疑う姿勢を崩さない使用人頭の老女に向かって、我が慢まんの限界だとばかりに控ひかえていた侍じ女じよが今にも嚙かみつきそうな勢いで声を荒あららげた。

　敬うどころか厳げん罰ばつの沙さ汰たになっても不思議ではない物言いと態度に、ついに痺しびれを切らせたようだ。皺しわが深く刻まれた顔に怒りが満ちている。

　それでも美乃はやんわりと侍女を諌いさめ、使用人頭の女の申し出を受け入れることにした。

「およしなさい。それだけ形なり振ふり構っている余よ裕ゆうがないのでしょう」

「ですが美乃様っ」

「部屋を捜さがしたいのなら好きにしなさい。でも、一体いつから姿を見ていないの？」

「それは……確かく認にんを行っている最中で──」

「貴女がここに居るなら、誰だれがどこで行っているのかしら。まさか手当たり次し第だいに尋たずねて回っているのではないでしょうね」

　本来指揮を執とる者がこの調子では、他の現場での聞き込みや捜そう索さくは期待できないだろう。冷静に考えなければならない状じよう況きようで、個々が動き回るだけなのは得策ではない。

　美乃はそう思うだけで口にはしないが、視線や問い掛かけの含みで老女を咎とがめた。意味が通じた老女は、普ふ段だんの朗ほがらかな表情を悔くやしそうに歪ゆがめる。

　そんな時、美乃の部屋の近くを何者かが荒っぽく通過する音が耳に入った。

「ええい、揃そろいも揃ってお前達は一体何をしていたんだ！　何のための側付きなのか理解しているのか!?」

　聞き覚えのある声──長の怒ど声せいに、室内にいた三人は互たがいの顔を見合わせてから再び耳を傾かたむけた。

　どうやら茜姫が行方ゆくえ知れずであることが長へ伝えられ、本人が直接確認をしに来たようだ。

　怒りの矛ほこ先さきを誰に向けているかは不明だが、好戦的な性格をしている者が多い南鬼にしては温おん厚こうだと言われている彼らしくない。

　父親なのだから自分の子供を心配するのは当然だろう。それが娘でも息子むすこでも、子を持つ親であればその身を案じるはず。

　だが責を問われている者はその変わりように驚いているのではなかろうか。大人しい者ほど切れると怖こわいとはよく言ったものだ。現に目の前の老女も驚きと焦あせりが混ざったような表情をしていた。

　とは言っても、このまま部屋に居座っている場合ではない。きっと長が怒ど鳴なっているのは茜姫に関係する使用人達なのだから。

　老女が挨あい拶さつもそぞろに顔を強こわ張ばらせながら部屋から出て行くのを見送ってから、美乃は小さな溜ため息いきを吐ついて、自身も続くように立ち上がった。

　向かうのはもちろん、愛まな娘むすめが行方知れずなことに激げき怒どしている己おのれの夫の所である。

　南鬼のとある名家から嫁いできた美乃に与えられている部屋は、長や正室が寝ね泊とまりする寝しん殿でんから少し離はなれた場所にある。側室であるが故の配置で、移動中にすれ違ちがう者もおらず人目にも付きにくい。

　そんな場所まで届く声の大きさが、長おさの怒りと混乱を表しているようだと美乃は思った。

　部屋を出て少しすると内庭に辿たどり着く。そこに声の主である長と、茜姫の世話係や護衛を担になっている使用人達が集まっていた。

　恐おそらく執しつ務む中に連れん絡らくを受けてこの場に来たのだろう。いつもは長の仕事の補ほ佐さをしている数人の家臣が心配そうな表情で成り行きを見守っていた。

　美乃からは長の背中しか見えないが、数人の召めし使つかい達は皆みな履はき物ものを履はかず庭に放ほうり出されて膝ひざを折っている。その中には、先さき程ほどまで美乃の部屋にいた使用人頭の老女の姿もあった。

「これだけの人数がいて、茜の居場所を知る者が一人もいないだと？　どういうことだ！」

「申し訳ありません、何せ姫様は普段から色々な場所を行き来なさるので──」

「だから自分達の怠たい慢まんを棚たなに上げ、行方知れずになったのは茜が原因だと言うつもりか!?」

「い、いえ、滅めつ相そうもございません。ですが私共では防ぐことが難しく……」

「難しくなどないだろう。誰か一人でも茜と行動を共にしていればこんなことにはならなかった。違うか！」

「しかし茜姫様は城内で自由を奪うばわれるのが嫌いやだと仰おつしやるのですっ。故にいつの間にかお一人で行動されることが増えたのでございます」

「ならば気付かれぬよう尾び行こうするとか、行き先を予測して先回りしておくなど出来ただろうに。何一つ対処法を試ためさずに言い訳ばかり……。お前達は本当に事の重大さを理解しているのか！」

　長の言葉も尤もつともだが、使用人達も自分が職務を放ほう棄きしていたと認めることはできない。認めてしまえば怠慢を理由に職を失うし、彼らと同じように仕事の合間を有意義に使っている者も少なくはないのだ。

　長も長で茜姫が日ひ頃ごろから使用人達を困らせていたことも知っているし、何より自分自身が茜姫の自由を許していたこともある。とは言っても、父親なのだからすべての責任が自分の娘むすめにあるとは口にしない。

　だから現場に居ない茜姫が原因だ、仕事を怠なまけていた使用人が悪いだ何だと水みず掛かけ論になってしまっているのだ。

　そんな長や使用人のもとへ、美乃はゆっくりとした足取りで近づいていく。しかしただ歩くだけでなく周りの気配を窺うかがって、先に長や家臣が気付くのを待った。

　思おも惑わく通り長を心配そうに見ていた家臣達が最初に美乃に気付き、使用人達が続いた。彼らの瞳には美乃が長の怒いかりを鎮しずめてくれるかもしれないという期待の光が宿っていた。

「殿との、そんなにお怒りになって……一体何があったのですか？」

　全く何も知らない風を装よそおった美乃に反応したのは、感情が高まりすぎて肩かたで息をしている長と、茜姫の件を事前に美乃へ知らせていた使用人頭の老女だった。

　彼女は美乃が救世主となると思い込んでいたようだが、あいにくそれを叶かなえてやるほど美乃は善人ではない。美乃が長へ近づいたのは、別の目的があったからだ。

「美乃か……」

　息を切らせていた長が振ふり返り、目に美乃の姿が映ると少し冷静さを取り戻もどしたようだ。

　爪つめの先まで手入れの行き届いた細い手で長の腕うでに触ふれ、しなを作りながら寄り添そった。冷たい印象のある妻の滅めつ多たに見せない甘えた仕草に、つり上がっていた長の目め尻じりが下がった。年とし甲斐がいもなく胸を高鳴らせて照れたらしい。

　この場面だけ見ると長の注意を逸そらして使用人達を助けたように見えるが、安あん堵どの息を漏もらした面々と違ちがい使用人頭の老女だけは訝いぶかしげな顔をしている。もちろん、美乃はその疑ぎ惑わくに答える気はない。

「茜が行方知れずなのだ。こやつら、主あるじの世話もせず遊び暮らしおって……！」

「まぁ、茜姫が？　それは大変ですわ。珍めずらしく大きなお声を聞いたので驚おどろいたのですが、使用人達をお叱しかりになっていらしたのね」

「ああ。謝罪や言い訳ばかりで誰も茜の居場所に心当たりすらないという。もうこの場で全員罰ばつしてやろうかと思っていたところだ」

　憎にく々にくしげに顔を歪める南条の長は、腰こしに差していた刀に手をかけ鯉こい口くちを切ろうとした。

　普段の温厚な姿からは予想だにしなかった行動に、使用人達は目を見開いたあと命いのち乞ごいをするように地面に額を擦こすりつけた。脅おどしとも取れる行動だが、恐らく長は本気だろう。

　大人しい者が怒おこると手が付けられない、とはよく言ったものだ。

　だが幸いにも、怒りで鬼おに化して我を忘れるという最悪の事態にはなっていない。まだ理性を持っている内に何とかしようと、美乃は今にも抜ばつ刀とうしそうな長の手に自分の手を重ねた。

「殿、落ち着いてくださいませ。使用人全員を罰したとしても何も状況は変わりませんわ」

「そんなことは言われずとも分かっている！　だがこやつらは何も知らぬ、存ぜぬと……」

「気付くのが遅おくれたとしても茜姫の側付きなのです。本当に何も知らないはずはありませんし、思い出せぬのなら拷ごう問もんでも何でもして吐かせれば良いのです」

　容よう赦しやの欠片かけらも感じられない美乃の言葉に、平へい伏ふくしていた使用人達は「えっ」と声を漏らしながら顔を上げた。

　自分達の聞き間違いかと思ったが、見上げた美しい顔かんばせには慈じ悲ひなど感じられない。本気でそう考えているのだと伝わってきて、使用人達はますます顔色を悪くした。

　茜姫の居場所など本当に心当たりがないし、誰が攫さらったかなど分からない。たとえ犯人が予想できたとしても、不用意に口に出してそれが間違いだった場合も無事では済まない。それなのに、この美しい人は自分達に何を吐かせようというのか。

　ある者はガタガタと全身を震ふるえさせ、またある者はこめかみから冷や汗あせを一筋流した。瞳ひとみいっぱいに涙なみだをためて懇こん願がんするように美乃を見ている者もいる。

　そんな彼らの視線を一身に受けた美乃は、冷たい表情のまま口を開いた。紡つむがれる言葉は彼らへの詰きつ問もんである。

「そこの二人。貴女あなた達が最後に茜姫を見たのはいつかしら。噓うそを言えばその可愛かわいらしい顔に火傷やけどの跡あとが残るかもしれないわね」

「わっ、私わたくしは四日前の朝に姫ひめ様のお食事の準備を……！」

「私めもでございます！　この者と一組になって行動しておりますのでっ」

「ではそちらの者は？　確か内庭の警備にあたっていることが多かったと思うのだけど。ああ、虚きよ言げんによる罪は鞭むち打うち百回に該がい当とうするのよ」

「は、はっ！　某それがしはそこな侍じ女じよ二人が膳ぜんを下げるため部屋を出たあと、母君様の部屋へ向かわれる姫を目もく撃げき致いたしました」

「同日の警備を担っていたのね。それ以降、内庭から茜姫を見た記き憶おくは？」

「いえ、実はその日の午後から今朝方まで非番でしたので……。ですが城を出る前に御正室様の侍女より姫は長の執務室へ向かったと耳にしました」

「ああ。確かに茜が茶ちや菓が子しを持って遊びに来たが……。いや、噓ではないぞ」

　その時のことを思い出すようにして話した長は、次いで美乃の顔を見て口元を引き攣つらせた。どうやら、噓を言えば自分も何かしらの罰を受けるかもしれないと思ったようだ。

　そんな長の反応に、詰問のため表情を消していた美乃は思わず笑えみを浮うかべてしまった。しかし他ほかに示しがつかないので、すぐに無表情へ戻す。

「ふふふ、殿を疑うことなどありませんわ。……その隣となりの者はいつ茜姫を？」

「わ、わたしは滅多に姫様を見ることがありませんので五日ほど前だと思いますっ」

「五日前なら後ろへ移動しなさい。次の者は？」

　床ゆかに平伏していた使用人に尋たずねては移動させ、また尋ねる。それを静かに見ていた使用人頭がしらの老女は、美乃が使用人達を時系列に並べて茜姫の行動を追おうとしていることに気付いた。

　聴ちよう取しゆだけでは行方ゆくえ知れずとなった原因は不明だ。だが、自由奔ほん放ぽうな茜姫がどのように動いたか分かったのは大きな収しゆう穫かくだ。少なくとも、茜姫はどこだと騒さわぎ立てて時間を無む駄だにするよりは確かであった。

　そして、そんなやり取りと移動が何度か続けられた結果、最終的に端はしの位置になったのは四日前の朝に内庭の警備をしていた男だった。

　まさか自分が最後の目撃者だとは予想だにしていなかった男は、大きな身体からだを丸めて小さくなっている。額にじわりと浮かんだ汗は冷や汗だろう。

「そんなに怯おびえなくても現状を知りたいだけで貴方あなたを疑いません。でも正直に答えないと、大変なことになるかもしれないわね」

「な、何でもお答え致します！」

「そう。さっき話を聞いて不思議に思ったのだけど、警備兵の休みが三日もあるなんて何か特別な理由でもあったのかしら」

「いえっ！　複数の同どう僚りようと休みを代わったところ偶ぐう然ぜんこのような結果になりました」

「偶然？　わたくしにはそう思えないけれど。その複数の同僚とやらにも話を聞きたいから今すぐ呼び出しなさい」

「ぎょ、御ぎよ意いにございます！」

　四日前の午前より後に茜姫を目撃した者を連れてくれば、己おのれの疑いは晴れる。そう思った男は弾はじかれるように返事をしてその場を後にした。

　長らく正座していたこともあり、若じやつ干かん痺しびれていた足を無理に動かして駆かけていく男の後ろ姿は少し間ま抜ぬけだった。時折痺れに耐たえかねて奇き声せいを上げているが、美乃の知ったことではない。

　それを無表情で見送った美乃は触れ合ったままだった長おさの手を優やさしく撫なでながら、口こう端たんを上げた。

「これで少しは詳くわしい話を聞けるでしょう」

「おお、こうして茜の行方について話を聞けば良かったのか。怒りで頭が回っていなかったようだ」

「大切な我が子が心配なら、そうなってしまうのは親として当然でございますわ。わたくしは殿とののお役に立てただけで幸せです」

「美乃……」

　そう述べながら己に寄り添ってきた美乃に、長は至し極ごく感動して震えた声で名を口にした。

　熱のこもった目で妻を見つめる長からは桃もも色いろの空気が流れてくる。そんな風に、いい歳としをして妻にときめいた長を目まの当たりにした使用人達は、言葉にこそしないものの心の中で「ちょろい」と口を揃そろえた。

　もちろん周りの者達がそう思っていることなど露つゆ知しらず、でれでれと表情を崩くずした長は美乃の手を握にぎって彼女の言葉に耳を傾かたむけている。

「茜姫の捜そう索さく、わたくしに出来ることがあれば何でも致しますわ。昴も幾いく日か前から不在ですし、二人の身に何かあったのかと思うと……」

「そういえば最近姿を見かけないと思っていたが、まさか昴も？」

「ええ、数日前から。茜姫と同じで心配で堪たまりません」

「分かった、昴のことも捜さがそう。だが一体どこから手を付ければ良いか……。また使用人達に昴と接せつ触しよくした時の話を聞くか？」

「それよりも先に、旭さんにお話を伺うかがってみてはどうでしょう。兄弟仲が良かったので何かご存知かもしれません」

「そうだな。では共に旭のところへ向かうか」

　緩ゆるみきっていた顔をキリッとしたものに変え、長は美乃の手を引いて歩き出した。後ろから長付きの使用人が数名続くが、空気を読んで少し距きよ離りを空けている。

　長男の旭はよく長の執しつ務むを手伝っているが、今日は執務室に顔を出さず自室に居るらしい。少し距離があるが、わざわざ手など繫つながなくても長に続けば済むし、美乃も迷わずそちらへ行ける。

　だが繫がれた手をそのままに、美乃は嬉うれしげに目を細めた。それは美乃にとって、とても懐なつかしい感覚だったからだ。

　美乃が嫁とついできた時、既すでに長の心には別の娘むすめ──茜姫の母が住み着いていた。

　だから美乃は長と話をしたり触ふれ合ったりすることが極きよく端たんに少なかった。昴を懐かい妊にんした時に過ごした幸せな時間の中にだけ、こうして手を繫いで庭先を散歩した記憶がある。

　片手の指で数え足りてしまうほどの些さ細さいな思い出だが、その時の美乃は確かに長からの愛情を感じて幸せだった。だから今も、その当時に思いを重ねて微笑ほほえんだ。

　──それを、新たな来訪者がぶち壊こわすまでは。







　旭のもとへ向かっていた長と美乃の前に、ガヤガヤとした一団が現れた。

　引き連れてきたのは、南条に並ぶほど古い歴史と地位を持つ「日ひ高だか」家の当主、日高秀ひで嗣つぐだ。

　秀嗣は色白でおっとりした顔立ちをしており、常に口元に人の良さそうな微笑みを浮かべている。豊ほう頰きようで福耳の温顔は初対面の人物にもあまり警けい戒かい心しんを抱いだかせないが、非常に頭の良い男だ。加えて言えば、美乃の実父でもある。

　だがツンとした鋭するどさのある美び貌ぼうを持つ娘の美乃と似ているのは色白な部分だけで、他は掠かすりもしなかった。

「おお、こちらにおられましたか。随ずい分ぶんと捜しましたぞ」

「秀嗣か。今日は特に急ぎの案件はないので呼んでいなかったはずだが、何用だ」

「長のご機き嫌げんを窺うかがいに……と申し上げたいところでございますが、実は確かく認にんしたいことがございましてな」

　ほっほっほ、と軽快に笑うが、娘である美乃は父が心から笑っているわけではないと知っていた。

　だが争いごとを好まない長は人から寄せられる上辺だけの感情にもコロッと騙だまされることが多く、家臣を疑うという考えが根こそぎ抜ぬけ落ちているような人であった。

　故ゆえに、秀嗣の言葉を鵜う吞のみにして小首を傾かしげている。

「今は急いでいるのだが、お前がわざわざ出向いてくれたんだ。確認したいこととは何だ」

「なぁに、東の地へ続く道中で見覚えのある物を拾いましたので、お持ちした次し第だいにございます。紛ふん失しつされてはおりませぬかな？」

「見覚えのある物？」

　相変わらずの笑顔で話す秀嗣の言葉から、長は自分の私物を拾ったのかもしれないと受け取ったようだ。あいにく紛失した記き憶おくはないので首を横に振ふろうとしたが、とりあえず現物を目にしてからでも遅おそくはないと思い直し、秀嗣の次の動きを待った。

　それを周りも理解したらしく、秀嗣の後ろに控ひかえていた従者らしき武士が布包みを取り出した。武士が丁てい寧ねいな包みを解いたことで目に映ったのは、夕焼け色に輝かがやく女性用の帯飾かざりだった。

「これはっ……！」

「失なくされておりませぬかな？」

　美乃の手を振り払はらうかのようにして離はなした長は、武士が差し出した帯飾りを手に取って驚きよう愕がくしている。

　見覚えがあるかと問われれば、あるに決まっていると答えを返せる。何故なぜなら、それは長本人が愛まな娘むすめである茜姫へ贈おくった物だからだ。その名の通りの美しい夕焼け色の飾りを母親と揃いで職人に作らせ、歳が十になる時に渡わたしたはず。

　自由な性格と大喰ぐらいな姿からは想像できないが、茜姫は気に入った物には愛着を持つ性しよう分ぶんのようで親兄弟からの贈り物を大切にしていた。この帯飾りも肌はだ身み離はなさず付けていた記憶がある。

　しかしそれが、何故そんなところに……。

「これは茜の物だ。一体どこで手に入れたのか詳しく教えてくれ！」

「道みち端ばたで拾ったとしか報告を受けておりませんので、それ以上は……。茜姫が落とされたのでしたら見つかって良かった、と話を締しめ括くくりたいところでございますが何か問題が？」

「茜は数日前から行方不明なんだ。美乃と手て掛がかりを探していたところに、お前が帯飾りを持ってきてくれた」

「なんと！　では拾った者を呼び出して現場を詳しく調べましょうぞ。非力ながら、我が日高家もお手伝い致します」

「それは助かる。美乃といい、お前といい本当に南条に尽つくしてくれるな」

「当然のことでございます。長のお役に立つことは日高の誇ほこりにも繫がりましょう」

　その言葉通り、どことなく誇らしげな表情で胸を張った秀嗣の優やさしさに長が感激していた。後ろで長付きの使用人が、美乃の時と同じように心の中で「ちょろい」と呟つぶやいたが。

　日高家の親子に掌てのひらの上でコロコロと転がされている長であるが、立場は誰だれよりも上なので簡単に意見はできない。

　秀嗣が連れてきた一団が道を空けたこともあり、長は迷うことなく茜姫の帯飾りが落ちていたという場所へ向かうため足を進めた。

　だがここで、長の背中を美乃の声が追った。

「お待ちください殿、旭さんに昴と茜姫のことを尋たずねるのでは……」

「美乃、昴は茜と違ちがって男だから放ほうっておいても勝手に帰ってくる。今優先すべきなのは茜だ」

「っ……！」

　先さき程ほどまで美乃に向けていた情のある眼まな差ざしなど無かったかのように、長は早口で美乃の問い掛かけに答えて場を離れていく。

　長に続くのは、側そば付つきの使用人達と秀嗣から道案内を指示された数名だ。秀嗣と一団の多くはまだその場に残っている。

　いくら夫だからと言っても、そう切り捨てられてしまえばそれ以上の言葉を紡つむげない。その無情にも感じる後ろ姿を見送る美乃の気き丈じようそうな目の奥には、押し殺したような光があった。
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　茜姫へ通ずる手掛かりが目の前に吊つるされたのだ。それに向かわないはずがない、と美乃は自らを納なつ得とくさせた。

　言こと葉ば巧たくみに長おさを誘ゆう導どうし、ようやく昴の不在に気付かせたというのに、どう転んでも昴より茜姫が優先されている。そのことが、チリチリと胸の奥を焦こげ付かせるが決して口には出さないよう努める。

　そんな押し黙だまった美乃を知ってか知らずか、実父である秀嗣に付いてきた一団が長い廊ろう下かの先に長が消えたことを確認してから口を開き出した。

「我ら南みなみ鬼おにの有能さを他族に知らしめる時であるのに、戦いくさに乗り気でない上にくだらぬことで子供のように騒さわいで……。ああ、嘆なげかわしい」

「まあまあ。大切な姫ひめが居なくなったのですから、親であれば心配するのが当たり前でしょう」

「日高殿どのは寛かん大だいでございますな。同じ格式を持っておるのに、ここまで違うとは」

　長が居た時と違って随分と口が回る一団の者達の物言いに、美乃はギロリと視線を鋭くして睨にらみ付けた。

　仕える身であるならば、主あるじを敬いこそすれ貶けなすなど許されない。内心が知れた者同士であっても、美乃のような関係者が耳にすることもあるので、不ぶ躾しつけな話は控えるべきだ。

「ご冗じよう談だんはそのくらいに。用も済んだので我が屋や敷しきへ戻もどりましょう」

「それもそうですな。いやぁ、今日の宴えん会かいが楽しみで口が軽くなってしまったようです」

「日高殿が振る舞まってくださる酒は良いものばかりですからな」

　はっはっは、と高笑いをしながら一団の者達は美乃に申し訳程度の会え釈しやくをして場を去っていった。

　そんな無礼な輩やからに業ごうを煮にやした美乃は、美しい顔を盛大に歪ゆがめた。それを見て笑ったのは、未いまだ場に留とどまったままだった秀嗣だ。

　見た目だけでは親子と思われない二人は、その見た目通り親子らしい会話はしない。

「随分と失礼な方々と御ご一いつ緒しよですのね。不敬罪で斬きり伏ふせられたいのかと思いましたわ」

「ほっほ、年寄りの冗談だ。そうピリピリせず聞き流しておくれ」

「笑えない冗談は控えるようご指導なさいませ。長の耳に入ればお父様でも庇かばいきれなくなるでしょうに」

「今は家臣の戯たわ言ごとなど右から左じゃろう。血ち眼まなこになって愛娘を捜さがしておるなど、良い親でないか」

「……お父様はわたくしが行方ゆくえ知れずになった時、同じように捜してくださるのかしら」

「もちろんだとも」

　にこりと笑う秀嗣の顔を見た美乃は、「この狸たぬきめ」と内心でひとりごちながら片眉まゆを上げた。

　昔から娘むすめを南条の長に嫁とつがせることしか考えていなかった実父に、今いま更さら親子の情があるなど美乃は微み塵じんも思っていなかった。美乃自身も秀嗣のことを父として慕したっていない。

　普ふ通つうの家庭であれば、多少なりとも結びつきがあっても良いものだが日高家ではその常識は当てはまらない。何故なら、日高家は血筋にそこまでこだわりを持っているわけではないからだ。

「ところで、本日は秀ひで範のりがご一緒ではないのですね」

　秀範とは秀嗣の弟の子で美乃の血けつ縁えん上では従兄弟いとこにあたる者だ。だが優ゆう秀しゆうで将来を有望視した秀嗣の養子となったため、肩かた書がきは日高家の跡あと継つぎで美乃の兄となっている。

　正直、美乃は秀範にあまり良い印象を持っていない。話しかけても会話が続いたことなど数えるほどしかなく、勤勉さが取り柄えだけのつまらない男だったのだ。

　ただ父が気に入るだけあって、その考え方や意志は父に通じるところがあった。容姿こそ似ても似つかない二人だが、内面は瓜うり二ふたつだと感じたことも一度や二度ではない。

　父は秀範を実の子以上に大事にし、秀範もまた常に父の後を歩く金魚の糞ふんだった。──そんな男が何故か今日は不在だという。

「あやつは少し体調を崩くずしおってのぉ。大事ないが念のため休ませておるのだ」

　心配だ可か哀わい想そうだと語ご尾びに付け加える父を、美乃はじっと見つめた。血縁者だからこそ、気付くこともある。

　父の一見福々しい顔は笑っているわけではなかった。酷こく薄はくそうなうすい唇くちびるは歪み、目が底光りしていることを美乃は悟さとる。

「では今からお見み舞まいに伺うかがっても宜よろしいでしょうか。久々に秀範とも話をしたいわ」

「何を馬ば鹿かなことを。大事なお前に病やまいがうつっては長に申し訳がない。話をするのは次の機会にしなさい」

　その次の機会とやらは本当に巡めぐってくるのであろうか。秀嗣と秀範。腹に一物を抱かかえた輩同士でつるんで、日ひ頃ごろどのような会話をしているのやら。

　年の功のせいか実父の秀嗣から情報を聞き出すのは難しいが、秀範なら美乃でも巧うまく扱あつかえるかもしれない。そう思っているのだが、なかなか機会に恵めぐまれないのが現実だった。

　──ああ、旨うまくいかない。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの足取りで一団を追った秀嗣を見送った美乃は、苛いら立だちのまま長い息を吐はき出した。

　そうして暫しばらく一人で佇たたずんでいると、美乃の側に一人の青年が立った。

「美しいが故ゆえに、憤ふん怒ぬの相にも一層迫はく力りよくが増しますね」

「それは褒ほめられているのかしら。それとも貶されているのかしら」

「南鬼一の美び姫きを前に、貶すなどご冗談を。心からの賛辞を送ったまでです」

「お上手ですこと。そういった世辞は若い娘に仰おつしやいなさい──旭さん」

　声の方を見上げた美乃の視線と交差したのは、青空を写し取ったような瞳ひとみだ。ふわりと揺ゆれたのは、南条に生まれた者が多く持つという金色の髪かみ。その髪かみ質しつの柔やわらかさと似通った微笑ほほえみ方は、年とし頃ごろの娘達の心を摑つかんで止やまないだろう。

　しかし、十五にもなる息子むすこを持つ美乃にそれは通用しない。

　つい今し方姿を現したのか、それとも随ずい分ぶんと前から話を聞いていたのか。それを問い掛けたとしても、のらりくらりとはぐらかされそうだと思いながら、美乃は相手の名を呼んだ。

　くすくすと微笑みながら声を漏もらしていたのは、南条の長の長男である旭だった。

　長を同どう伴はんして向かうことは叶かなわなかったが、会いに行こうと思っていた人物の登場に手間が省けたと思うべきか。

　だが、先程の秀嗣との会話を聞かれていたとなると話は変わってくる。秀嗣が長に対して直接不満を口にしたわけではないが、彼を支持する一団の中にそう思っている者が居ると知れただけで美乃にも弊へい害がいがある。

　同類にされるなんて冗談ではないとばかりに、夫と似た温和な微笑みを浮うかべている旭を睨むようにして見上げた美乃は、話をどれほど聞かれていたのか探さぐりを入れるべく口を開いた。

「近くにいらしたなら、お声を掛かけてくだされば良かったのに」

「親子の仲を邪じや魔まなどしませんよ。それに私が来たときにはお話が終わっていたようですし」

　ということは、長に敬意を払はらわなかった家臣達の言葉は耳にしていないのか。美乃と秀嗣の姿しか目にしていないなら頃ころ合あいとしてはそうなるが、果たしてそれが噓うそか真まことか。

　朗ほがらかな印象しか受けない微笑みを信用して良いものか胸の内で慎しん重ちように判断しながら、美乃は長と性格も似ていると言われる彼を見つめる。

　暫しばし視線を交差させたまま黙っていた二人のうち、先に口を開いたのは美乃からだった。

「お部屋から出ているということは、何処どこかへお出かけになるところかしら」

「ええ、少し気晴らしのため町へ行ってみようと思いました」

「……そう。旭さんにお聞きしたいことがあるのだけど、お時間を作ってもらえない？」

「すぐには無理ですが、町から戻った後ならいくらでも」

　にこりとした微笑みと共に返ってきた言葉は、美乃の希望を叶えているようで叶えていない。

　意訳すれば「今から話をしたい」と告げた美乃に、旭は「後で」と返した。戻った後ならばという言葉は曖あい昧まいで時間も定められていない。

　自分から声を掛けるとも告げないので、「またそちらから尋たずねてこい」という意味になる。

　あからさますぎる対応に美乃は思わず目を細めてしまったが、相手はそんな威い圧あつなどどこ吹ふく風で早々に話を切り上げようとする。

「では、先を急ぎますので」

　旭がどこへ向かうかは分からないが、茜姫が行方知れずという話で持ち切りの今、その対応に向かうのだろうと推測した。

　盛大に舌打ちしたいのを耐たえた美乃は、これ以上この場に居ても無意味だと判断して場を離はなれることにした。

　どうやら旭は美乃の進行方向とは逆に向かうらしく、二人は別れの意味で申し訳程度の会釈をして足を踏ふみ出した。

　美乃の胸を占しめているのは、結局この男も自分の夫と同じで、蝶ちようよ花よと慈いつくしんで育てられた茜姫が可愛かわいいことには変わりないのだという落らく胆たんだった。

　──故に、すれ違ちがいざまに呟つぶやかれた言葉への反応が遅おくれる。

「お互たがい、狸の相手は大変ですね」

「……え？」

　己おのれの耳を疑って背後を振ふり返った時には、既すでに旭は随分と先を進んでいて止まる素そ振ぶりは感じさせない。

　この呟きが一体何を意味しているのか。

　美乃は不意討うちで呟かれた意味深な言葉に、謎なぞと混乱を誘さそわれることになった──。
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　盗とう賊ぞく達の根城となっている古ふる屋や敷しきの大間で、暗くら闇やみに浮かぶようにして青白い光が揺れていた。

　光の正体は紫雨が鬼き道どう術じゆつで作り出した鬼おに火びで、いつか東ひがし鬼おにの地にある村を襲おそった時に使ったものだ。

　命ある者を瞬またたく間に傀かい儡らいへと変えてしまう禁術を容易たやすく操あやつりながら、紫雨は壁かべに身をもたれさせたまま、静かな寝ね息いきをたてている茜姫に目をとめていた。

　少し前まで騒さわがしかった盗賊達の宴うたげも終しゆう了りようしており、部屋の中央に酒さか瓶びんやつまみの載のっていた膳ぜんや器うつわが無造作に床ゆかに転がっている。その中には、豪ごう快かいな鼾いびきをかいている男の姿もちらほら。

　彼らは茜姫に手を出そうとしていた無ぶ粋すいな輩やからではなく、料理を作ったり運んだりしていた盗賊の下したっ端ぱだ。

　騒ぎ疲つかれた酔よっ払ぱらい達を他ほかの部屋へ運んだり、騒ぎすぎた拍ひよう子しに割れた茶ちや碗わんや酒瓶を片付け終えてからようやく彼らも一息つける状態になったのを紫雨は見ていた。

　残っている酒が勿もつ体たいないだ何だと言いながら、細ささやかな宴が始まったのが四半刻前。どの職でも上下関係があるため、愚ぐ痴ちを零こぼしつつ飲んでいた彼らだが──酒には弱かったらしい。

　程ほどなくして酔いつぶれた彼らに紫雨は少し呆あきれたが、自分達の部屋へ戻もどろうとしなかった様子から彼らなりに茜姫の身を案じているのが分かった。

　恐おそらく、大間に紫雨と茜姫の二人だけが残されるのを懸け念ねんしたのだろう。

　紫雨にその気が全くなくとも、見た目は年若い男女だ。二人きりになれば一晩で何か間ま違ちがいが起こっても不思議ではない……と考えたのだと思う。

　酔いつぶれている時点で妨ぼう害がいも何もないのだが、このように空回りをする馬鹿げた者達を紫雨は存外嫌きらいではなかった。もう断だん片ぺん的にしか思い出せない記き憶おくの中に、似た者達がいた気がするからだ。

　それが誰だれだったかなんて自分でも分からないし、誰かに尋ねようにも紫雨の素す性じようを知っている者など存在しない。

　けれど、男達と自分の近くで寝息をたてている茜姫を見ていると不思議と心が穏おだやかになっていた。特に、茜姫の話を聞くのは嫌いやではない。とある声と、よく似ているのだ。

『──さま、──で……？』

　記憶の声が何と言っているかは分からない。でも、似たような呼び掛けを受ければ何を言われていたのか分かるかもしれない。

　故に、傀儡化させる術を使って茜姫に喋しやべらせようと思ったのだが。茜姫が眠ねむるまで交かわしていた会話を思い返すと急にその気が失うせ、闇やみ夜よに浮かべた青白い炎ほのおを消した。

　たとえ茜姫を傀儡にしても、あの声に近いものにはならないと考え直したからだ。

　傀儡は命令に忠実だが感情がない。東鬼の村で試ためした術も、操るだけの人形と化するだけで元の人格は消え失せていた。

　だからきっと、傀儡となった茜姫は紫雨の求めるものを返さない。恐らく声だけが似ているのではなく、茜姫自身が声の主に似ているのではないかとも思った。

「（……この呪のろわれた身に残る記憶など、邪魔なだけだ）」

　自じ嘲ちようにも取れる呟きを胸の内で零してから、懐ふところに忍しのばせてあった苦く無ないを取り出し何かを確かく認にんするかのように、紫雨は己の指先に傷を付ける。

　ピリッと一いつ瞬しゆんだけ痛みが走って赤い筋が走るが、十も数えぬ間に線は消えて元通りになった。

　これは紫雨が何者かに施ほどこされた呪い──禁術の結果だった。

　誰が紫雨をこうしたのかは不明だが、雇やとい主である横暴で無情な男は機き嫌げんが良い時に紫雨のことを「さすが最高傑けつ作さくだ」と絶賛する。

　記憶は曖昧だが、知識は豊富である紫雨は自分の身体からだが禁術に禁術を重ね続けた末に辿たどり着いたものだと結論付けている。

　己が惨ざん殺さつに駆かり立てられるのは血を欲ほつしているからではないか。最初はそう思い、それを信じて紫雨は命ぜられるままに他の鬼の命を奪うばい、その手や身を真っ赤に染めた。けれど、心の渇かわきは癒いやせなかった。

　そもそも何故なぜ自分はこんな術を施されることになったのか。

　自分が作り出された存在なのか、生まれて間もないのか、もともとの身体をこうされたのか。

　雇い主の前で膝ひざをついて命を下される以前の、はっきりとした記憶は存在しない。だが同じような経験をした覚えが何となくあるから、これは初めての雇い主ではないのだと思った。

　しかしその時のことを思い出そうにも、いくら考えても記憶に薄うす靄もやがかかって思い出せない。

　そしてそれは、日に日に遠くなり思い出すことさえ稀まれになっていた。残るのは表情を失った殺さつ戮りくの道具。術による強化かもともと秀ひいでているのかは定さだかではないが、紫雨と互ご角かくに戦える者には出会ったことがなかった。

　──この退たい屈くつな時間は、永遠に続くのだろう。

　半ば諦あきらめていた紫雨の前に、怪け我がを負わない紫雨の身体に傷を付けることができる男が現れた。それが、藤見恭だ。

　鬼としての技量も申し分なく、血と争いに慣れた紫雨の身体を高こう揚ようさせたまま傷を付けられる存在に、自分の永遠に続く時間に終しゆう止し符ふが打てるかもしれない男に、紫雨は歓かん喜きした。

　満を持したら、この男と死合って殺してもらおう。だが負けるのは悔くやしいので相手の男も殺して相討ちで全すべてを終えよう。

　そんな物ぶつ騒そうな結末を考えていた紫雨だが、茜姫の声が切っ掛かけで考え直しても良いかもしれないという感情が芽生えた。

　改めた結果がどうなるかは本人しかあずかり知らぬところではあるが、少なくとも殺さつ伐ばつとした感情と血の香かおりや雨の中で生きていた紫雨の気持ちに変化が訪おとずれたのだけは確かであった。

　この時、藤見恭に立っていた死亡フラグは折れかけていた──。
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　結局、壁かべ際ぎわが嫌だ何だと騒いだ昴くんが眠ったのは随ずい分ぶんと時間が経過してからだった。

　──いや、眠るという言葉には語ご弊へいがある。正確には無む理り矢や理り眠らせたという言葉が正しいのだ。

　強がっていても幽ゆう霊れいが怖こわいのが伝わってくる昴くんは、その恐きよう怖ふを紛まぎらわせるために無む駄だにお喋りをしていた。だから暫しばらくは俺達も付き合って言葉を交わしていた。

　しかし「宴えんもたけなわ」的な空気を出して就しゆう寝しんを促うながすも、素す直なおに従ってくれなかった。さすがに付き合いきれないという空気が俺達の間に流れ始めた時、陽太が行動を起こした。

「南条様は枕まくらが替かわると眠れないお方なのでしょうか？　明日のためにも早くお休みになられた方が良いのですが」

「眠れないものは仕方がないだろ。こんな場所で雑ざ魚こ寝ねするのを受け入れたんだから、就寝時間にまで口を出さないでくれ」

「それは失礼致いたしました。もし眠れないようなら暇ひま潰つぶしに話をしようと思いまして……」

　おお、子供が寝る前に聞かせる童話的な感じか？

　ぶっちゃけ俺は少しでも眠ねむ気けを感じれば工事現場でも寝られる人間だから、昴くんを無視しちゃえばお休み三秒だ。そうしないのは幽霊が苦手という昴くんを不ふ憫びんに思ったからだった。

　まぁ、昴くんを挟はさんで反対側に寝ね転ころんでいる隆哉さんは眠気も我が慢まんも限界に近いようだけど。

　だから陽太の提案には賛成だ。童話を聞かせていれば気持ちも落ち着いて眠ってくれるかもしれないし、何より相あい槌づちを強制的に求められない。昴くんはいい歳としなので就寝前に童話は微び妙みようかもしれないが、俺は大賛成だった。

「（俺もこの世界の童話に興味があるし）」

　寝かしつけの童話と言えば桃もも太た郎ろうや浦うら島しま太た郎ろうが俺の中では定番だ。こういうのは自分が子供の頃ころに聞いていた話をすることが多いそうだが、陽太にとってはどうなのだろう。

　聖さんや要さんにどんな話を聞いていたのかな──って陽太さん。あの、何で部屋の行あん燈どんの火を全部消して蠟ろう燭そく一本にしてるんですか？

　ただでさえ暗くて物もの寂さびしい部屋が更さらに怖くなってくるんですけど。童話にこんな雰ふん囲い気きづくり必要ないよね？　え？

「蠟燭が百本もないので、一話終わるごとに火を吹ふき消して再び灯ともす方法で良いでしょうか」

　ぎえええええええ!?　ちょ、蠟燭百本って百物語じゃないですかヤダー!!　ななな何でこの場でそのチョイスなの？　えっ、そんな雰囲気だった？　幽霊を怖がって喋り続ける昴くんへの嫌いやがらせなの？　それって俺へのイジメにも直結してるんですけど！

「おいおい陽太、本気かよ。今から百も話をする時間あるか？」

「では十物語にしましょうか。数が少なくなった分、怖さも増しますが」

　布ふ団とんに横になったまま頰ほお杖づえをついて隆哉さんが言うけど、違ちがう、そういう問題じゃない。陽太も数を減らせば良いという話じゃない。しかも怖さが増すとか鬼おにかお前。あっ、俺達鬼だったわー、ふははは上手うまいな陽太！　じゃねーよ馬ば鹿か！　俺も馬鹿!!

　二人とも怖い話に耐たい性せいがあるようだけど、ちょっと落ち着いて周りを見てみようか。真ん中の布団の上で涙なみだ目めになってガタガタ震ふるえてる最年少の子がいるんだよ？　その隣となりにも半泣きの俺がいるんだよ？

「ちょ、ちょっと待て！　暇潰しがどうして百物語になるんだっ」

「夜の談話の定番だと思っているのですが。南条様はお嫌ですか？」

「あ、当たり前だ！　べべべ別に幽霊が怖いわけではないが、気分じゃないというか。とにかく僕はそんな話なんて聞きたくな──ぶふっ、げほげほっ！」

　お、おう。昴くんの気持ちは良く分かった。焦あせりすぎて呼吸困難に陥おちいるくらい嫌なのか。もちろん俺も嫌だから全力でその主張をサポートさせて頂きますが。

「陽太、昴殿どのもこう言っているからその話は止やめないか」

「そうですね。話が長くなりすぎると明日に響ひびきますし別のものを考えてみます。南条様、お茶を飲んで落ち着いてください」

　そう言いながら、未いまだ負け惜おしみのような言葉を口にする昴くんを落ち着かせるために陽太が出した茶を飲ませた。

「うぐぐ、何度も言うが僕は怪かい談だんを恐おそれているのではなく、他ほかにも何か……ぐう」

　──その瞬しゆん間かん、ガクッと昴くんの身体から力が抜ぬけて布団に突つっ伏ぷした。突っ伏……え？

「ふぅ。これで静かになりましたね」

　とニッコリ笑え顔がおで謎なぞの粉末が入った小こ瓶びんを懐ふところにしまう陽太に、俺と隆哉さんが同じタイミングでごくりと喉のどを鳴らした。コイツ滅め茶ちや苦く茶ちや自然に一服盛りやがった。それに何だそのやり切った感満まん載さいの微笑ほほえみは。

　きっとあれは即そつ効こう性の眠ねむり薬だ。大だい丈じよう夫ぶ、昴くんは無事だ。いくら陽太でも息の根までを刈かってしまう物騒な代しろ物ものではないことを心の中で祈いのりながら、俺達は何度もガクガクと頷うなずいた。

　これはアレだ。深く考えたり突っ込んだりしちゃ駄だ目めなやつだ。うん、昴くんのことは忘れよう。そうしよう！

　ようやく静かになった室内で、誰だれかが漏もらした溜ため息いきが聞こえた。

　今いま更さらな説明かもしれないが、俺達は囲い炉ろ裏りの部屋から更に一つ奥へ進んだ部屋にいる。その中央に陽太が三つの布団を並べて敷しいてくれた。

　並びとしては真ん中に昴くんで、右みぎ隣どなりが俺で左隣が隆哉さんだ。布団は人数分あるが、この中で一番地位の低い陽太は周囲の警けい戒かいをするため横になって休むことはない。

　囲炉裏の部屋の壁かべに背を預け、いつでも動けるよう片かた膝ひざを立てた体勢は隙すきがないように見えた。普ふ段だん腰こしにある脇わき差ざしを胸に抱かかえて俯うつむいているので、もしもの時はそれで応戦するらしい。

　隆哉さんもすぐ手が届く場所に自分の刀を配置して眠っていた。かくいう俺もそれに倣ならって二本の刀を自分のそばに置いた。

「（実感はないけど、東ひがし鬼おにの地じゃない場所に居るんだよなぁ）」

　藤見からたった数時間の距きよ離りだけど、ここは俺が今まで安心して寝ね泊とまりしてきた東鬼が統すべる地ではない。

　ゴロンと横たえていた身体からだを仰あお向むけにすると、見慣れない天てん井じようが目に入る。それは藤見にある自室のものでも、東条の城下町にある師し匠しようの家のものでも、最近やっと滞たい在ざいを許された東条の城のものでもない。

　人の顔にも見える不気味な染しみを数えながら思うのは、今まで自分の身に起こったことだ。

　自じ動どう販はん売ばい機きのボタンを押しただけなのに、禁術を使ったキョウ様に強制的にこの世界へ召しよう喚かんされて同どう姓せい同名で同じ顔をした彼になった俺。

　影かげ獣もののユキちゃんと契けい約やくしたり、東鬼の長おさに嫌きらわれたり、超ちよう絶ぜつ美少女の花姫ひめ様と知り合ったり、封ふう移い師しに弟子でし入りしたり、郷ごう田ださんの故郷で西鬼と戦ったり、今こうして南鬼の地に足を踏ふみ入れたり。

　まるで夢のような日々に時折幸せを感じながらも、己おのれの想像以上に物ぶつ騒そうで死が近くにある「この世界の現実」に戸と惑まどう。

　平和な現代日本でぬくぬくと育ってきた俺の常識を遥はるかに凌りよう駕がする自分の立場が、最近ようやく理解できてきた。──弱いままではいられない、と。

　伸のばした手に触ふれたのは、鍛か冶じ職人見習いの吾ご助すけから預かった刀だ。キョウ様の刀を抜くことができない俺が戦うための、唯ゆい一いつの武器。

「（明日の俺もまた、とんでもない事件に巻き込まれていくんだろうな）」

　そんなことを考えながら天井の染みを何気なく数え続けている内に眠気が襲おそってきて、俺は数分もしない間に意識を手放した。







　──夢を見た。

　白黒で彩さい度どのない風景の中で、二人の見覚えのない男が背を向けて歩いている。一人が先行して進み、その半歩後ろをもう一人が追っている。

　二人が進んでいるのは、背の高い木々が辺りに生えている森の中だ。森に吹き抜ける風によって葉が揺ゆれる音や、彼らが踏みしめる土の音が俺の耳に届いた。だが、何故なぜか彼らの会話だけが聞こえない。

　もっと近くに行って確かく認にんしようにも、俺と彼らの距離は全く縮まらず離はなれることもない。一定の距離を保ったまま後ろ姿だけを眺ながめて、ただただ時間だけが過ぎていく。

　どのくらい経過した頃だろう。

　白黒で味気なかった世界が何故か徐じよ々じよにセピアになり、他の色も取り戻もどしていく。俺の位置から前を歩く男二人へ向かうようにして世界が色を取り戻していき、ついにそれが二人へ辿たどり着いた。

「（──赤い、髪かみ？）」

　最初に目を引いたのは、俺に背を向けている男の内の一人の髪の色だった。それは燃えるような赤で、緑という落ち着いた森の中では非常に目立っていた。残るもう一人の男の髪は濃こいめの茶ちや髪ぱつという特に珍めずらしくない色だ。

　その代わりと言っては何だが、赤い髪の男に話しかけた彼の声を拾うことができた。

『──……』

「（あれ？　これって確か……）」

　その声には聞き覚えがあった。すごく身近で聞き慣れた声だ。そう、この声の主は──。

　だが夢はそこで途と絶だえてしまった。

　もっと二人の会話を聞こうと耳を澄すましたことによって、別の声が俺を呼んでいることに気付いたからだ。一度それを認にん識しきしてしまうと意識がそちらへばかり集中してしまい、付かず離れずを保っていた俺との間にだんだんと距離が出来始めた。

　その結果、声に急せかされるようにして一気に意識が夢から現実へ引き戻されたというわけだ。

「──ぅ、おいっ、恭！」

「……何でしょうか、昴殿」

　俺を切せつ羽ぱ詰つまった様子で呼んでいたのは、布団に丸まったまま顔だけを出した昴くんだった。

　何だこのカタツムリは……と起き抜けの頭で思ったが、まだ身体が睡すい眠みんによる休息を欲ほつしているので言葉が巧うまく紡つむげない。

　もう一度まどろみの中に沈しずむのを我が慢まんして室内に目をやれば、静かで暗いことが分かった。

　戸や窓の隙すき間まから光は漏れていないので、外も同じ暗さなのだろう。起きるにしては早すぎる時間帯だと思う。

　陽太によって強制的に寝ねかしつけられたせいで早起きをしてしまったのだろうか。だとすれば二に度ど寝ねをお勧すすめする。だって俺はまだ眠いんだもん。

「まだ夜は明けていません。もう一度お休みになってはいかがでしょう」

「馬ば鹿か、そんなことを言っている場合か！　自分の兄と従者が消えたというのに何故そんなに落ち着いていられるんだっ」

　は？　俺の兄と従者って隆哉さんと陽太のこと？　二人が消えたとか何のこっちゃ。

　変な夢でも見て混乱しているのかと思ったので、昴くんを挟はさんで俺とは反対側に寝ているはずの隆哉さんを確認するために上半身を布ふ団とんから起こした。

「（どうせイケメンは寝顔もイケメンなんだろうな。落書きでもしてやろうか）」

　なんて小学生レベルの悪戯いたずらを考えながら隆哉さんに目を向けた──が、隆哉さんが使っていた布団はもぬけの殻からだった。

　たまたま昴くんが起きる直前にトイレへ行ったのかと考えたが、昴くんの言葉通り隆哉さんの他に陽太も居ないことに気付いた。いくら夜中だからって、男二人が連れ立ってトイレに行く可能性は低い。

　俺が眉み間けんに皺しわを寄せたことで、異常さを認識したと解かい釈しやくした昴くんは焦あせったような声こわ音いろで話を続けた。恐きよう怖ふからか、昴くんは顔の半分──口元までも布団に隠かくしてしまった。目元しか出ていなくて不気味だ。

「それとなく長屋内の気配を探さぐったんだが僕達以外は居ないようだ。な、なあ、どう思う？」

「どうと言われましても……。夜風に当たりに行ったか、酒場にでも足を運んだのでは？」

「いいや、これはきっとこの家に蔓延はびこる怨おん霊りようの仕し業わざに違ちがいない！　戸にはちゃんと衝つい立たて棒があるから二人が外に出た可能性は消える。だが姿が見えない。侵しん入にゆう者の痕こん跡せきもないし、まるで見えない何かに攫さらわれてしまったような……。そう、これは神かみ隠かくしの類たぐいだ！」

　ちょ、ちょっと昴くん落ち着いて。やけに口調が強くてハキハキ喋しやべっているけど、それ全部カタツムリ状態の布団の中で言ってるから聞き取りにくい！　あと本当に怖こわいからそういう話は控ひかえて下さいお願いします。ちびっちゃうから！

　でも昴くんの話通り、確かに戸には外から人が入れないよう衝立棒が付けられたままだ。窓から侵入するにしても格こう子し板があるので人が通り抜ぬけるだけのスペースはない。たとえ抜けられたとしても、大人の男二人をそこから連れ出すには無理があるだろう。

　他ほかに出入り口はなく、いよいよ本当に幽ゆう霊れいが二人を攫ったという非科学的な可能性しか残らなくなってきた。だが是ぜが非でも間ま違ちがいであって欲しい。犯人が幽霊とか本当に笑えない。誰だれかこの密室トリックを解いてくれる名探たん偵ていの召喚をお願いします!!

　なんて馬鹿なことを切望していると、隣となりのカタツムリ……じゃなかった。昴くんがポツリと呟つぶやいた。

「それにもしかすると、次は僕の番かもしれない」

　カタツムリ状態から再び顔全部を出してそう漏もらした昴くんの顔色は真っ青だった。

　加えて全身を携けい帯たいのバイブレーションのように小刻みに震ふるわすので、何とか宥なだめながら何故そう思うのか聞き出すと世にも恐おそろしい答えが返ってきたではないか。

「夢の中で何者かに足を摑つかまれたんだ。逃にげたり暴れたりさせないため、わざわざ痛む方の足を摑んで離してくれない恐ろしい夢だった」

「え」

「逃げようともがく度たびに強い力で押さえつけられて、嫌いやだ触さわるなと叫さけんでも手が離れることはない。だが僕も男だ。簡単には諦あきらめず、幾いく度どとなく抵てい抗こうした。でもそれは無む駄だに終わった。気が付けば──僕の足は動かなくなっていたんだ」

「……」

　ちょ、あの、それガチでやばくない？　攫う前に夢に出て来ることを親切だと思えば良いのか、恐怖を先に与あたえる分容よう赦しやないと思えば良いのか。

　どちらにせよ、昴くんが見た夢が幽霊と繫つながりが深そうなことは確かだと思った。そうなると、俺が見ていた夢も黄よ泉みの国への道案内的な類だった可能性も浮ふ上じようしてくる。

　次が昴くんなら必然的に最後に残るのは俺だ。

　これはホラー系のゲームでよくある、仲間が一人ずつ減っていって最後には自分だけが残ってしまうアレか。幽霊の猛もう攻こうを避よけながら謎なぞを解いて仲間を救ってハッピーエンドを目指すという……。だがコンティニュー機能はない。詰つんだ。俺の人生終しゆう了りようのお知らせである。

「（せめて陽太が残ってくれていたら、少しは違ったかもしれないのになぁ）」

　決して昴くんが頼たよりないとか役に立たないとか、そういう話ではない。ただ同じ幽霊苦手同士では、心こころ許もとないというか何と言うか。

　だから幽霊なんて鼻で嘲あざ笑わらってしまいそうな陽太が味方にいれば、とても心強かったのだが。

　……いや、待てよ。味方と言えばもう一人（？）俺の影かげの中に居るじゃないか。そう、ユキちゃんだ。俺的には完全にペット感覚で愛めでている仔こ猫ねこちゃんだけど、ああ見えて影かげ獣ものという優ゆう秀しゆうな護衛なのだ。

　彼女なら主あるじである俺に身の危険が迫せまっているとなれば、全身の毛を逆立てて果か敢かんにも幽霊に立ち向かってくれるはず。

　ん？　仔猫に頼って恥はずかしくないか？　馬鹿、幽霊様に人間が敵かなうはずないでしょ！　それに動物は幽霊的なものを察知する能力に長たけているとか何とか。うろ覚えだけど。

　兎とにも角にも、まずはユキちゃんを呼び出してみよう。

　こうして昴くんと二人で震えているだけでは何の解決策も出てこないので、少しでも頼りになる味方を増やさなくては。

　──そう思って、影に向かって心の中で「ユキちゃんやーい！」と呼び掛かけたのだけど。

「っ……!?」

　俺の影から浮うき上がるようにして出てきた仔猫は、小さな身体からだを横たえたままだった。

　いつも呼び掛けに応こたえて元気いっぱいで飛びついてくる姿ではなく、全身の力が抜け落ちてしまったかのようにぐったりとしている。

　普ふ段だんとのあまりの落差に、心臓の辺りが一気に冷えていく感覚がした。

「（ぎゃああああ！　ゆゆゆユキちゃんどうしたの!?）」

　何とか悲鳴を上げるのは堪こらえたが、全身から噴ふき出る冷や汗あせは止まらない。まさかこれも幽霊の仕業か！　と思いながら布団の上で横になっているユキちゃんを慌あわてて抱だき上げた。

　意識のないものは普段より重く感じると聞くが、確かにその通りだった。ご機き嫌げんな鳴き声も可愛かわいい猫ねこパンチも返ってこないことに涙なみだを零こぼしそうになりながら、ユキちゃんの身体に手を這はわせる。

　──とくん、とくん。

「（良かった、心臓はちゃんと動いている）」

　伝わってきたのは、確かな心音だった。それが確かく認にんできただけでも酷ひどく安心してしまった。

　だが他に問題があるかもしれないと考えた俺は、なるべく慎しん重ちように、それでいて素す早ばやくユキちゃんの身体に異変がないか調べ続けた。

　結果、幸いなことに異常は見受けられなかった。

　呼吸も落ち着いていて深い。時折小さな鼻や口元がピクピクと動いて鳴き声のようなものを漏らすが、小さな身体は規則正しく上下している。それを確認して俺は安あん堵どの息を漏らした……って、これ爆ばく睡すいしとるだけやないかーい！

　幽霊に眠ねむったままにされている可能性もゼロではないが、この幸せそうな顔は確実に爆睡中のものだ。うんうん、仔猫だもんね。夜中に呼び出されても寝ねてるよね。それを先読みできなかった俺が悪いよね！

　ちょっと腹が立ったので、俺は大人げなくユキちゃんの足の裏をこちょこちょしてやった。すると、ユキちゃんはくすぐったそうに足を動かしてくすぐり攻こう撃げきから逃げようとする。足の裏を追ってはくすぐり、逃げては追ってくすぐる、という攻こう防ぼうが何度か続いた。

　……やべぇ、ユキちゃん超ちよう可愛い。もうこれだけで全部許せるわ。荒すさんだ気持ちが癒いやされた。

　まぁ若じやつ干かん釈しやく然ぜんとしないままではあるけど、ユキちゃんが爆睡中なので俺の身に危険は迫っていないと判断して良さそうだ。

　つまり俺の隣に居るカタツムリの話は全部勘かん違ちがいかもしれないということで……。俺の可愛いユキちゃんとカタツムリの話、どちらを信じるかなんて決まり切っている。

「昴殿どの、それは夢見が悪かっただけでしょう。心配せずとも兄上も陽太もすぐに戻もどってきます」

「お前は次が自分じゃないからそんなことが言えるんだ！　きっと僕はもうすぐ怨霊に足を摑まれて地の底へ引き摺ずり込まれるんだ！　いやだあああああああ」

　と泣き叫びながら昴くんはカタツムリのまま左右に転がり始めた。ゴロゴロカタツムリとか邪じや魔ますぎる。怖い夢を見た後なので気持ちは分からなくもないが、転がって時々俺にぶつかってくるのは止やめてほしいんですけど。

　それに今はまだ夜が明けていない時間帯なので、近きん所じよ迷めい惑わくだと苦情がくるかもしれない。カタツムリを落ち着かせるために、自分のもとへ近寄ってきたタイミングで布ふ団とんを軽く叩たたいてやる。

　そうすることで中から渋しぶ々しぶ昴くんが足あし下もとを気にしながら半泣きの顔で姿を見せた。たぶん、夢で見たという幽霊の手に足を摑まれて引き摺り込まれるのを警けい戒かいしているのだろう。

「そんなに怯おびえなくても、怨霊など存在しませんよ」

「ふ、ふん。そうやって油断させておいて僕を地面へ引き摺り込む作戦なんだ。だから下に十分注意を払はらっておかなくては──」

『そう思わせておいて、実は上から振ふってくる場合もあるのですよ』

　と天てん井じようから人らしきものが逆さ吊づりの状態で俺達の前に現れた。
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　ぶらーんと揺ゆれる頭上からの来訪者に、足下ばかりを見ていた昴くんの目が注がれる。時間にして一いつ拍ぱくか二拍ほどの間しかなかったが、きっと昴くんにとってその時間は永遠に近いものであっただろう。

「ぎゃあああああああああああああああ!!」

　左右と向かい十軒けんほどには余よ裕ゆうで届いたと思われる悲鳴を上げた昴くんは、そのまま泡あわを吹ふいて昏こん倒とうしてしまった。

　ちなみに俺は一いつ瞬しゆん自分の心臓が止まったような気がした。完全に停止しなかったのは、この逆さ吊りの幽ゆう霊れいもどきが誰だれかすぐに理解できたからだ。

　気絶した昴くんを眺ながめていた逆さ吊りの人物は、逆立ちの要領で床ゆかに手をついてから無事に着地した。やれやれと肩かたを竦すくめながら呆あきれたような溜ため息いきを吐ついたのは、不在であった赤髪がみの俺の従者だった。

　足下警戒中の昴くんに向かって天井から脅おどしを仕し掛かけるなんて、陽太くんマジ鬼き畜ちく……。

「まさか気絶なさるとは想定外です。恭様は全く動じておりませんのに南条様ときたら」

　いや、俺は絶ぜつ叫きよう型の昴くんと逆でびびりすぎて反応できなかっただけなんですけど。言わば硬こう直ちよく型ってやつです、ハイ。

　というか、わざわざ「実は上から～」と言いながら現れたのって、少し前から俺達の会話を聞いていたってことだよな？

「……随ずい分ぶんと心臓に悪い登場だな」

「興味深い話をなさっていたので、可愛いお茶目で緊きん張ちようを解いて笑いを取ろうとしたのですが、少し刺し激げきが強すぎたようです」

　失敗失敗、と言いながら笑え顔がおで昴くんを見下ろす陽太からは、反省の色など全く窺うかがえない。

　トラウマレベルの恐きよう怖ふを与あたえておきながら、謝罪する気など微み塵じんも感じられない陽太に俺は渋じゆう面めんを作って釘くぎを刺さしておく。

「昴殿が気付いたら謝罪するように。ところで何処どこへ行っていたんだ？」

「要兄上が戻られたので隆哉様と迎むかえに出たのですが、衝つい立たて棒の置き方が悪かったのか扉とびらを塞ふさいでしまっていたようで。恭様達を起こしてしまうのは申し訳なかったので、天井裏から屋内へ侵しん入にゆうを試みました」

　と陽太は柔やわらかに笑った。

　だが言わせてもらおう。戸を叩いて開けるよう言ってくれた方が、俺の為ためにも昴くんの為にもなっていたと。

　たぶん昴くんは暫しばらく一人で眠れないし、夜中にトイレも行けないと思う。陽太のお茶目が完全にお茶目の許容範はん囲いを超こえていて、怒いかりも吹っ飛んだわ。

　おっと、それよりも要さんが何とか言ってたな。

「茜姫の居場所を突つき止めたのか？」

「それに関しましては、今から兄上が報告してくださいます。少しお待ちくださいね」

　話を切って陽太が向かったのは長屋の出入り口だ。先程説明された通り、衝立棒が変な位置に嵌はまって戸を開けられなくなっていたようだ。

　だから、陽太が天井から現れたのか。外から声を掛けてくれれば良かったのに。

　全すべては偶ぐう然ぜんが重なっただけなのだと納なつ得とくしつつ、陽太が戸を開けている間に俺は抱きかかえていたユキちゃんを影かげへ戻し、倒たおれている昴くんを布団へ横たえてやった。カタツムリのせいで布団がぐちゃぐちゃだが、そこは気にしない。

　夜よ闇やみのしっとりとした風によって流れる空気と共に入ってきたのは、優やさしげに微笑ほほえむ要さんと腹を抱かかえて声を殺したまま爆ばく笑しようし続けている隆哉さんだった。

　この明らかな器うつわの大きさの違ちがいに、自分の兄である隆哉さんが心の底から残念に思えた。

　たぶん二人も俺と昴くんの会話を聞いていたのだと思う。

　陽太のようなお茶目と称しようした嫌いやがらせにまでは発展していないが、昴くんの絶叫を聞いて息ができないくらい爆笑している隆哉さんは最悪以外の何ものでもない。

　そんな風に俺が蔑さげすんだ目で隆哉さんを見ていることに気付いた要さんが、苦く笑しようをひとつ。止めたけど止め切れなかったという意味だろうか。

　そうこうしている内に陽太によって部屋の行あん燈どんに火が灯ともされ、暗くら闇やみだった室内が仄ほのかに明るくなった。

　俺達は未いまだヒーヒー言っている隆哉さんを放置して、囲い炉ろ裏りのある部屋へ集まって陽太がお茶を淹いれてくれるのを待っていた。

　その間に、要さんがこんな時間に戻ったことに対して頭を下げた。

「恭様、お休み中に失礼しました。夜よ更ふけに報告に上がるのはどうかと思ったのですが、早い方が良いと思いましたので……」

「気にしないで下さい。攫さらわれた茜姫を救うのに、時間を惜おしむべきではありません。むしろ気付くのが遅おくれてしまい恥はずかしいくらいです」

「ふふ、隠おん形ぎようの術が得意な身なので気付かれてしまうと困るのは私です。隆哉様と陽太には主従や血の繫つながりが関係して悟さとられてしまいますが」

　なるほど、この二人が特別なだけで俺が鈍どん感かんだったというわけではないんだな。つまりこの場に正人さんや直なお哉やさんが居ても要さんの接近には気付かなかった、と。

　でも気を配っていなかったとは言え、キョウ様の感覚を以もつてしても気付かせないなんて、流石さすがというか何というか。つくづく篠崎家の血が優ゆう秀しゆうなのだと実感する。

　主従の繫がりがありということは、俺も陽太と何かできるのかな？　テレパシー系の能力があれば便利だし、あとで聞いてみようっと。

「だから一足先に二人が動いたのですね。では、兄上にはもう報告を？」

「ええ、隆哉様と陽太には少しだけ。でも更さらに詳くわしい話は南条様が目覚めてからと思いましたが……。そうですね、恭様にも先に少しお話ししましょうか」

　ちょうど陽太が人数分のお茶を用意し、各自一口飲んで喉のどを潤うるおした。少しぬるめの温度で淹れられているのは、こうなることを予測してのことだと思う。

　閉めた戸や窓の隙すき間まから覗のぞく夜闇の色が薄うすれてきているのを感じて、夜明けが近いのだと分かった。

「茜姫はここから一刻半ほど離はなれた森の中にある古ふる屋や敷しきに囚とらわれていました。盗とう賊ぞくの数は二十ほどでしょうか。統とう率そつ性はなく、寄せ集められた集団という印象でしたね」

「その程度の相手なら要さんが奪うばい返してこれたのではありませんか？」

「残念ながら茜姫の周りに結界が張られていたので手出しできないようになっておりました。盗賊を倒すのは可能だったと思いますが、あの結界を解くには一人では時間が掛かかりますね」

「結界？　確か南みなみ鬼おには鬼き道どう術じゆつを扱あつかうのが苦手だったような……」

「侵入者用ではなく、どちらかと言えば盗賊対策でしょうか。術自体は複雑ではないものの強力でしたので、誰も手出しできないようにしているという印象でしたね」

「なるほど。大切な人ひと質じちだから盗賊達が手を出さないように張った、と」

「恐おそらくそうだと思います。術者は不在のようでしたが交戦中に鉢はち合あわせると分が悪いと思い、情報収集に徹てつしました」

　ふむふむ、茜姫は大勢の盗賊に攫われたけど結界に守られているので無事っと。その結界を張った術者が強敵な気がするが、逆から考えれば術者さえ何とかできれば茜姫を救い出すのは簡単ということだ。

　狙ねらい目は術者が不在の時で、時間を掛けず素す早ばやく決行できるかが鍵かぎになると思う。厄やつ介かいなのが茜姫を守っている結界なのだけど、それがどのくらいで解けるものなのか……。

　強力な結界を張れるほどの術者なら他ほかの鬼道術にも富んでいる可能性が高いし、何より『南鬼は鬼道術が苦手』を想定していた俺達への番ばん狂くるわせになる。その辺りのことも踏ふまえて、昴くんも加えてから更に詳しく話し合いたい。

　そう思いながら隣となりの部屋で眠ねむっている昴くんへ目を向けると、タイミングよく小こ柄がらな彼が布ふ団とんの中でもぞもぞと動いた。

「南条様が目を覚まされたようですね」

「陽太、南条様は大きな声を出したので喉を痛めているかもしれない。この薬を溶とかした白さ湯ゆをお出ししなさい」

「はい、兄上」

　要さんが言う「大きな声」とは天てん井じようから逆さ吊づりになった陽太を見た時に上げた絶ぜつ叫きようのことなんだけど、誰だれもそのことにツッコミを入れない。

　俺は口元を引き攣つらせているし、隆哉さんはその時のことを思い出してまた肩かたを震ふるわせていた。篠崎兄弟に至っては完全に他人ひと事ごとである。

　気絶した昴くんが逆さ吊りの幽ゆう霊れいを陽太だと気付いているのかは不明だが、理解していないならそのままにしておこうという考えが伝わってくる。何て奴やつらだ……。

「（俺なら暫く夜中に一人でトイレに行けなくなるわ）」

　と情けない自分を自覚しながら、陽太がお盆ぼんに湯ゆ吞のみを載のせて昴くんのもとへ行くのを眺ながめていた。

　だが昴くんは、白湯の入った湯吞を差し出す陽太を滅め茶ちや苦く茶ちや拒きよ否ひってる。幽霊の件は気付いていないようだが、たぶん強制就しゆう寝しんさせられた時のことを警けい戒かいしているのだろう。

　まぁ、昴くんの気持ちはよく分かる。俺も陽太が「お身体からだに良い薬湯です」とか言いながら湯吞を差し出してきたら断りたくなるし。だって篠崎家の調合する薬ってよく効くけどこの世のものとは思えないほど苦いし。

　昴くんとは別のトラウマスイッチだけど、飲みたくない気持ちは同じだもんね。──あ、顎あごを摑つかんで無む理り矢や理り飲まされてる。昴くん、南な無む南無……。

　白湯を飲んだ直後、あまりの不味まずさに昴くんが一いつ瞬しゆん意識を失ったようだ。だが昴くんの中で二度目の気絶を防ごうと自動的に根こん性じようが働いたらしく、すぐにぐらついた頭を元の位置へ戻もどした。半泣きで口を押さえるだけに留とどまった彼へ賛辞を送りたい。

　陽太が作った特効薬は飲んだ後も鼻の奥に長時間薬やく臭しゆうが残るので、恐らく要さんが作った薬も同じなのだと思う。それを文句も言わず我が慢まんしている昴くんを尊敬の眼まな差ざしで見つめた。

　篠崎家の激マズ薬を飲まされるのは主従になる俺達の通過儀ぎ礼れいのようなものらしく、身に覚えがありまくる隆哉さんが子供の成長を実感した親のような顔をしている。

　そんな俺達の生暖かい視線に迎むかえられながら、昴くんが囲炉裏のある部屋へ陽太と共にやってきた。

　顔色が悪いのは半分薬のせいだと思うが、残りの半分は茜姫を心配してのことだろう。穏おだやかな表情の要さんとは逆に、焦あせりを滲にじませた表情で問い掛けた。

「茜は何か危害を加えられていなかったか。ま、まさか男共の慰なぐさみものになんてことは!?」

「私が見た限りでは心身ともに無事でございました。心細くて泣いていても不思議ではないのに、茜姫様はとてもお強い方ですね」

「そ、そうか、無事が確かく認にんできて良かった！　だがいくら気き丈じように振ふる舞まっていても一人では心細いはずだ。何か他に気付いたことはないか？」

「あえて申し上げるなら食事の量に不満をお持ちのようでしたよ。町の市場で食料を大量買いする男達を見かけたのですが、あれだけでは茜姫様はさもしい思いをなさるでしょう」

「しょ、食欲があるのは元気な証しよう拠こだ！　食べないより食べる方が良いに決まっている」

「ええ。やはり食事には色々とこだわりがあるらしく、厨くりやを任されている盗賊の者と親しくなって見事に掌てのひらの上で転がしておいででしたよ」

「……そりゃあ不味いより美味うまい方が良いに決まっているだろう？　それに食べ物を拒きよ否ひする茜なんて茜じゃないからな！　食欲のない茜なんて一度も見たことはないが」

　昴くん、最後のボソッと呟つぶやいた一言は必要なかったんじゃ……。

　でも無理矢理ポジティブに受け取っている昴くんほどではないが、俺も茜姫が無事だと分かって一安心している。

　ここは異世界だけど、戦国時代は女性より男性の方が優位だったと認識している。大喰ぐらいだけど見た目は美少女なので、茜姫とお近づきになりたいと思う輩やからも少なくないと思ったのだ。

　でも茜姫は相手を自分のペースに巻き込み、うまく自分の身を守っている。結界を張ったという術者の働きも大きいが、純じゆん粋すいに茜姫は心が強いのだと感じた。

　直接茜姫の状じよう況きようを確認してきた要さんも俺と同じ印象だったのか、安心させるよう微笑んで話を続けている。

「茜姫様はとても聡そう明めいな方でいらっしゃいます。あのような場は少しでも臆おくしてしまえばなし崩くずしに精神が衰すい弱じやくするものです。自我を保つことが大切だと理解なさっておいででした。ですから、南条様が助けに来てくれると信じていらっしゃいますよ」

「……僕は早く助けてやりたい」

「ええ、そのためにも十分な準備と万ばん全ぜんの策が必要なのです。屋や敷しきの構造は把は握あくしてきましたので、我らで囚われの姫ひめ君ぎみを救いに参りましょう」

　言い方は柔やわらかいのに、要さんは昴くんの士気を上げるような言葉を紡つむいだ。これは自分が何も出来ていないと落ち込んでいる昴くんを励はげましているのだと思う。

　やる気を出させるだけじゃなく、心のケアまで心得ているとは。俺の目には要さんが西洋の王子様顔負けレベルでキラキラ輝かがやいているように見えてきた。要さん、まじロイヤル。

「幸いにも茜姫様は暫しばらくあの古屋敷に身を置かされるようです。子細は不明ですが、盗賊を雇やとい入れた者の都合で身み柄がらの引き渡わたしに数日かかるらしく」

「その前に俺達がお姫様を奪い返すってことか。いいねぇ、盗賊からお宝を盗ぬすむなんて最高じゃねーか」

「隆哉様、生半可な気持ちでは大事を成し遂とげられませんよ。悪ふざけは控ひかえてください」

「へぇへぇ。怖こわい従者様のご指示に従いますーっと」

　軽口を叩たたき合う二人から漂ただようのは、友人同士にしか思えない穏やかな空気だ。主従という関係があるにもかかわらず、彼らは自然と仲の良い姿を感じさせている。俺と陽太もこんな風に他者の目に映れば嬉うれしいな、と二人を眺めながら思った。

　──そうこうしている内に、要さんが古屋敷の見取り図を描かく作業に入った。

　いつの間にか用意されていた文ふ机づくえの上に大きめの紙を広げ、懐ふところから細ほそ筒づつを取り出した。それは筆箱の簡易版のようなものだったらしく、中から細筆が出てきた。

　机は前の住人が使っていたものだろう。陽太がこの長屋を借りた時にでも見つけておいたのだと思う。

　物差しも使わず綺き麗れいな直線を引いて見取り図を描いていく要さんと指示を受けて手伝う陽太を見て、昴くんが感心したように息を漏もらした。

「上手うまいもんだな。前から思ってたんだが、お前達本当に何でもできるんだな」

「何でもというわけではありませんが、我ら篠崎は他者の手を借りずに主あるじの役に立つことを心こころ掛がけております。幼き頃ころより多くの教育を受けますので」

「ふーん……篠崎家が故ゆえに、ね。お前もこんな風に見取り図が描けるのか？」

「要兄上ほど手早くはありませんが、正確なものを描けると思います」

　と答えた陽太に、昴くんが楽しそうな顔を向ける。歳としが近いので陽太の万ばん能のうさを羨うらやむかと思ったが、敬う気持ちの方が勝まさったようだ。

　しかし次に何を考えたのか、昴くんはキラキラさせていた表情を不思議そうなものへ変えて首を傾かしげた。

「それだけ優ゆう秀しゆうなのに何で変われないんだ？　必要な条件は揃そろってると思うが」

　その言葉が何を意味しているのか俺には分からなかったが、見取り図を描いていた要さんの手がピタリと止まり、陽太が顔色を変えて息を吞のんだ。隆哉さんも湯吞に口を付けたまま動きを止めている。

　あれっ、俺だけ仲間はずれ？　と思って慌あわてて表情を「俺も気になります」みたいなものに変えたのだけど、周りには気付かれなかったようだ。セーフ！

　そんな俺のカモフラージュを他所よそに、陽太が緊きん張ちようによっていつもより若じやつ干かん低くなった声で問い掛けた。

「それは先日教えて頂いた南条の文ぶん献けんとやらにも記き載さいされていることでしょうか」

「ああ、載ってるぞ。むしろ文献の半分はその条件を満たすことについての説明だ」

　文献？　あー、東条から藤見へ向かう途と中ちゆうで昴くんが陽太のトラウマスイッチを押しちゃった時の話か。

　あの時は確か、南条の城に陽太のトラウマを克こく服ふくする術が書かれた文献があるとか何とか。昴くんを送るついでに南条の城に行って読ませてもらうか、可能であればレンタルさせてもらいたいな、という感じで落ち着いたように思うのだけど。

　それがわざわざ南条の城まで出向かず、この場で話が聞けるなら聞いておきたい。

　さっきから昴くんがチラチラと俺を見ている気がするが、助け舟ぶねを出せってことかな？　悪いけど俺は陽太の味方だから援えん護ご射しや撃げきをさせてもらいますよっと。

「昴殿、条件が揃っているのでしたら他ほかに何が重要かお話しくださいませんか？　例えばコツのようなものがあるとか」

「コツ？　こう、ピピッときてぐわーっとなってズバーン！　って感じだな」

　ほうほう、なるほど全然分からん。ひとつ言えるのは、昴くんは解説能力が皆かい無むだということだ。擬ぎ音おんばかりで何を伝えたいのかサッパリだった。

　そもそも俺は三人が何の話をしているのか理解できていない。加えてこの説明となると……これは詳くわしく聞き出すには時間が掛かりそうだな、と少しげんなりしてしまった。

　だが陽太と要さんは違ちがったようだ。ついでに言えば、いつの間にか隆哉さんも近づいてきている。

「その『ピピッ』とやらはどういう時に分かるものなのでしょう。何か切っ掛けなどは？」

「身体からだの内から力が湧わき上がる感覚を『ぐわーっと』という認にん識しきでよろしいですか」

「待て待て、俺は満たしていると言われた条件の方が気になる。詳しく話してもらおう」

　三人は至し極ごく真面目まじめな表情で喰くい気味に昴くんへにじり寄って詳しよう細さいを聞き出そうとしている。

　再び昴くんから助けを求めるような視線が注がれているが、さっきも言った通り俺は陽太の味方だ。だから質しつ問もん攻ぜめに遭あっている昴くんを無視して、文机の近くへ移動した。

　昴くんが陽太のために時間を割さいて話をしてくれるなら、俺は茜姫救出のために作成中である見取り図を守る義務がある。

　そう判断した俺はそっと要さんの近くから文机を離はなし、墨すみを乾かわかすためパタパタと手で扇あおいだのであった。二回目だけど、昴くん南な無む南無。
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「……はぁ」

　奥庭にある思し慕ぼの木の幹に背を預けながら、目を通していた書物からふと顔を上げた先にある景色に、東条の美しき鬼おに姫ひめ──花姫の溜ため息いきがひとつ漏れた。

　見える景色は、植しよく栽さいの緑と空の青。そして、ひらり、ひらりと風に遊ばれて舞まう薄うす水みず色いろの葉が数枚。流れるように右へ、操あやつられては左へ。風に遊ばれては再び舞い上がり前後に動く。自然だと思って見ていれば、今度は思わぬ方向に翻ひるがえり、思わず瞠どう目もくする。

　己おのれの身に降ってくるように近づく葉をひたすら見つめたあと、摑つかむべく自分の手を伸のばすけれど、触ふれる事を許さないとでも告げるように、葉は揺ゆれる方向を変えて逃にげて足あし下もとに落ちた。

「……ふぅ」

　葉を拾い上げた花姫ひめはもう一度溜息を吐つき、膝ひざの上にあった書物に栞しおり代わりとして挟はさんで閉じた。その表情は溜息を吐くだけあって、憂うれいを帯びている。

　恭が長おさである東条克かつ彦ひこの命令により南条昴と共に藤見の地へ発たってから幾いく日にちか過ぎた日。

　毎日顔を合わせていた想おもい人が急に居なくなったことで、花姫は心にぽっかり穴が空いたように感じていた。

　側そば付つきの忍しのびである千ち代よが上じよう機き嫌げんで世話を焼いてくれたり、新しく側付きになった薫かおるの話を聞いたり、花姫に料理を教えると息巻いている使用人頭がしらの小萩のお蔭かげで日々は慌ただしく過ぎる。

　けれどこうして偶たまに一人になった時、決まって同じ人物を思い返していた。もちろん口には出さないけれど、周りからも誰だれを恋こいしがっているのか一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

　そんな風に至極分かりやすい態度を取っていると思っていない花姫は、今し方閉じた『愛され妻になれる百の献こん立だて』と表紙に書かれた書物をそっと撫なでた。

　これは小萩から花姫は料理が不得手だと聞いた薫が「お勉強なさいな」と渡わたしてきたものだ。その時側に居た千代が題名を見て苦々しい顔をしたのだが、千代とは逆に花姫は目を輝かがやかせた。

「（お料理が苦手なのは藤見様もご存知だけど、これから頑がん張ばれば良いわ）」

　恭に料理下べ手ただと知られた時は恥はずかしさで穴に埋うまってしまいたいと思った花姫だが、今では評価を覆くつがえしてみせるとやる気いっぱいだった。

　故に、花姫は薫から与あたえられた献立本を基もとに目下修しゆ業ぎよう中である──と言えば聞こえは良いが、実は花姫が料理修業に燃える原因は他にもう一つあった。

　発ほつ端たんは数日前の夕ゆう餉げで出された煮に物ものだった。

　東条に住まう者、滞たい在ざいする者は食事の時間は同じであっても誰とどのように食べるかは決められていなかった。

　婿むこ候補として身を寄せている松まつ倉くらや戸と館だては自分に与えられた部屋で済ませてしまうし、使用人達は仕えている主人の後か仕事を終えてから食べるのが当たり前だった。

　そんな中、花姫は幼い頃ころから余よ程ほどの理由がない限り克彦と共に夕餉の時間を過ごすようにしていた。時にこの中に裡念や蒲がも生うといった古い家臣が混じることもあった。

　そして問題が生じたこの日、花姫は克彦と執しつ務むの手伝いをしていた裡念と三人で夕餉の時間を過ごしていた。

「……ん？　小萩、厨くりや勤めの使用人に変へん更こうがあったのか？」

　その一言を漏もらしたのは、意外にも克彦だった。

　雑食で出されたものなら何でも食べると思われがちだが、味の違いが分かる程度には舌は肥えているらしい。だからいつもと味が違うことにいち早く気付いた克彦が、部屋の脇わきに控ひかえていた小萩に尋たずねたのだ。

「ええ、急な用で帰郷せねばならなくなりましたので、他の者に作らせました。お口に合いませんでしたか？」

「いいや、美味うまいと思ったので聞いたんだ。そいつは普ふ段だんから厨で働いているのか？　違うなら配属を変更した方が……」

「お気に召めされたのでしたら何よりでございます。ですがその者の配属は変えることができません。申し訳ありません」

「どういう意味だ？」

「ご説明しましょう！　うふふ、今日のお料理はわたくしが作りましたの」

　その返事と共に天てん井じようからひらりと降り立ったのは、濃のう紺こんの髪かみと目元の黒子ほくろが印象的な新入り忍にん者じやの薫であった。

　言動が女性的且かつ使用人頭の小萩と旧知の仲ということで花姫付きの忍しのびとして採用された薫だが、特に明確な就業規則が設けられていないため自由奔ほん放ぽうな城勤めをしていた。

　呼ばれてもいないのに姿を現したことと、克彦をあまり敬っていない物言いに小萩の眉まゆがつり上がった。それと同時に克彦の後ろに姿を見せた吾あ妻づまからも怒おこっているような空気が感じられる。

　しかし当人は向けられた鋭するどい視線など気にせず、ニコニコと克彦に笑え顔がおを向けた。

「お料理は得意ですので腕うでによりをかけましたわ。東条の地は色々な食材が豊富ですので、献立に迷いましたがお気に召して頂けて光栄です」

「お前は確か、花付きの忍として新しく雇やとった者だな。名は確か……」

「はい、薫と申します。忍としての腕は吾妻様に問題ないとご判断頂きましたので、そちらにお確かめ下さい」

　促うながされるように克彦が後ろを振ふり返ると、仏ぶつ頂ちよう面づらながらも吾妻が頷うなずいて薫の言葉を肯こう定ていした。その反応に少なからず克彦は目を見張った。

　東条の忍隊を任せて長いが、吾妻が部下の忍達の実力を反論なしに認めるのを初めて目にしたからだ。大たい抵ていの場合「まだ成長過程にあります」や「可もなく不可もなく」と褒ほめているのか貶けなしているのかよく分からない言葉を返してくるのだ。それが、単に頷くだけとは。なかなか腕の立つ者が現れたようだな、と克彦は楽しげに下した唇くちびるを舐なめた。

「お前の作る飯は気に入った。偶に作らせることがあるかもしれないから、そのつもりでいてくれ」

「畏かしこまりました。料理については花姫様の教育係も担になうよう小萩様から賜たまわっておりますので、厨に立つ機会は多いと思います」

　そう言うと、薫はぺこりと頭を下げて元居た天井裏に戻もどるため姿を消した。

　花姫としては薫は護衛としか聞いていなかったので料理の指導役の件は知らなかったのだが、こんなに美味おいしい料理を作れるなら自分も同じようになれるかもしれない。──そう思った矢先のことだった。

「花が料理ぃ？　おいおい、そんなことをすれば膳ぜんの上が目玉焼きだらけになっちまうだろ」

　ケラケラと小こ馬ば鹿かにしたように笑った克彦の言葉に、室内の全員が「あーあ」と呆あきれた顔をした。彼らの視線の先には俯うつむいてぷるぷると体を震ふるわせている花姫の姿がある。

　料理が上達して目玉焼き以外の手料理を恭に振る舞う場面を脳内で想像していただけに、克彦の心無い一言は花姫にとって痛つう恨こんの一いち撃げきとなった。

　だが花姫もただ泣くだけのか弱い娘むすめではない。克彦をキッと強く睨にらんで、少し乱暴に手にしていた小こ鉢ばちと箸はしを膳の上に置いた。

　ガチャン、という音を耳にした克彦がようやく笑うのを止やめ、自分を睨む花姫に首を傾かしげる。

　その「何を怒っているんだ？」と言わんばかりの表情も花姫を煽あおるだけにしかならないことに、本人は全く気付いていない。

「りょ、料理はこれから小萩や薫に教わるので上達しますっ。でも上達して色々なものが作れるようになっても、お父様には絶対に食べて頂きませんから！」

「は？　じゃあ一体誰のために料理を習うんだよ。娘の手料理を食べるのは父親の特権だろ！」

「女性が愛情を込めて作った料理は、恋こい仲なかの殿との方がたや想い人に捧ささげるものです！　お父様はお呼びではありませんわ。食べてくださる殿方でしたら間に合ってます！」

　と花姫にしては珍めずらしく大きめの声でハッキリと告げた言葉に、克彦の思考が完全に停止した。

　その間にぷんぷんとご機き嫌げん斜ななめな花姫が食事を終えて席を立ち、部屋から出て行った。室内に残っている裡念と吾妻は呆れたように肩を竦め、小萩や配はい膳ぜんの世話をする使用人達からは何とも言えない視線が克彦に突つき刺ささった。

　それからようやく克彦が意識を取り戻したのは、カラーン……と己の手にしていた箸が落ちた音を聞いてからだった。

　だが時既すでに遅おそし。愛まな娘むすめである花姫は退席しており、弁解のしようがない。誤解を解くにも半ば本心からの言葉だったので言葉に詰つまるのは自分でも分かっているのだが、とりあえず謝罪は必要だと思った。

　同時に、理り不ふ尽じんかもしれないが一人の男に対して怒いかりが込み上げてきた。

「花の手料理が食べれない、だと？　くっ……これは全すべて恭のせいだ。帰ってきたら十発ぐらい殴なぐりまくってやる。絶対に許さん！」

　いや悪いのはアンタだろ、という声にならないツッコミが周りから入ったが誰も口に出してはいないので克彦に届かない。

　自分の不在中、完全にとばっちりでしかない怒りの矛ほこ先さきを向けられた恭はそんな事件が起こっているなど全く予想だにしていないのだが……。

　ちなみにこの時、たまたま天井裏番だった忍しのびがネタ帳を片手に声を殺して爆ばく笑しようしている薫の姿を目もく撃げきしたとかしなかったとか。

　──そんな諸もろ々もろの理由から、ここ数日は花姫ひめも料理の修業に精せい魂こんを注いでいるのであった。

　調理のための装よそおいは動きやすい小こ袖そで姿で、決意は伝わってくる。

　しかしやる気や格好だけで料理の腕が上達するはずもなく、小萩監かん修しゆうのもと薫の熱心な指導により子供のお手伝い程度のものから始めている状態だ。

　献こん立だての本は目標となる料理を決めた方が上達も早いと薫に聞いたし、小萩もそれに頷いたからだ。調理法によって食材や材料の切り方は変わる。手当たり次し第だいやらせるより一品一品を作らせて自信へ繫つなげる方が良いと考えた結果だ。

　故ゆえにこうして薫から提案された通り自分が最初に目標とする料理を選んでいるのだが、目玉焼きしか作れない花姫には不安しかなかった。それを心に押し止とどめて弱音を吐はかないのは、自分を笑った父親への意地だ。

「姫様、少しご休きゆう憩けいされてはどうですか？」

　そんな花姫のもとへ足音もなく近づいたのは、花姫付きの忍である千代だ。侍じ女じよの装いをした彼女の手にしたお盆ぼんの上には、茶の入った湯ゆ吞のみと団子が載のっている。

　幼おさな馴な染じみで親友でもある千代は長おさの克彦に花姫が笑われたことを知っている──というか現場の天井裏に居たので、事の詳しよう細さいは熟知している。

　愛娘に嫌きらわれたと落ち込み、その矛先を何故なぜか藤見恭へ向けたのを見て自じ業ごう自じ得とくだと鼻で嗤わらったのだが、それを知るのは同じく天井裏で笑いすぎによる呼吸困難を起こしていた薫のみ。

　その後自室に戻った花姫の機き嫌げんを窺うかがいつつも、千代は克彦の味方にはならなかった。男共が自分の主人から遠ざけられるなら、必然的に自分と過ごす時間が増えるはずだと千代的には万ばん々ばん歳ざいだからだ。ぶっちゃけ人差し指を突き出して盛大に大笑いしてやりたい気分だった。

　もちろん花姫の前ではそんな行こう為いを慎つつしんでいるため、彼女の心の声は誰だれにも聞こえない。千代の姿を目にして微笑ほほえんだ花姫に心の中で鼻血をダラダラ流していることも本人しか知らないことなのだ。

　そんな際きわどい忠誠心を知らぬ間に一身に受けている花姫は、何かを考えるようにして皿の上の団子を見た。よくある三色団子だが竹たけ串ぐしに刺さっているものではなく、一つ一つ楊よう枝じで刺して食べるものだ。食すのが女性のため敢あえてそうしたという気き遣づかいが感じられた。

　だが花姫の関心は別にあるらしく、パチパチと大きな目を瞬またたかせながら口を開いた。

「一人分しかないように見えるけれど、千代はもう食べてしまったの？」

「いえ、もともと私は余り物を食べていただけです。今日は拗すねた克彦様が暴食したので姫様の分のみの用意となりました」

「まったく、お父様ったら。じゃあ一いつ緒しよに食べましょう？　二人で食べた方が美味しいわ」

「え？　そんな、姫様のために用意されたものを私が口にするなど滅めつ相そうもな──」

「はい、あーん」

　そのあまりにも自然な動作に、千代の思考が停止した。

　呆ほうけて動きを停止し、暫しばらくして鈍にぶくなった頭を使って今何が起こっているのかを確かく認にんすべく視線だけを動かす。

　目の前には楊枝で刺した団子の一つ。それを差し出してくれているのは誰か。それは己おのれが敬愛して止まない主人である。

　その主人が今何と言った？　その主人が今何をしている？

　じわじわと体中が熱くなってくるのを感じながら再度目の前の人へ視線を注げば、首を傾げた花姫だが千代が自分の言葉を聞き漏もらしたと思ったらしく、もう一度「あーん」と言って千代の口元へ団子を差し出した。

「極楽浄じよう土どはここにあった!!」

「え？」

　わっと自分の顔を両手で覆おおった千代は、感動のあまり着物が草や土つち埃ぼこりで汚よごれるのもお構いなしにゴロゴロと地面を転げ回った。中島から池に落ちる寸前で止まったのは流石さすがというか何というか微び妙みようなところだ。もちろん、そんな奇き怪かいな行動を取られた花姫も困こん惑わくするしかない。

「どこか具合でも悪いの？　お部屋で休んだ方が良いわ。それに着物も……」

「いえ、体調も着物も問題ありません」

　でも姫様への愛が溢あふれて自分を見失いそうです、という最後の馬ば鹿かな一言を心の中で呟つぶやき、千代は赤くなった顔を背そむけたまま返事をした。地面に転がっているのは継けい続ぞく中なのだが、花姫もそれ以上聞くのは諦あきらめたようだ。

　差し出したままになっている団子は自分で食べることにしよう。そう考えた矢先、それは第三者の登場によって阻はばまれることになった。

「お千代ちゃんが食べないなら私が頂いちゃおーっと」

　ぱくっ。この場面に効果音が付くならば、まさにその音が相応ふさわしいだろう。突とつ然ぜん現れた濃のう紺こん色の髪かみをした忍しのび装しよう束ぞくの美青年が、花姫の差し出していた団子を食べてしまったのだ。
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　花姫は瞬きを一つしている間に消えた団子と目の前の人物の登場に目を丸くし、地面に横たわっていた千代はあまりに衝しよう撃げき的な場面に再度思考が固まった。

　だが、今度は復活するのも早かった。

「──っ、貴様そこへ直れえええええええええ！」

　怒ど声せいと共に跳とび起きた千代がその場でくるっと回転すると、次の瞬しゆん間かんには汚れた侍女用の着物姿ではなく忍装束姿に変わっていた。手に苦く無ないを握にぎっているあたりから彼女の本気さが伝わってくる。

「もう、お千代ちゃんったら！　女の子が大声で叫さけぶなんて駄だ目めよ。お団子ならまだ二つあるからお願いすれば花姫様が分けてくださるわ」

「これが叫ばずにいられますか！　姫様に食べさせて頂ける千せん載ざい一いち遇ぐうの機会が……っ」

　さすがに着き替がえた手前地面に膝ひざをつくことはなかったが、千代は盛大に悔くやしがりながら肩かたを落とした。

　花姫は何故千代がここまで落ち込んでいるのかよく理解できていないが、団子を食べさせて欲しいならいつでもやってあげるのに、と考えていた。言葉にしなかったのは、薫が何故ここへ来たのか気になったからだ。

「ねぇ薫。何か用があって来たのではないの？」

「いけない、そうだったわ。小萩様の手が空いたのでお連れするよう言われましたの」

　花姫ひめの問いに、パチンと指を鳴らして思い出したとばかりにそう答える。

　しかし花姫は薫や小萩に悪いと思いながらも、少し浮うかない表情になってしまった。料理の指導をしてもらえるのは有り難がたいが、まだ献立を決めていないからだ。あれも良い、これも良いと目移りしている間に時間も経過していた。

　何より、献立一つ一つを見る度たびに「美味おいしいですね」と笑う恭の顔が浮かび上がってくるのだ。

　花姫の中で恋こい仲なかになった時にやりたいこと堂々の第一位に輝かがやく、手料理を自らの手で「あーん」と食べてもらう憧あこがれの場面が何度も脳のう裏りを過よぎっている。そんな妄もう想そうに照れているせいで、これだという物が決まらない状態だった。

　そんな花姫の様子から大体のことを察した薫は、恋する乙女おとめの味方とばかりに応おう援えん態勢に入った。

　膝の上に広げられている献立本は、薫の手製で挿さし絵えも描えがかれている。我ながらよく出来た物だと自画自賛しながら、それを手に取って中身に目を通す。

「藤見様なら何でも喜んで下さるでしょうけど、好物なら確実ね。お千代ちゃん、貴女あなた一応忍なんだから何か情報はないの？」

「はあ？　一応とは失礼な！　それに何故私が藤見様の好物を調べなくてはならないのですか。……まぁ、いざという時のために嫌いな物なら調べておりますが」

　急に話を振ふられた千代は、話題が話題なだけに顔を盛大に歪ゆがめる。

　しかし花姫は千代の険しい表情に気付くことなく、頰ほおを淡あわい紅色に染めて嬉うれしそうに言葉を紡つむいだ。

「千代ったら、わたしのために調べてくれていたの!?　お嫌いな物を出してしまったらどうしようと思っていたところだったの」

「え？　えっと、藤見様は確か、食べ物では人にん参じんがお好きではないようです。食べられないわけではありませんが、好んで食べようとは思わないという感じですね」

「人参ね、分かったわ。本当にありがとう！」

「イエ、姫様のオ役ニ立テテ光栄デス……」

　花姫の純じゆん粋すいな感謝の言葉と笑え顔がおから溶けるような幸福感が伝わってくる。しかし千代は、曖あい昧まいで片言の返事しかできていない。いつもの千代なら悶もだえ転がっているのだが、何故なぜか今日はヒクヒクと頰を引き攣つらせた。

　何故なら──。

「（言えない。嫌きらいな物を大量に用意して嫌いやがらせをしてやろうと思って調べたなんて、口が裂さけても言えない）」

　と、邪よこしますぎる理由で恭の苦手な物を調べていたからだ。花姫の信しん頼らいが今の千代には辛つらい。

　再び薫から渡わたされた献こん立だて本を眺ながめながらニコニコと笑顔でいる花姫には疑われていないが、ジト目で見てくる薫に気付かれたかもしれないと、背中に冷や汗あせが流れる。

　ぶっちゃけ城下町に用があるごとに市で人参を買い、調理場で働く使用人達に使ってもらうよう手をまわしていた。

　食べ物を残さないよう躾しつけられているらしく、何度か恭の食事しているところを目もく撃げきした時にお茶や汁しる物もので無む理り矢や理り流し込む姿を見て、心の中で盛大に大笑いしていたのだ。

　まぁ、千代の毛嫌いしている従者にちゃっかり報復として大量の椎しい茸たけが頭上から降り注いでくるという罠わなを仕し掛かけられたのだけど。ちなみに椎茸は千代の嫌いな食べ物である。

「チッ、あの忌いま々いましい従者め……」

　その時のことは思い出しただけで鳥とり肌はだが立つ。干し椎茸、生椎茸、半生椎茸の三種類が切り刻まれた状態や美しく自然の形を保ったままなど様々な状態で頭上から降り注いだのだ。

　忍しのびの意地で悲鳴は上げなかったものの、食材を無む駄だにできないという理由から数日間は椎茸が使われた料理ばかりが膳ぜんに並んだ。

　しかも、毒こそ含ふくまれていないが仕入先不明の食材なので食べるのは忍が担当という始末。まさかここまで計算しての罠だったのかと、半泣きで椎茸を食べますます嫌いになった。

「従者って、陽太ちゃんのこと？　ご主人様大好きな忠犬で可愛かわいいじゃないの。ちょっとお腹なかの中が黒いみたいだけど」

「どこが可愛いものですか！　あれが忠犬だなんて、犬が可か哀わい想そうなので止やめてくださいっ」

「やだわ、お千代ちゃん。気付いてないの？」

「は？　何のことでしょう」

「犬にはたくさん種類がいるのよ。仔こ犬いぬ、名犬、忠犬、駄だ犬けん、狂きよう犬けん、猟りよう犬けん、野良犬。見る人が違ちがえば見え方も違うし、陽太ちゃんの態度も違うのよ」

　ちなみに私への態度は名犬って感じかしら、と言って笑う薫の言葉を反はん芻すうしながら、千代は己おのれにとっての陽太がどんな犬なのか考えてみる。

　浮かぶのは、薫が喩たとえた中でも狂犬や猟犬という攻こう撃げき的で物ぶつ騒そうなものばかりだった。

　牙きばを剝むいて威い嚇かくしてくる犬が陽太と重なり、自分でも知らない内に眉み間けんに皺しわを寄せていたらしい。

「犬に喧けん嘩かを売るなら、嚙かみ殺されないよう気を付けなさい」

「大きなお世話です。犬になど決して負けませんのでご心配なく！」

　いつの間にか目前まで薫が迫せまっていたらしく、ぐりぐりと眉まゆの間を指で押されるまで気付かなかった。

　大だい嫌きらいな藤見恭の従者で、これまた大嫌いな篠崎陽太如ごときにここまで思考を支配されるとは。

　一生の不覚とばかりに怒いかりと苛いら立だちを顔に出す千代に薫は呆あきれた視線を送ったあと、自分達を完全に無視して献立本に集中していた花姫の手を取って立たせる。

「さあ、とにかく厨くりやへ移動しましょう。あまり待たせすぎると小萩様がお怒りになるわ」

「そうね、小萩が怒おこると怖こわいもの。千代も早く行きましょう？　得意料理が目玉焼きから別の料理になるように頑がん張ばるから、応援してね！」

「姫様……」

　名前のとおり、辺り一面に花が咲さいたのかと錯さつ覚かくしてしまうほど可愛らしい笑顔で自分の名前を呼んだ花姫に、難しい顔をしていた千代は今度ばかりは微笑ほほえみを返したのだった。

　それを見ていた薫が「従者同士の破は天てん荒こうな恋れん愛あいもアリかしら」と呟つぶやいていたことは、まだ誰だれも知らない──。




　　　　[image: ]




　南条旭は自室に座し、手にしている刀の刀身をじっと見つめていた。

　──斬きりたい。

　障子の光を映して青白く伸のびる様に一時ほど見入りながら思った。好戦的だと言われている南みなみ鬼おに故の感情だろうか。時折こうして刀身を見ていると、ふとした拍ひよう子しに切れ味を試ためしたくなるのだ。

　だが流されようとは思わない。沸ふつ々ふつと腹の底から湧わくような、込み上げるような何とも言えないものを内側に押し止める。次いで小さく息を吐はいたあと刀を鞘さやに納め、手早く床とこの間の刀箱にそれをしまった。

　耳に届くのは廊ろう下かを歩く重みのない足音。本人は足音を消しているつもりかもしれないが、素人しろうとがどう頑張っても音は消えていなかった。

　足音の主が部屋の前に立つと同時に、旭は自らの手で障子を開いた。声を掛けようとしていた足音の主は、不意を突つかれたせいで目を僅わずかに見開いている。

「腑ふ抜ぬけと呼ばれる私でも、武士でない方の気配くらいは探さぐれますよ」

「まぁ、顔に出ていたかしら」

　爽さわやかな笑顔の旭が混ぜた自じ虐ぎやくめいた言葉を否定することなく、訪おとずれた人物──美乃は多くの者を魅み了りようする妖よう艶えんな笑みを返した。

　暫しばしそのまま腹の内を探り合うように見つめ合っていた二人だが、先に続きを口にしたのは美乃の方だった。

「お暇ひまならお散歩に付き合って下さらない？　少し夜風に当たりたい気分なの」

「ええ、私で宜よろしければお供致いたします。今宵こよいの月はさぞ美しいことでしょう」

　外へ誘さそい出したのは旭の様子から部屋へ招き入れるつもりが皆かい無むだと察したからだ。快く応じる旭の態度からも、この選せん択たくが正解だと伝わってくる。

　それもそのはず。歳としの差や本人同士の否定があったとしても、男女が夜よ更ふけに密室で二人きりなど、有らぬ噂うわさをされても仕方がない。だからこそこそ隠かくれて会うより、第三者に目撃させていた方がまだ良いと判断したのだ。連れ立つ姿を見られても会話までは聞こえないはずだから。

　──庭は月光が射さし、明るかった。

　少し冷えた風が草葉を揺ゆらす音や、旭と美乃が歩みを進める度に砂利じやりが踏ふまれる音がよく耳に残る。

　夜四ツ（午後十時）ともなれば、城の中は物音も話し声も聞こえず静かである。しかしこの静けさは城の者達が寝ね静しずまっているが故ゆえのものではない。

　茜姫が行方ゆくえ知れずとなり、帯飾かざりが見つかったとの連れん絡らくを受けたあと捜そう索さく隊が幾いくつも結成されて城を離はなれてしまったからだ。

　刀を振ふるより部屋で書物を読み漁あさる方が多かった幼少期を持つ長おさからは、信じられないほどの行動だ。

　自ら部隊を率いる長の姿を、ある者はその姿を家族思いで勇ゆう猛もうだと褒ほめ、またある者は冷静さを欠いて愚おろかしいと嗤わらった。

　この二人はどちらか。それは当人にしか分からず、双そう方ほう共に簡単には口を割ろうとはしないので分からない。

　ただ少なくとも、美乃は旭が何を考えているか探ろうとしているようだ。入にゆう用ようの時以外近づこうとしなかった旭を尋たずねた時点で、何か話があるのは分かっている。

　だからと言って、望む答えを返してやる気など旭にはこれっぽっちもないのだけど。

「──…、　──！」

「……!?　っ──、……」

　そうして二人が無言で庭に佇たたずんでいる間に、静せい寂じやくに満ちていた城内が一気に騒さわがしくなった。

　どうやら茜姫の捜索に出ていた部隊が帰き還かんしたらしく、馬の嘶いななきや人の会話、城内を忙せわしなく移動する足音などが聞こえる。

　戻もどったのは南条の長が率いた部隊のようだ。遠方から時折「長が～」と主人を呼ぶ使用人の言葉や、その主人自身の声も聞こえてくる。

　チラリと横目で旭が己より背の低い美乃の表情を窺うかがうと、同じようにこちらを観察していた彼女の目と視線が合った。

「父上を出で迎むかえなくて宜しいのですか？」

「私などが足を運ばずとも、長の帰りを待ち望んでいた方が出迎えます。旭さんこそ茜姫の安否を知りたいのでは？」

「はて、何故なぜでしょう。私には必要ないことだと思いますが」

　まるで息をするように自然に、油断していれば聞き流してしまいそうな調子で紡つむがれた言葉に一いつ瞬しゆん美乃の思考が停止した。

　固まった理由は、母親達の関係が複雑でも何だかんだと言っても兄弟仲は悪くない、そう思っていたからだ。

　しかし旭が自分以外──昴や茜の身に何があっても困らない、と本当に何の感情も抱いだいていない態度はあまりにも軽いものであった。

　この平然とした態度を昴や茜が知った時、どう思うのか。行方知れずとなっている二人の姿を思い浮うかべつつ、美乃は心のどこかで旭の言葉もまた間ま違ちがってはいないと感じていた。

　南鬼一族を統すべる南条家の跡あと継つぎは、長男である旭だ。十以上離れた歳としにより心身の成長だけでなく経験の差も大きく開いているため、今いま更さら昴がその地位に就つこうと思って猛もう勉べん強きようしても差は縮まらない。

　いざ昴が執しつ務むを手伝おうとしても父親である長は苦く笑しようするだけ。兄の旭もやんわりと昴では務まらないと諭さとしてくる。既すでに南条の全すべてを旭が引き継ぐことは決まっているからだ。

　それは茜姫にも同じようなことが言える。名家の嫡ちやく男なんにとって女おんな鬼おになど懸け念ねん対象にすらならず、政まつりごとの駒こまの一つだと考えるのが一いつ般ぱん的だ。かくいう美乃も父親や周りの思おも惑わくにより輿こし入いれが決められた。

　しかも、最近は茜姫の見合い相手を見み繕つくろっているという噂もある。温おん厚こうそうな顔をしておいて、腹の底ではどこへ嫁とつがせれば一番利があるか考えているに違いない。

「怖いお方ですこと。情に深いと思っていたのだけれど、私の勘かん違ちがいだったのかしら」

「ふふ、私は自分ほど弟てい妹まいを大事にしている者を知りませんが」

　いけしゃあしゃあと、どの口でその言葉を紡いでいるのか。どこか楽しげに目を細めた旭の返事に、美乃は苛いら立だちを増していく。

　そんな美乃の様子を存分に堪たん能のうした旭は、特に表情を変えず袖そで口ぐちから何かを取り出して見せた。

「その証しよう拠こに、こんな物を手に入れているのですよ」

「……これは？」

　旭の手にあったのは、宛あて名の記されていない文ふみのようだった。

　美乃は誘われるがまま文に手を伸ばした。だがそれは旭によって別の位置へと遠とお退のく。幼子がする悪戯いたずらのような行動にむっと顔を顰しかめると、睨にらまれた人物はくつくつと楽しげな笑い声を漏もらした。

　その様子から文を渡わたす気がないのだと感じる。

　文がただの白紙や旭のお遊びという可能性も捨てきれないが、何の考えもなく無意味なことをする者ではない。逆に言えば、旭は意味のある行動を取っていることになる。

　そう考えてみると、少なくとも文の存在を自分だけの秘密にしておくつもりではないと美乃は解かい釈しやくした。きっとこの文は美乃にも旭にも重要なものだ。

　では旭が求めているのは何か。美乃に何を言わせたいのか。

　晴れた日の青空を映したような旭の瞳ひとみを、吞のまれないよう強い眼力で見つめ返しながら言葉を慎しん重ちように選ぶ。

「見せびらかすだけなんて本当に意地悪なお方ね。でも嫌きらいじゃないわ」

「光栄の至り、とお返ししましょうか。私も苛立ちながらも慎重に話をしようと努める美乃殿どのに感服しているところです」

「単刀直入にそれが何かお聞きしても良かったのかしら？」

「その場合は適当に当たり障さわりのない話で誤ご魔ま化かしたでしょうね。まぁ、別に意地になって文を奪うばってくださっても良かったのですが。──これはどうせ偽にせ物ものなので」

　そう続いた旭の言葉から、やはり試ためされていたのだと沸ふつ々ふつとした怒いかりを腹の底に隠しながら美乃は思った。

　普ふ段だんは虫も殺さないような柔やわらかな表情をしているくせに、今宵はいやに良い笑えみを浮かべて煽あおってくるではないか。

　まるで絵巻物から出てきたような、月の光を浴びる見目の麗うるわしい青年の姿は多くの女鬼を虜とりこにするだろう。美乃もあと年が十ほど若く、直接会話をしたことがなければ騙だまされていたはずだ。

　己おのれの父親が狸たぬきなら旭は狐きつねか何か他ほかの化かす存在だ、そう思いながら美乃は奥歯を嚙かみしめた。

　その間、何食わぬ顔で文を懐ふところに戻し、次いで新たに何かを取り出す一連の動きを注意深く眺ながめる。

　懐を探さぐった旭の手にあったのは、とても見覚えのある色の和紙が使われた文だ。

　紅花で染められた一いつ斤こん染ぞめ。

　何年前かまでは覚えていないが、淡あわくくすんだ紅色である退あら紅ぞめに興味を持っていた茜姫に「それは身分の低い者が着用する色だ」と、美乃自身が教えたことがある。

　従者などが身に着けた場合は読み方が変わるとか、似た色合いでも一つ一つ名が違うなど、母親の身分が低いこともあり知識がまだ足りていないのだろう。

　その時そう思った美乃は、たまたま手に入れていた一斤染の和紙を見本として少しばかり色しき彩さいについて教えてやった。

　あの後すぐに父親にねだって一斤染の和紙を手に入れ、愛用するようになったと耳にしてから美乃自身は別の色を使うよう変えたのだが。面めん倒どうな記き憶おくとして残っていたものが、まさかここで目にすることになろうとは。

　そんな美乃の反応が気に入ったらしく、旭は口こう端たんに柔らかな弧こを描えがいた。

　穏おだやかな微笑ほほえみのはずなのに何故か「ニヤリ」という表現が相応ふさわしく感じる笑みに、美乃はすぐに表情を戻した。

　だが文から誰だれかを連想してしまったことはバレバレのようだ。失態である。

「聡さとい美乃殿なら理解して下さると思っていました」

「多くの者が血ち眼まなこになりながら文の主を捜さがしているのに、旭さんは何を望んでいるのかしら」

「そう怒おこらないでください。そうですね……一つ言えるのは、文の存在を貴女あなたに知らせたことにより、一人で罪を被かぶらなくて良くなったことでしょうか」

　共犯ですね、と囁ささやかれた言葉に暫しばしおさまっていた怒りが再び湧わき出した。

　強制的に共犯へ仕立てあげておいて、何をのたまっているのか。そう低い声こわ音いろで言い返したい。妙みように「聡い」の部分を強調されたのも腹が立つ。

　もういっそのこと他の者に告げ口をしてやろうかとも思ったが、手の内を明かしてくる分だけ何かを美乃から得ているのだと考え直す。

　美乃が何の情報が欲しくて旭のもとを尋たずねたのか。それが分かっているから、こうして欲ほつしている情報へ繫つながりそうなものをチラつかせているのだ。

　そしてきっと、この質問を待っているくせに巧うまくかわすのだろう。

「……旭さんは昴が何処どこへ向かったかもご存知なのでしょうね」

「さぁ、どうでしょう。美乃殿は私が存じているとお思いなのですか？」

　問いに問いを返すのは、主導権を握にぎろうとしている証拠だ。

　だが美乃も簡単にそれを譲ゆずろうとは思わない。せめてもの抵てい抗こうとばかりに、目には目を、歯には歯を。逐ちく一いち刺し激げきしてくる煽りには煽りを。

「私が何を望んでいるか、聡い旭さんなら分かっているでしょう」

　先さき程ほど旭に言われたように「聡い」という部分に声量を三割増しにして告げると、一いつ瞬しゆん目を丸くした旭が愉ゆ快かいそうに表情を崩くずした。

「ふふっ。やはり我が共犯殿どのは賢かしこくて美しい人のようです」

　遠方から旭の父であり、美乃の夫である南条の長おさが二人を捜している声がする。

　風に乗って二人のもとへ届く音を聞きながらも、届く雲一つない月夜の下で旭と美乃の二人は互たがいの視線から逃のがれようとはしなかった。

「我らが南鬼が誇ほこる美び姫き、美乃殿に欲するのは唯ただ一つ」

　身体からだを撫なでる風に馴な染じむように、注ぐ月光に溶とけるように。

　まるで呪じゆ文もんを唱えているのか、と感じてしまうほどの浸しん透とう性のある語り方をする旭の瞳には、紡つむいだ言葉のとおりの美女が映っている。

「──貴女のお命、頂くことに致いたしましょう」

　同じように美乃の瞳には、次に南条の地を統べる若い男おとこ鬼おに──旭の姿が映っていた。

　これが、茜姫が恭達に救い出される数日前の会話である。
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　時刻は子ねの刻（午前零れい時じ）を少し過ぎた頃ころだった。

　古ふる屋や敷しきの何処どこかで行われていた酒盛りや賭と博ばくがほどほどに落ち着き、深い夜よ闇やみと静寂が辺りを包もうとしている。

　表の入り口側を担当しているのは俺、隆哉さん、昴くん、藤見の武士が二人の合計五人だ。

　陽太は要さんの指示のもと、身軽な武士数人と一いつ緒しよに裏口の方へ回っている。今回は茜姫の奪だつ還かんが目的なので全員を捕つかまえる必要はないが、抵抗次し第だいでは斬きることも止やむを得ない覚かく悟ごを決めろと事前に隆哉さんから通告があった。

　可能であれば血ち腥なまぐさい片付け方はしたくない。その思いを口にしなかったが、誰もが皆みなそう思っているに違ちがいないと思っている。そのために、この作戦を立てたのだ。

　夜闇に紛まぎれて疾しつ走そうした俺達は塀へいを乗り越こえて内側へ侵しん入にゆうし、葉は叢むらの中で息を潜ひそめた。

　実際に建物の中に入ると自分の位置が分からなくなりそうで、頭に叩たたき込んだはずの屋敷の見取り図を何度も思い出して迷わないよう気を付ける。

「ここから先は俺達の出番だ。準備は良いか？」

　顔を見られないよう口布を巻いた隆哉さんから、くぐもった声で確かく認にんされた。俺達はその問いに無言で頷うなずき、作戦の実行開始を心臓を激しく脈打たせながら待った。

　いつものテンションなら、忍にん者じやの真ま似ね事ごとみたいで格好良いと思うのだけど、僅わずかな油断が生死の分け目となる状じよう況きようではふざけてもいられない。

　俺が何かミスをすれば、俺だけでなく茜姫を救いにきた全員の危機にも繫がるのだ。ぶっつけ本番の上に現代人には経験することがない緊きん迫ぱくした状況に、こめかみから一筋の汗あせが流れた。

　そんな俺の目の前に、頭上から暗い色合いの一羽の小鳥が下りてくる。そして隆哉さんの前で三度ほど旋せん回かいしたあと小鳥は夜闇に溶けるようにして消えた。

　──要さんからの、作戦決行の合図だ。

　隆哉さんは自分の影かげから出てきた影かげ獣ものの狐きつねを腕うでに抱だき、表向の棟むねへ近づくと屋根の上へ狐を放ほうり投げた。

　耳や尻尾しつぽに朱しゆ色いろを残す白い狐が宙を舞まい、目測通りの位置へふわりと下り立った。そしてすぐに、狐は屋根の上を走り回り始めた。

　屋や根ね瓦がわらがカタカタと鳴る音が静せい寂じやくを破り、何者かが屋敷に侵入して屋根を通っているのだと盗とう賊ぞく達の耳には届くだろう。

　中長屋や他の建物は気にしなくて良い。何故なぜなら、先に屋敷内に侵入している要さん達が今いま頃ごろ仕事を終わらせているからだ。

　陽太と要さんに篠崎家特製の痺しびれ薬を建物の隅すみから隅まで充じゆう満まんさせられて、自由に動き回れる人など居ないだろう。

　薬を表向の棟へ使わないのは、そこに茜姫が囚とらわれているからだ。

　軽い身のこなしで棟の屋根を走り回った狐のおかげで、多くの盗賊が眠ねむりから覚めて状じよう況きよう把は握あくのため屋敷内を動き回り始めた。

　中から食器が割れるような音や家具でも倒たおされるような物音が聞こえてきた。

　屋敷内の騒さわぎが大きくなっていくのを耳にしながら、俺は鍛か冶じ見習いの吾助から借り受けた刀を抱かかえて深呼吸を繰くり返した。

　キョウ様にしか抜ぬけない伝承の刀ではなく、俺でも戦えるのだと証明してくれる存在だ。

　これを使うことが怖こわくないと言えば、それは噓うそになる。今まで俺が生きてきた中で手にしたことのある刃は物ものは、調理用の包丁やキャンプで使用するナイフだった。それが今から、本物の刀を自分の意思で揮ふるうことになるのだ。

　だが此こ処こまで来て今いま更さらそんな甘っちょろいことは言っていられない。それに俺は随ずい分ぶんと前から、この世界で全く役に立てていない自分を情けないと思っていたのだ。

　この作戦で自分の役目を全まつとうし成功させることができれば、この先生きていく上での自信に繫つながるに違いないと考えていた。

「（腹をくくれ、藤見恭……！）」

　と自分を奮い立たせながら、隆哉さんと影獣の狐がかき回してくれた屋敷で、次に俺が担になう役割のため手て筈はずを思い返す。

　茜姫を捜さがすのは屋敷の構造を頭に叩き込んでいる要さんや隆哉さん、茜姫の身内である昴くん達の役目だ。茜姫の周りに張ってある結界は隆哉さん達が解く予定で、余り者となった俺や陽太、残りの藤見の武士達は捜そう索さくする彼らのサポートや結界を解くのに必要な時間を稼かせぐことが仕事だ。

　まずは隆哉さん達を侵入しやすくするため、屋敷内の盗賊を引きつける必要がある。囮おとりとなる俺達が騒ぎを起こし、その隙すきに隆哉さん達が動く手筈だ。

　それを実行するため、俺達は素す早ばやく隆哉さんと昴くん、俺と藤見の武士二人という二手に分かれて事前に陽太達と合流すると決めていた場所へ移動した。

　程なくして、盗賊に見つからないよう身を潜めていた俺達の前に陽太と藤見の武士一人が姿を見せた。

「恭様、お待たせ致しました」

「ああ。薬を嗅かがせた奴やつらはどうなった」

「朝まで指一本動かせないと思います。隆哉様と南条様は……」

「予定通り裏口に回った。要さんも向かったんだな？」

「薬を流した後、すぐに。──あ、無事合流できたという音が届きました」

　この作戦を立てている最中に聞いたのだが、篠崎家には彼らにしか聞き取れない笛の音ねで合図を送ることができるとか。

　要さんと陽太の組み合わせなら、決行や撤てつ退たいを笛で伝えられるので活用しようという話になった。その事実を知った時の『篠崎家、チートすぎ』と白目を剝むきそうになった俺の気持ちがお分かり頂けるだろうか？

　余談だが、聖さんと要さんの組み合わせになれば笛の音だけで会話も可能らしい。その時は感動して尊敬の眼まな差ざしで要さんを見つめてしまった俺だが、後から考えると会話がピーヒョロロという音だと思うと少しシュールに感じたので考えを改めた。うん、やっぱり口で会話する方がいいよ。

　おっと、話が逸それた。

　この要さんからの音というのは、陽太の言葉通り隆哉さん達と合流したという連れん絡らくだ。同時に作戦を次の段階へ進める要よう請せいでもある。

　その指示を受けた俺達は、要点だけの報告を終わらせて次の作戦へ移った。

　隠かくれていた場所から静かに屋や敷しき内に入り込み、更さらに奥へ走りながらわざと物音や足音を立てて大きな声を上げた。

「曲くせ者ものだーっ！　表門の方へ逃にげて行ったぞー!!」

「相手は複数だ！　皆みんな手を貸してくれー!!」

　各自が思い思いの侵入者を追つい跡せき中や交戦中であると思わせるような言葉を選んで、盗賊の気を引くようにしていた。

　これだけ大声で叫さけんでおけば、屋敷内の盗賊達は侵入した曲者が奥から表へ向かっていると勘かん違ちがいするだろう。

　その騒そう音おんに釣つられ、見事に盗賊が怒いかりを露あらわにして曲者を捜し回る声や、表門の方へ向かえという指示が飛び交かった。

　だが、すべてが俺達の作戦通り進むわけでもないらしい。

　俺も周りに倣ならって適当な部屋に入って暴れている音を出している。だが少し熱中しすぎたらしく、気付けば共に行動していたはずの陽太も藤見の武士も消えて独りぼっちになっていた。

「（やばい、単独行動は命取りな気がする！）」

「こっちにも曲者がいやがったぞ！」

　案の定、奥おく向むきなどの別の場所からこちらへ向かってきた盗賊の男が、焦あせって適当な廊ろう下かを走っていた俺に目をとめて別の声を上げた。

　逃げるにしても暗記したはずの見取り図が完全に頭から消え失うせ、現在地が分からない。

「屋敷に入られたからには見み逃のがせねぇっ、殺しちまえ！」

「おい、三人で追い詰つめるぞ。一人じゃ何もできねぇはずだ」

　続いて更に二人が現れ、突つき当たりの壁かべ際ぎわへ三方向から囲うようにして俺を仕留める気だ。

「（くそっ、囲まれる前に何とか逃げ出さないと……！）」

　応戦して何とか逃げ道を作る必要があると思い、俺も抜ばつ刀とうして切っ先を盗賊達へ向けた。慣れていないはずの動作が妙みように様になっていたのは、キョウ様の感覚があるからだと思う。

　廊下は狭せまいので限られたスペースでの戦いになる。けれど、どうやって戦うかを考えるより先に、俺は恐きよう怖ふで身体からだが震ふるえていることに気付いた。

　あれだけ覚かく悟ごを決めたと思っていたのに、いざこれから俺が人を傷つけるのだと思うと腰こしが引け、後あと退ずさりたくなってくる。

　盗賊達も俺が自分達を倒すより退路を確保してくると読んでいるようで、その隙を与あたえないようにしていた。これは本格的に交戦の予感だ。

　だが、天は未いまだ俺を見み離はなしていなかった。

「──伏ふせて下さい！」

　盗とう賊ぞく達の背後から見覚えのある人物──陽太が何かを振ふりかぶりながら、大声で俺に指示を出した。

　咄とつ嗟さに床ゆかに身体を伏せると、癇かん癪しやく玉だまのようなものが男達の顔面へぶつかり大きな音が鳴った。狭い廊下一面に煙けむりが広がり、場に居る者全員の視界を奪うばう。

「ぐあっ、痛いてぇ！　ちくしょう何だこの煙は……！」

　陽太が投げた物は音だけでなく他ほかに仕し掛かけもあったようだ。煙が少し晴れる頃ころには男達が涙なみだや鼻水といった顔から出るもの全すべてを流している状態で、床をのたうち回っている。

　俺に至っては煙が充満する寸前に陽太が腕うでを引いて救い出してくれたので、盗賊達のような大だい惨さん事じにまではなっていない。床に伏せたので若じやつ干かん埃ほこりっぽくなっているが、無傷である。

「ありがとう、助かったよ」

「いえ、オレも新しい癇癪玉の効果を試ためせたので礼には及およびません。効果も良いようなので、この調合で量産しようと思います」

「そ、そうか」

　お手製癇癪玉の調合が何か聞きたくなるのを我が慢まんして、俺は陽太に感謝の言葉を伝えた。

　ちょうどそこへ、以前どこかで聞いたような甲かん高だかい笛のような音が屋敷中に響ひびき渡わたる。これは隆哉さん達からの撤退の合図だ。

　陽太だけにしか届かない笛の音ではないのは、屋敷内に俺達が散り散りになっている可能性を考こう慮りよしてのことだと思う。現に、藤見の武士達とははぐれてしまっている。

「さあ、もうこの屋敷に長居する必要はありません。戻もどりましょう」

　陽太の言葉に頷うなずいた俺は、今度こそ一人にならないよう気を付けながら先導する陽太のあとを追った。

　笛の音が鳴ったということは、無事に茜姫を奪だつ還かんできたことも意味している。

　あとは撤退時の作戦通り一気に古屋敷から脱だつ出しゆつするだけだ。もちろん、極力追手を少なくするための仕掛けも用意してある。

　盗賊達は侵しん入にゆうした俺達の逃とう亡ぼうを食い止めようと躍やつ起きになっているが、ただ後を追いかけてくる彼らへ向かって陽太が幾いくつもの煙玉を投げると、それを吸った盗賊達は数秒後には地面へ倒たおれ込んでしまった。脱出も成功である。







　藤見へ帰るため、俺達は暗い森の中を全力で駆かけていた。

　無事に救出隊のメンバーを誰だれ一人として欠かすことなく、攫さらわれた南鬼一族の姫ひめ、茜姫様を奪還することに成功したのだ。

　きっと今いま頃ごろ、盗とう賊ぞくの根城だった古屋敷では盗賊達が盛大に悔くやしがっているだろう。

　だが屋敷の中で盗賊と交戦したのは俺だけではなかったようで、隆哉さん側に付いていた藤見の武士達と、俺や陽太と一いつ緒しよの攪かく乱らん班だった三人は腕や肩かたといった様々な箇か所しよを赤く染めていた。

　聞けば隆哉さん達が結界を解く時間を稼かせぐため、表門付近で盗賊と一戦交えたそうだ。一応俺も三人の盗賊を相手にしていたと陽太の目に映っていたらしく、褒ほめ称たたえてきた言葉に微び妙みような返事しかできなかった。だって迷子になってただけなんだもん。

　まぁ、そんな情けない俺のことはさて置き。

　武士達は致ち命めい傷しようは避さけられたものの、無傷での勝利は難しかったようだ。だから体力にも余よ裕ゆうのある隆哉さんや要さんが南条の二人を背負って走っているのだと思う。

　俺の前を走る隆哉さんの背中には茜姫が、その隣となりを走る要さんの背中には顔を俯うつむかせた昴くんが乗っていた。

　逃とう走そう中に話し掛かけるのは無む駄だな体力の消費だと思ったが、二人の様子が心配なので思わず隆哉さんに声を掛けてしまった。

「兄上、昴殿どのと茜姫はご無事なのですか」

「無事も何も、姫さんに至ってはこの騒さわぎの中爆ばく睡すいしてやがったぜ。名前を呼びながら捜さがしても返事をしないはずだ」

　って、気絶じゃないんかーい！　ちょ、何なの茜姫様。あれだけ大おお騒さわぎになったのに未だ夢の中とか色んな意味で凄すごいわ。

　お兄さんの昴くんは自分が怪け我がを負っても、妹姫を助けることに必死だったというのに。

　隆哉さんの隣を走る要さんに背負われている昴くんの容体は不明だが、他人に頼たよるという行こう為いに縁えん遠どおそうな彼が背中を借りているんだ。きっと一人で動けないほどの傷を負っているに違ちがいない。

「昴殿はお怪我を？　やはり賊の数も多かったので無傷とはいきませんでしたか」

「いや、昴殿は茜姫を抱だき上げようとしたが失敗して足を捻ひねったらしい」

「……は？」

「眠ねむりこけている茜姫を背負って立ち上がった瞬しゆん間かん、こう……ペチャッと」

　もう何なのキミ達。好き勝手に藤見を事件に巻き込んでおいて、オチがこれってどういうことなの。

　昴くん、妹姫を背負って走れとは言わないけど、妹に潰つぶされるのは駄だ目めだよ。茜姫が目を覚まして事実を知ったらボコボコにされちゃうよ。

「あ、あれは巧こう妙みような罠わなが仕掛けられてたのだ！　僕が茜を庇かばわなければ今頃っ……」

「そういう話にして結構ですので耳元で騒ぐのは止やめて下さい。捨てて行きますよ？」

　ピシャリと要さんによって昴くんの主張は撃げき沈ちんした。ぐぬぬと要さんの背中で唸うなっているが、捨てられるわけにはいかないと必死になってしがみ付いている。

　そんな風に夜よ闇やみを抜ぬけていると、陽太が走る速度を徐じよ々じよに落として集団から離はなれようとしていることに気付いた。

　既すでに隆哉さん達も陽太の考えを悟さとっていたらしく、短い問いを要さんが投げた。

「陽太、残党の数は」

「薬の影えい響きようで数名が動けなくなっておりますので、四人ほどかと。ならず者達が集まっただけの組織ですので、然さ程ほど手間取ることはないと思います」

　陽太の報告を聞いた俺は、その人数なら陽太と二人で戦えると思い、陽太に続くようにして隆哉さんに言った。

「兄上、ここは俺達に任せて先に藤見へお帰り下さい」

「はぁぁ？　弟に殿しんがりを任せる兄貴がいるかよ！」

「俺達が昴殿や茜姫様を背負っても同じ速さでは走れません。兄上達は一刻も早く二人が無事であることを証明し、里境の南鬼の兵を退けて下さい」

　もし隆哉さんや要さんが殿を務めることになるなら、動けない南条の二人を背負うのは俺と陽太になる。

　伝えた通り、陽太はともかく俺には人間一人を背負って足場の悪い森を駆け抜けるなんて無理だ。足あし手で纏まといにしかならないので、そうなるくらいなら殿とやらを務めた方が良い。

　そんな俺の強い思いを感じ取ったのか、隆哉さんが苦い表情のまま渋しぶ々しぶといった様子で首を縦に振った。

「お前ら……いいか、絶対に藤見に帰ってくるんだぞ！」

「ぶ、無事に戻ったら僕が何か褒ほう美びをやってもいい。だから二人とも生きて帰ってくれっ」

「ご安心ください。この身に代えても恭様はお守り致いたします」

「陽太、お二人はお前が戻ることも望んで下さっている。もちろん私も」

「兄上……。分かりました、必ず恭様と二人で皆みな様さまのもとへ生せい還かん致します!!」

　感かん極きわまったあまり少し涙なみだ声ごえになって返事をする陽太と、そんな陽太を見て強こわ張ばっていた表情を少し柔やわらかくする三人。そんな彼らを俺は茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「（え、あの、皆さん盛り上がっているところ恐きよう縮しゆくですが、そんな言い方されると完全に俺に対しての死亡フラグが乱立していることになるんですけど）」

　なんてことを口にできるはずもなく、走る速度を落とす陽太と俺に「ご武運を！」とか言いながら武士達が離れていくのを見送った。

　そして、隆哉さん達の後ろ姿が完全に見えなくなったところで、陽太に従うようにして薄うす暗ぐらい森の中に立ち止まった。

　深い森だが、闇に眼めが慣れたのと頭上からの微かすかな月光のおかげで完全な暗くら闇やみにはなっていない。

　俺の方を振ふり返った陽太は、背負っていた弓をいつでも使えるよう手に取った。

「間もなく追手が現れます。隆哉様達にお逃にげ頂くため、少しでも長く時間を稼ぎたいと思います」

「そうだな、盗とう賊ぞくの残党なんてすぐに片付くだろう。あっという間に追いついて安心させてやろうじゃないか」

　そう答えながら、吾助の師し匠しようが最後に打ったとされる名刀の柄つかに指を這はわせ、少し乱れていた息を整える。

　陽太も矢や筒づつから弓を三本ほど取り出して、追つい撃げき者が現れるであろう方向へギリリと矢じりを向けた。姿が肉眼で確かく認にんできた瞬間に三本連続で射るつもりのようだ。

　旨うまくいけば陽太が三人を仕留めて、残りの一人を二人でフルボッコにするだけで済むのではないかと思った。

　──が、現実はそこまで甘くない。

「恭様、実は一つお詫わびしなければならないことがあります」

「詫び？」

　弓を構えたままの体勢で俺へ謝罪の言葉を紡つむぐ陽太に、意味が分からなくて首を捻る。

　狙ねらいを外さないよう前を見み据すえている陽太に倣ならって前方に注意すると、俺達を追ってくる三人の盗賊が確認できた。……三人？　一人足りなくないか？

　陽太の数え間ま違ちがいかと尋たずねようとした次の瞬間、陽太の放った矢が風を切って森の中を抜け、盗賊の一人の脇わき腹ばらに突つき刺ささった。

　次いで二本目の矢を引く陽太は、今度こそ俺の疑問の答えを口にしてくれた。

「追手の数が四人とお伝えしたのですが、その内の一人が恭様を付け狙っている紫雨という名の西にし鬼おになのです。本人の姿を目にしておりませんが、気配は彼のものです」

　な、なんだってー！　ちょっと陽太くん、何でそんな大事なことを今になって言うの!?

　隆哉さんと要さんに「殿は俺が務めます（キリッ）」とかめちゃくちゃ格好つけて宣言しちゃったじゃんっ。

　大だい丈じよう夫ぶだと思ったのは、陽太の煙けむ玉りだまで弱っている盗賊が相手だと思ったからだよ？　まさか黒くろ鬼おに化できるキョウ様へ熱ねつ烈れつな執しゆう着ちやく心しんを見せる、危険人物がいるなんて聞いてないよーっ！

　そりゃあ前に紫雨にボコボコにやられた時に比べると武器もあるし、戦せん闘とうに対する心構えも少し違っていると思う。

　そろそろ実戦訓練も自分に必要だと思っていたんだけど、いきなり大将レベルの相手だなんてスパルタ教育すぎる！

　次から次へと出て来る陽太への不満で頭をいっぱいにしていたら、ザクッと今度は思いの外近い位置で矢が盗賊の身体からだに刺さる音がした。

「ギャァッ！　く、くそっ……」

　やはり矢じりに何か薬を塗ぬり込んでいるのか、軽いもので済みそうな傷を負った盗賊は腕うでに刺さった矢を自分で抜いた直後、ぱったりと倒たおれて動かなくなった。い、生きてるよね？

　陽太の先制攻こう撃げきで倒れてしまった仲間を見て、最後の一人は震ふるえあがっている。もはや戦意を喪そう失しつしていると思っても良さそうだ。

　しかし陽太の目にはそう映っていないようだ。三本用意した矢の最後の一本を構え、半泣きになりながら森の中を進んでくる盗賊へ狙いを定めた。

「──！」

　だがそれを射ることなく、陽太は弓の構えを急きょ俺達の頭上へ変えて暗闇の中へ放った。

　刹せつ那な、金属同士が弾はじけるような音が静せい寂じやくな森に響ひびいたと思ったら、俺と陽太の目の前に忍しのび装しよう束ぞくの男が一人下り立った。

「くくっ、勘かん付づかれたか」

　押し殺したような嗤わらいを漏もらしたのは、藤見にある土地神の森や郷田の地で俺達と敵対した西鬼の忍にん者じや、紫雨だった。

　いつもと同じく、お手玉をするようにお気に入りの苦く無ないを扱あつかう紫雨が俺達に鋭するどい眼を注ぐ。

　さっきの金属音は陽太が放った矢と紫雨の苦無がぶつかった音だろう。

　つまり、紫雨は俺達の……俺を頭上から苦無で狙っていたということだ。陽太が反応しなければ、俺は紫雨に頭を苦無で割られていたかもしれない。

　今になって背筋を冷たい汗あせが流れるのを感じながら、愉ゆ快かいそうに眼を細めた紫雨を見つめ返した。視線が交差した二人の間に、バチッと電気のようなものが走った気がした。

「久方ぶりだというのに、従者の方は随ずい分ぶんな挨あい拶さつをしてくれるものだ」

「笑えない冗じよう談だんは聞きたくない。先に仕し掛かけてきたくせに白々しい」

　挑ちよう発はつ的な紫雨の態度に、陽太も負けじと生意気な口調で言葉を返す。

　その臆おくさない様子が気に入ったのか、宙に投げて遊んでいた苦無をしっかりと握にぎり直した紫雨は、これまた楽しそうに口こう端たんを引き上げて嗤った。

「今日は気分が良いから従者の方を先に相手してやろう。俺は好物を最後に食べる性しよう分ぶんでな」

「やはり貴様とは気が合いそうにないな。好物は先に手を付けなくては気が済まない」

「くくっ」

「ふふっ」

　えーっと、今すぐこの場から逃げ出したいんですけど、行方ゆくえを晦くらましても良いかな？

　ほらいつの間にか残った一人の盗賊も逃げちゃってるみたいだし、俺だけ余っちゃうというか何と言うか。

　そんな完全に逃げ腰ごしの俺を他所よそに、紫雨と陽太が一いつ触しよく即そく発はつの空気を漂ただよわせた直後。夜よ闇やみの中に溶とけた二人は、金属同士がぶつかる音を繰くり返しながら徐じよ々じよに俺から遠ざかっていった。

　え、あの、一人取り残されるとそれはそれで心細いのですが……。

　ポツンと真っ暗な森の中に放置された事実を受け入れたくなくて、俺はしばしそこで佇たたずんでいた──が、一人きりなのも少しの間だけだった。

　雑草がカサカサと揺ゆれた音の方へ顔を向けると、先さき程ほどまで陽太の矢に狙われていた残り一人の盗賊が立っていたのだ。

　どうやら盗賊は逃げずに覚かく悟ごを決めて俺に向かってきたようだ。

　身を屈かがめて近寄って来る様は、獣けものが獲え物ものに飛びかかる寸前のような恐きよう怖ふ感かんを抱いだかせる。目を据すえて全身に殺気を漲みなぎらせている姿から、ついさっきまで困こん惑わくしていた男と同一人物とは思えなかった。

　けれど俺は、この男の変化を目まの当たりにして何故なぜか嬉うれしくなった。理由は分かっている。俺はこの男を自分と重ねているからだ。

　相手が自分なら、──斬きれる。

　ビビリでヘタレな俺が武器を替かえて襲おそい掛かかってくるのだ。応戦して斬っても斬られても、傷を負うのも成長するのも俺だ。

　盗賊は両手で小刀を握りしめ、俺の右手に回り込みながら間合いを詰つめてきた。

　キョウ様の戦い方が身に付いている身体を使うので、俺も同じように一ひと太刀たち目は抜ぬき打ちで相手を攻せめることを意識してしまう。

　だがこの盗賊のように右側に動かれると、抜ばつ刀とうざまに斬りつけるには位置が甘くなってしまうのだ。

　この盗賊がそれを知っているのかは分からないが、相手が先に動きそうな雰ふん囲い気きなので俺は後手に回ることを決める。

「（さぁ、いつでも掛かってこい!!）」

　気を引き締しめて、盗賊が仕掛けてきたところを捕つかまえるつもりだった。

　そして、盗賊の男が足さばきを変えて互たがいの間合いがぐっと詰まった瞬しゆん間かん、正面から突とつ進しんしてくる男が上体を前に傾かたむけて腕を突き出した。

「くらえっ、若造め！」

　男が叫さけびながら、俺の胸めがけて体当たりをしてくる。その正直すぎる行動に、きっと自分も彼には同じように映っているのだと思った。

　ともあれ、身体を捻ひねって小刀の切っ先を交かわした俺は、シャッと一気に抜いた刀の柄つか頭がしらで男の肩かた口ぐちを殴なぐりつけた。

「ぐっ……」

　男は強打による痛みに声を漏らし、体勢をくずして二、三歩地面を踏ふみ歩いた。

　その隙すきを俺が見み逃のがすはずもなく、既すでに抜刀していた刀で男の肩口から腰こしの辺りまで力の限り一気に斬りつけた。

「ぎゃああ!!」

　凄すさまじい一太刀に、己おのれの命はこれまでだと悟さとった男が真っ青な顔で絶望の悲鳴を上げた。

　男の身体に入った刀身が鎖さ骨こつや肋ろつ骨こつを切断し、ひらいた傷口から血ち飛沫しぶきが辺り一面に散る。斬りつけた張本人である俺の身体は男の血で真っ赤に染まった──。

「……というシーンを想像したんだけどなぁ」

　白目を剝むいて完全に気を失っている盗とう賊ぞくの男を刀の鞘さやで突つついたあと、俺はポリポリと自分の頰ほおをかいた。

　戦闘初心者同士の勝負の軍配は俺に上がったわけだが、お気付きの通り俺は盗賊の男を斬りつけていなかった。

　正確には刃やいばの部分で斬ったのではなく、刀の棟むねで斬りつけたような演技をしたのだ。所謂いわゆる峰みね打うちというものである。

　しかし盗賊の男は俺の渾こん身しんの一いち撃げきで自分が絶命したものだと勘かん違ちがいし、悲鳴をあげて失神してしまった。

　最初から気絶させるのが目的だったので大きな違いはないが、男の心に根強い恐きよう怖ふを植え付けてしまったのではないかと少し心配になった。

「っと、早く陽太のところへ向かわなきゃ」

　こうしている間にも、俺の代わりに喧けん嘩かを買って目を付けられた陽太が苦労しているはずだ。

　紫雨に会うのは凄すごく嫌いやだけど、陽太の安全を願いながら俺は二人が消えた方向へ走り出した。







　森の中に響く金属音を頼たよりに森を進むと、比ひ較かく的てき簡単に交戦する二人を見つけることができた。

　何故なら、まるで道しるべになるように陽太が放った矢や紫雨の飛び道具が点々と森に続いているのだ。

　それを追って音のする方向を意識すれば、ちょうど対たい峙じする形で間合いを取り直している二人を確かく認にんできた。

　少し遠いので確実ではないが、どうやら陽太は大きな怪け我がは負っていないようだ。

　しかし向き合った二人を見て、どちらが優ゆう勢せいなのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。陽太は肩かたを大きく上下させて荒あらい息を繰り返している。だが紫雨の方は少しの息切れも起こしていないのだ。

　これといった怪我を負わせていないのは、もしかすると紫雨の遊びの一つの可能性が高い。

「はぁっ、はぁっ……」

　呼吸をするのも難しそうな陽太を見て、紫雨はギラつかせていた眼を可笑おかしそうに歪ゆがめた。

　俺がこの場の様子を窺うかがっていることにも少し前から気付いていたようだ。むしろ見せつけようとしていると思うのは、気のせいだろうか。

　──否、気のせいではない。紫雨は俺と視線が合ったと同時に、口角を上げたのだ。

　次いで構えていた苦無をいつものように弄もてあそびながら、陽太に世間話をするような雰囲気で話しかけた。

「なぁ赤毛。随分と鍛たん錬れんを積んで能力の底上げを行っているようだが……お前、──だな」

「なっ……！」

　紫雨が何を口にしたのかは俺の耳に届かなかったが、陽太は紫雨の言葉に身体からだを大きく跳はねさせた。

　過か剰じような反応に、それが問いに対する肯こう定ていだと受け取れる。当たりを口にしたことを嬉しく思った紫雨は、くつくつと喉のどを鳴らして嗤って尚なおも続けた。

「おかしいとは思っていたが、そうか、まさか──だったとはな。くっくっく……」

「黙だまれっ、黙れ黙れ黙れ！　そんなものが無くとも、オレは誰だれにも負けない!!」

「馬ば鹿かを言うな。現にお前では俺の足あし下もとにも及およばないではないか。そんな足あし手で纏まといのくせに黒くろ鬼おにの従者を名乗っているのか？」

「オレは足手纏いなんかじゃない！　強くあれば、お傍そばに置いてもらえるんだ！」

　紫雨の煽あおりにムキになった陽太が矢を射るが、まるで明後日あさつての方向へ飛んで行ってしまった。

　肝かん心じんな部分を濁にごす紫雨の言葉に激げき怒どし、否定の言葉を繰り返す陽太は冷静さを失っているようだ。矢の狙ねらいが定まらないだけではなく、目に見えて疲ひ労ろうが分かるようになってきた。

　これは一度紫雨と距きよ離りを取らせた方が良い。そう判断した俺は撤てつ退たいさせるつもりで陽太の名前を呼んで、少しでも自我を取り戻もどしてもらおうと思った。

　だが紫雨は俺の意図に気付き、一瞬で陽太との距離を縮めた。そして、足下が覚おぼ束つかない陽太を容よう赦しやなく蹴けり飛ばして、横たわった状態のままいたぶりはじめた。

「よ、陽太！」

「出で来き損そこないの、役立たずが、強いだって？　こんなにも弱いのに？」

　一発、二発、三発。まるでボールで遊ぶように紫雨の足が陽太の身体を蹴る。その度たびに陽太が激しく咳せき込んだ。

「がはっ！　ゴホッ、ゴホッ……。役立たずなんかじゃ、ない……！」

　掠かすれた声で反論しながら紫雨を睨にらみ付ける陽太だが、呼吸もままならないようで旨うまく話せていない。

　何度か続けて陽太を呼ぶが、痛みと打だ撃げきのショックで俺の声は陽太の耳に届いていないようだ。紫雨が俺の声に被かぶせるようにして話すものだから意識を向けさせることも難しい。

　ヤバイ。紫雨はまだ遊んでいるようだが、このままだといつ陽太が殺されてもおかしくない。

　助けなければ……。一刻も早く紫雨の関心を俺へ向かせて、陽太が逃にげ出せるようにしなくてはならない。

　即すなわちそれは、紫雨の攻こう撃げき対象が俺になるということだ。だがそれがどうした。陽太が殺されるくらいなら、俺がボコられるくらい我が慢まんできる。

「紫雨、お前は俺と死合いたいんじゃなかったのか？　今なら特別に相手をしてやるよ」

　ヘタレでチキンな俺の度胸を見せるため、声や身体が震ふるえないよう精いっぱいのハッタリを口にする。背中を流れる冷や汗あせや緊きん張ちようによる手汗がすごいことになっているが、最優先は陽太の救出だ。
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　俺の挑ちよう発はつに乗る気になったのか。紫雨は陽太を蹴るのを止やめて、愛用の苦く無ないを宙に放ほうって遊ぶ動作を繰くり返している。その間に空いていた距離を縮め、少しでも陽太に近づくことを試みる。

「くくっ、死合いか。そうだな、お前との死合いは楽しそうだ」

「奇き遇ぐうだな。俺もそろそろ紫雨と死合っても良いと思っていたんだ」

「それは光栄だ」

　死合い、死合い、と呟つぶやいた紫雨の鋭するどい眼が三日月形に細められ、口こう端たんに弧こが描えがかれる。

　俺の心境的には「自分をボコってください」とお願いしているようなものだが、超ちよう能のう力りよく者しやではないのだから心までは読まれないだろう。

　そんな俺の視線を受けた紫雨は、お手玉化していた苦無を放るのを止めて手にしっかりと握にぎった。

「ではそろそろ好物を頂くとするか」

　ここで言う好物とは、俺との一戦のことだ。物ぶつ騒そうな喩たとえの上、男にこんな風に言われて喜ぶ奴やつは居ないと思う。

　俺も例に漏もれず非常に不快になったが、陽太の身の安全には代えられないと思い、異論を唱えず黙っていた。

　でも紫雨の話はそこで終わりではなかった。

「ひとつ言い忘れていたが……俺は嫌きらいな物は食べずに捨てるんだ。だからこの従者、俺が捨てて──殺してやろう」

「は？」

　まるで「みかんが腐くさってるから捨てるね」みたいに軽く言われたため、一いつ瞬しゆん頭が正常に働かなくなって反応が遅おくれた。

　コマ送りのような感覚の中で何とか動いたのは視線だけで、そこに口元を赤く染めて泣きそうな顔で俺の名を呼ぶ陽太を映した。

「きょう、さま」

「──止めろ紫雨！　陽太は俺の……っ」

「死ね」

　その言葉と共に、陽太の心臓めがけて紫雨の苦無が振ふり下ろされ──ずぶりと刃は物ものが肉に刺ささる音と共に、どす黒い赤と鉄の香かおりが森に広がった。







　あとがき




　こんにちは、田た中なか莎さ月つきです。

　この度たびは「へっぽこ鬼おに日記５」をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　四巻目から随ずい分ぶんと間が空いてしまったのですが、五巻目となりました拙せつ作さくを皆みな様さまのもとへ無事お届けすることができて本当に嬉うれしいです。

　戦国風異世界へ憑ひよう依いトリップ中の主人公・恭きようが事件に巻き込まれてあたふたする様子、お楽しみ頂けましたでしょうか？

　前巻より登場した南鬼の王子こと、わがままぷーの昴すばるが恭の取り巻き（？）に加わったことで、より一層賑にぎやかになったと思います。

　実は彼、最初は完全に当て馬の予定だったのですが、いつの間にか愛着が湧わいて出番がかなり増えていました。いけ好かないキャラを目指していたはずが、気が付けば愛すべきお馬ば鹿かさんになっているという……。

　誘ゆう拐かい事件が完全に解決していないことや、東鬼と南鬼の違ちがいなど色々な問題がありますが、とりあえず陽よう太たと一いつ緒しよに恭の周りでキャッキャしていて欲しいです。ドＳとお馬鹿の組み合わせ、良いと思います！

　ちなみに私はこの二人のことを「ちびーズ」と呼んでいます。いえ、二人ともそこまで低身長ではないのですが、雰ふん囲い気きでその名めい称しように。皆さんもどうぞ呼んでやってください（笑）

　新キャラとしては南鬼の面々が増えましたね。私的に特に注目して頂きたいのは昴の母君、美よし乃のでしょうか。何と言っても美女で人妻！　性格もツンツンしているので息子むすこ（属性：お馬鹿）との会話がどうなっているのか……。いつか機会があれば南条一家の日常風景も書いてみたいです。

　他ほかにも色々と癖くせのあるキャラが増えていますので、皆様に気に入って頂けますと嬉しいです。

　そして、次巻はいよいよ南条解決編になる予定です。

　茜あかね姫ひめ誘拐の真相や、昴の兄である旭あさひと美乃がどう動くのか。そして本巻の最後でフルボッコにされた陽太の運命や如何いかに……!?　次巻もご期待くださいませ～！

　また「へっぽこ鬼日記５」の出版に伴ともない、お世話になった皆様に改めて感謝の言葉を。

　完成まで随分と時間をかけてしまい、多くの方々にご迷めい惑わくをお掛かけ致いたしました。誠に申し訳ありません……。

　毎度のことながら、担当様には今回もたくさんご心配をお掛けしました。なかなか筆が乗らず四苦八苦する私を励はげまし、背中を押すどころか引っ張り上げて下さいました。本当に、日々感謝が尽つきません。こんな未熟者の私ですが、今後も尽じん力りよく致しますのでどうぞ宜よろしくお願い致します！

　伊い藤とう明あき十と先生、いつも本当に素す敵てきなイラストの数々をありがとうございます。

　表紙のイケメンすぎる恭を見て画面にへばり付いてしまったり、口絵の布ふ団とんを取り合う二人を見つめる恭のシュールな表情に思わず噴ふき出したりと、画像データを担当様から頂く度に楽しく幸せな気分になりました。文字しか無かった世界を美び麗れいなイラストで飾かざって頂き、本当に嬉しいです！　もちろん例に漏もれず今回の表紙の恭がスマホの待ち受けです（笑）

　校正様、営業様、デザイナー様、関かかわってくださった多くの皆様にも、この場をお借りしてお礼申し上げます。ありがとうございました。

　そして最後になりましたが、ここまでお読み下さった読者の皆様に心から感謝申し上げます。

　幸福に満ちた気持ちで作品を生み出せているのは、応おう援えんしてくださる皆様の支えのおかげです。ご感想やご意見、応援メッセージなど、頂いた言葉のひとつひとつが私にとってとても大切な宝物でございます。

　これからも拙作が皆様の心に残り、少しでも楽しんで頂けたら幸いです。

　それではまた、皆様とお会いできるご縁えんがありますように。


田中　莎月　　
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